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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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エピローグ




　あとがき








『人殺しの道具』だった少年。

　彼が初めて笑え顔がおらしきものを見せたのは、わたしの元に来て一月ほど経過したころだったと思う。




　この世界に在あるようになったわたしたちは、まず大迷めい宮きゆう《大いなる門マグナ・ポルタ》というものを知るため、身分を隠かくし幾いく度どか足を運ぶことにした。

　そんなある日、新米探たん索さく士が虚きよ獣じゆうに襲おそわれている場面に遭そう遇ぐうし、成り行きで助けることになった。彼が何度も何度もお礼を言って立ち去るのを見送り、ふと横を見ると──少年がわずかに口元を緩ゆるめていたのだ。

「……君、今、笑ってた？」

「…………」

　少年は笑みを消し、戸と惑まどった表情を浮うかべてわたしを見た。

「ん、まだ自覚はないのかな？　あのね、今、ここに生まれた感覚──」

　わたしは人差し指で彼の胸に触ふれた。

「それが『芽』なんだよ」

「『芽』？」

「そう、感情の『芽』。さあ、水をやって形を整え、大きく育てましょう」

「育て、る？」

　さらに困こん惑わくの表情が大きくなる。

　それがなんとなく可愛かわいらしく思われて、わたしはくすくすと笑った。




　後に無数の虚獣を屠ほふり、多くの探索士たちの命を救い、剣使徒デユエリスト《雪せつ刃じんの王》の名で知られ英えい雄ゆうになる少年。

　──多分、これがその原点。『道具』が『人』として歩み出した、その第一歩だったのだろう。




　わたしたち二人は、その後も共に歩みを重ねていった。

　幸せで、充じゆう実じつした時間で、老化や寿じゆ命みように縛しばられないわたしたちは、それがずっと続くと信じていた。

　──愚おろかにも、信じてしまっていたのだ。









　プロローグ







「ま、お仕事として引き受けるのは別にいいんだけど、さ」

　浅黒い肌はだの青年、ジャハルは唇くちびるを歪ゆがめてみせた。

「──正直、少々めんどくさい案件だなあ、それは」

　五柱の神しん姫きに与あたえられる聖せい殿でん──その最奥のさらに向こう、空間の断絶を超こえた先に玉座の間がある。

　今、室内に人ひと影かげは三つ。ここの主とその従者、そして客分として訪おとずれているジャハルだ。

「報ほう酬しゆうをはずんでもらうのは当然として、できれば『今、それをやらなきゃいけない理由』くらいはお聞かせいただきたいもんですがねー、《星撒まく神姫》様」

「理由、ね。『そうすることが必要だから』では納なつ得とくできない？」

「誰だれにとって必要なのかねー？」

「世界にとって」

「……もう少し詳くわしく」

「今、それ以上をあなたが知る必要はないわ、《月の剣使徒デユエリスト》」

　玉座に腰こしを下ろす少女は、冷ややかに言った。

　年の頃ころは十代の半ばから後半。容よう貌ぼうは美しく整っているが、どこか驕きよう慢まんでわがままそうな雰ふん囲い気きも感じさせる。

「依い頼らいと報酬は、あなたの主人である《月戴いただく神姫》への援えん助じよでもあるの。飼い犬ごときが他者の善意の裏を探さぐろうなど、傲ごう慢まんではなくて？」

「あいにくと嚙かみ癖ぐせのある、できの悪い飼い犬なもんでねえ。行ぎよう儀ぎだの礼儀だのを気にするようにはできてねえんだなー、これが」

　見下した神姫の言葉に対しジャハルは軽い口調で答えると、手にした紅くれない色の大たい剣けんで肩かたをとんとんと叩たたいた。剣けん吞のんな気配が、一気に膨ふくれ上がる。と、そのとき──

「本当に嚙みついちゃだめですよう、ジャハルさん。そうなるとさすがに俺も対応せざるをえなくなる」

　苦く笑しよう交じりの声がかけられた。

《星撒く神姫》エルフリーデの隣となりに控ひかえる実直そうな青年だ。見える範はん囲いで武器は携けい帯たいしておらず、今のところ殺気もない。

「そもそも、エルフリーデ様の言葉にいちいち反応してたらきりがないです。この人、割と人格と口の悪さに問題があるんで。腹が立ちそうな言い回しがあっても、適当に聞き流しておけばいいんですよ」

「そういうもんなのかな？　俺のほうは心からの言葉を尽つくした、魂たましいの触れ合いを重視するのが信条なんだけどねー。そのほうが楽しいでしょ、色々と」

「私の方はあまり楽しくないわよ、《月の剣使徒デユエリスト》。──それから、カイ、あなたも黙だまりなさい」

「は、申し訳ありません」

　にこにこと笑いながら、カイと呼ばれた青年は口を閉じた。

「やってくれるんだったら、報酬は十分に出すわ。お金でも神遺物レリクイアでもかまわない。そして、あなたたちが《誓せい約やく団》を組織し神力ウイスを集めるられるよう、ある程度のところまでなら支援もしてあげる。どう？　助かるでしょ？」

　エルフリーデは微び笑しようを浮かべる。

「助かるけど、あんたはそれで何を得る？」

「私だって他ほかの神姫複数との多正面対決は避さけたいもの。同盟と同盟相手への援助は、それなりに有効な戦略なのよ。──もっとも、あなたたちが依頼を完かん遂すいしてくれることに勝まさる利益はないけどね」

「……内容が内容なだけに、うちの姫ひめさんが嫌いやがるだろうねー。説得するのが骨かも」

「それは私の知ったことじゃないわね。もし断るのなら、私たちとの関係はそれまで。あなたたちは報酬が得られず、その立場が悪くなるだけ」

「…………」

「逆にやる気を見せてくれるんだったら、まだしばらくはあなたも《月戴く神姫》も庇ひ護ごしてあげる。いずれは敵対しなければならない相手だとしてもね。──断れるほどの余よ裕ゆうはないはずだけど？」

　エルフリーデの表情は自分の優位さを確信するものだった。

「はっきり言ってくれちゃって。……ま、その通りなんだけど」

　ジャハルは小さく肩をすくめた。

　愉ゆ快かいではないが、彼女の現状認にん識しきに関しては反論の余地がない。

「あんた、うちのカーヤちゃんより勝負ごとに向いてるよねえ。一いつ緒しよに組んだら、勝算が立てやすそうだ」

「あの泣き虫ちゃんを捨ててこっちの陣じん営えいに乗り換かえるなら、歓かん迎げいするわよ。剣使徒の戦せん闘とう能力は貴重だし」

「あのー、俺の立場は……」

　カイが困ったような笑みと共にそう言った。

　エルフリーデは、彼女の剣使徒デユエリストを横目で眺ながめた。

「……残念ながら、剣使徒を取り替かえるのは不可能なのよね。カイはただ私をしっかり護まもりなさい。多くは望まないから」

「はいはい、了りよう解かいです」

　カイはのんびりと答えた。

「ま、乗り換えの方は検討しておくとして、だ」

　無造作に髪かみをかきあげてジャハルは言う。

「仕事は引き受ける。こちらにとっても利害は一いつ致ちしてるわけだしね」

「そ。じゃ、お願いするわ。──カイ、要点をまとめて」

「はい。えー、《月戴く神姫》及およびその剣使徒からの情報により、元剣使徒《雪刃の王》及び正体不明の《六番目の神姫》が街で確認されました。これに関して、《星撒く神姫》は《月戴く神姫》に以下のことを依頼します」

　カイはゆっくりと区切るように、その言葉を続けた。

「手段を問わず、確実に、ユウキ・タカミガハラ、そしてアルベルティナの両名を、抹まつ殺さつすること」







[image: 一章　若木たちの体験探索]










　少女が安らかな寝ね息いきを立てていた。

　年の頃は十代前半から半ば。ふわふわの金色の髪に包まれた、愛らしい顔立ち。幸せこの上ないという表情で、夢の国への旅を満まん喫きつしている。

　そして、腕うで組ぐみをしたまま無言でその様子を眺めている若者が一人。

　歳としは二〇の手前くらい。中背よりやや高いかという身長。そして黒い髪。

　ややあって、若者──ユウキはため息をついた。

　彼女がだらしなく顔を伏ふせている勘かん定じよう台の上には、よだれの染みが広がっている。店番を頼たのんで外出したのだが──これでは役に立たないこと甚はなはだしいではないか。

「……おい、ティナ。アルベルティナ！」

「んーぅ……」

　のどかな鼻息が漏もれる。

「店番はどうした？　みーせーばーん！」

　手を掛かけて軽く揺ゆすってみる。

　今度はうにゅ、とか、むにゅ、とかいうような、解かい析せき不能な声が返ってきた。が、依い然ぜんとして目を覚ます様子はない。

「…………」

　ユウキは少し思案し、彼女の耳元に口を近づけた。そして息を胸いっぱいに吸い込む。

「おき──」

「んにゅ？　……おお、もう朝か！」

　勢いよく跳はね上がった小さな頭は、ユウキの顎あごを見事に直ちよく撃げきした。




「……すまぬ、ご主人」

　食堂の椅い子すに座ったティナは、申し訳なさそうに身を縮めた。

「悪気はなかったのだ。その、寝起きの勢いで……」

「──頭ず突つきは不ふ可か抗こう力りよくだと認めてもいい」

　ユウキは渋しぶい顔で痣あざのできた顎を撫なで、そして続けた。

「しかし、仕事放ほう棄きは許されない。お前、店番くらいはできるって言ったよな？　馬ば鹿かにするなって表情で、自信満々に宣言したよな？」

「う……」

「客を逃のがすくらいならまだしも、最近は盗人ぬすつとや、タチの悪い探たん索さく士も多いんだ。店の品物をかっぱらわれたらどうするつもりだ？」

「うう……」

「その場合、何百、何千ディナルの損害が出かねない。お前が一月や二月飲まず食わずで節約する程度じゃ、全然埋うめ合わせになんねえぞ？」

「ううう……」

「だいたい、何だよ『もう朝か』って。普ふ通つうの人間は夜寝て朝起きて昼働くんだよ。今は真昼間。働く時間だ」

「それは、あ、あれだ。──そなたが私の太陽だからだ」

「…………は？」

「おお、愛いとしき人よ！　そなたと出会い、その姿を目に映したとき、私の夜は明けて朝になったのだ！」

「…………」

　ユウキは眉まゆをひそめた。

「前々からおかしな奴やつだとは思っていたが、とうとう本格的に壊こわれたのか、お前」

「だめか」

　ティナは肩かたを落とした。

「物語のなかでは感動的な台詞せりふなのだがなあ……」

「物語？」

「うむ、フランカから本を借りたのだ。恋れん愛あい小説という種類のものらしい。これがなかなか面おも白しろくてな、寝る間も惜おしんで読破してしまった」

「……居い眠ねむりの原因はそれか」

　ユウキは脱だつ力りよくして卓たくに突つっ伏ぷした。

「あー、もういい。怒おこる気がうせた。昼飯にしよう」

「おお、それはいいな。手伝うぞ手伝うぞ。食事は人生の楽しみだ。輝かがやける幸福のひとときだ」

　うきうきとした様子で立ち上がるティナを見、ユウキはため息を一つつく。

「──そもそも現状の危機に比べたら、店番の居眠りなんか些さ細さいな問題だしな」

「んむ？　妙みように歯切れの悪い物言いだな。何かあったのか？　言ってみるがよい。この《街に座す神しん姫き》アルベルティナが話を聞き、助言と助力を与あたえるぞ？」

　ティナはその薄うすい胸を偉えらそうに反らせてみせた。

「……そうだな、じゃあ、相談させてくれ」

「うむうむ」

「今、俺は経済的な苦境にある。根本的な問題は、店の経営がうまくいかないことだ」

「一いつ朝ちよう一いつ夕せきに好転させようと思うべきではなかろう。店の規模も、ご主人の商売人としての腕うで前まえも、他の何事においてもな。思うにご主人は焦あせりすぎなのだ。一歩一歩確実に、という精神で事に臨むのがよいのではないか？」

「このままだと、明日あしたから俺とお前の飯の量を三分の一に減らさなければいけない」

「今日中になんとかするのだ！」

　ティナは焦って言った。

「ならねえから困ってるんだろうが」

「そ、そんな……いや、落ち着け、落ち着くのだ、ご主人。そ、そもそも、なぜそんなことに？」

「落ち着くのはお前だ。──単純に金が尽つきたからだよ。今、五聖協会に税を納めに行ってきたんだが……滞たい納のうしていた分を支し払はらったら、手持ちの金がほとんど残らなくてな。ま、この間の騒さわぎのとき、色々つかっちまったしなあ……あれが痛かった」

　ユウキは肩を落とした。

「そんなわけで、今家にある食料が尽きたら、俺たちは飢うえ死ぬ。──あ、いや、お前は平気なのか。神姫だから」

「へ、平気ではない。死には至らぬが、飢えに対する感覚は常人と変わらぬのだ。困る、それは非常に困るぞ」

「ああ、俺も困ってる」

「…………」

「…………」

「……その、どうにかならぬのか？　どうすればいいのだ？」

「相談に乗ってくれるんじゃなかったのかよ。──売れるもん売り払えば、まだしばらく保もつけどな。まあ、それでも一月ほどが限度だろうが。ただ、商売を縮小しなきゃならんし、そうするとますます収入は減る。悪あく循じゆん環かんは解消されない」

　ユウキは迷めい宮きゆう探索士相手の店を営んでいる。屋号は『ボリスの店』。先代の爺じいさんから受け継ついだもので、名前はそのままにしてある。

　取り扱あつかうのは、迷宮にある不可思議な力を秘めた道具類──神遺物レリクイア、そして武器や防具、傷薬、包帯など探索に必要な消しよう耗もう品ひんまで。

　薬草などはまだ自分で調達できるが、現金が不足すれば売り物の仕入れが滞とどこおるし、神遺物レリクイアの買い取りも不可能になるのだ。そうなれば、遠からず店を閉めざるをえなくなるだろう。

「そ、そうだ！　ご主人が迷宮に潜もぐって高価な神遺物を取ってくれば良いではないか！　竜りゆう牙が神器とご主人の腕があれば、深層まで簡単に──」

「駄だ目めだ」

　ユウキはぴしゃりと言った。

「な、なぜ？」

「まず第一に、第九級探索士に過ぎない俺が高い等格の神遺物レリクイアを持ち込めば、出所を疑われる。現金に換えようにも買い取りを拒きよ否ひされるか、あるいは訳ありとみなされて足元を見られるか──。お前も、俺やお前の素す性じように興味を持たれたりしたら困るだろう？」

「むう……」

「そして第二、こちらの方がより重要な理由。──俺が嫌いやだからだ」

　ティナは自分の耳を疑うように眉を寄せた。

「……何と？」

「基本的に俺はさ、自分の商売の腕前だけでこの店を繁はん盛じようさせたいんだ。やっぱ、竜牙神器や腕っ節に頼たよってたんじゃ意味ないんだよ。この間のゴタゴタで、より強くそう思うようになった」

「また、妙なところで意地を……」

　ティナは渋じゆう面めんで言う。

「まったく、神姫を飢えさせる剣使徒デユエリストがどこにいるというのか」

「俺は正式な剣使徒じゃねえだろ。──そもそも店に関して言えば、俺は店主でお前は雇やとわれ店員なんだ。上の指示には従うべきじゃないのか？」

「『飢えろ』などという指示を出す店主がもし居るとしたら、その者は速すみやかに店員によって粛しゆく清せいされるべきだな」

「…………」

「…………」

　視線がぶつかり、空気が張り詰つめる。

「……神姫アルベルティナが命じる。食料を調達せよ」

「だから、それができないから苦労してるんだっての」

「できなくはなかろう！　ご主人がわがままを引っ込め──」

「あのう……」

　控ひかえめな声が部屋の入り口から聞こえ、二人は同時に口をつぐんだ。

　顔見知りの少女が覗のぞき込んでいた。

「お店は開いてたけど、姿が見当たらなくて。で、声が聞こえたから奥にいるのかな、って……お取り込み中でした？」

「いや、いいよ。何か買い物か？　フランカ」

「いえ、大した用事じゃないんですけど……ご近所から野菜と果くだ物ものをいただいたんですよ。私一人じゃ食べきれないから、おすそ分けしようかと思って──」

「神だ！」

　ティナが目をキラキラさせて声を上げた。フランカはきょとんとする。

「神が降臨したぞ！　ご主人！」

　神はお前だろうが、とユウキは思ったがもちろん口にはせず、その代わりにフランカに対して丁重に礼を述べた。




　　　　＊　＊　＊




　ソリトゥス。

　虚きよ無む《大おお喰ぐらい》に侵しん食しよくされたこの世界において、唯ゆい一いつ残された街。

　世界を統すべる天てん帝てい神、およびその配下である五柱の女性神──《空支うる神姫》、《太陽掲かかぐ神姫》、《月戴いただく神姫》、《星撒まく神姫》、《大地護まもる神姫》と呼ばれる守護神への信しん仰こうによって成り立っている。




　そして、その地下に広がる底の知れない大迷宮、通つう称しよう《大いなる門マグナ・ポルタ》。

　不思議な力を秘めた多種多様な道具──神遺物レリクイアを求め、無数の腕うで自じ慢まんたちが、昼夜を問わずこの試練の場に挑いどんでいる。

　あるものは一いつ攫かく千せん金きんを夢見て。

　あるものは神姫に対する敬けい虔けんな信仰のゆえに。

　あるものはただ日々の糧かてを得るために。

　──彼らは探たん索さく士と呼ばれていた。




　第九級探索士ユウキ・タカミガハラは、ある日、迷宮で倒たおれていた少女を拾った。

　彼女の名はアルベルティナ。

　──存在するはずのない、六番目の神姫である。




　　　　＊　＊　＊




「ああ、大変なんですね」

　昼食後にお茶を飲みながら事情を聞くと、フランカは素す直なおな同情の表情を浮うかべた。

　長身、体つきも大人びている一方で、表情はやや内気でおとなしそうな印象だ。

　ユウキの店の常連であり、将来を嘱しよく望ぼうされる探索士でもある。先日、一六歳にして第三級探索士に昇しよう格かくした。この若さでは異例のことだ。

　ちなみに探索以外に関しても優ゆう秀しゆうで、先ほど食べた昼食もフランカが作った。持ってきた野菜と備び蓄ちくの燻くん製せい肉で、手て際ぎわよく三人分。味は申し分なく、後片付けもさっさと完かん了りよう。ユウキとしては、もはや頭が上がらないどころの話ではない。

「あの、何か私にもお手伝いできることがあれば……」

「現時点で十分助かってる。ま、気き遣づかいには感謝するけど、俺の問題だからな。お客として色々買っていってくれるのが一番の援えん助じよだよ。神しん珠しゆは足りてるか？」

「はい、神術師のたしなみですもの」

　微笑ほほえんでフランカは言い、そして少し慌あわてたように付け加えた。

「あ、でも、足りなくなってきたら、このお店で買わせてもらいます。もちろん」

　神術師というのは探索士の区分の一つで、神力ウイスを利用し攻こう撃げき、防ぼう御ぎよ、治ち癒ゆなどの術を駆く使しする者のことである。奇き跡せきの力の源が結けつ晶しよう化した『神珠』と呼ばれる神遺物レリクイアを消費することで、神術を発動させるのだ。

「そういえば、ユウキさん、最近学校で見ませんけど……ずっとお休みなんですか？　もしかして、その、お金のことでずっとバタバタしてたとか」

　ソリトゥスには探索士の訓練校がいくつか存在する。

　ユウキはフランカと同じく高等課程。加えてときどき臨時の仕事として教官助手を務め、初等課程の子供たちを教えたりもしている。

　ただし、フランカの言ったように、このところはどちらの立場でも顔を出していない。

「あー……ちょっと色々いそがしくてな」

　実のところ理由も彼女の言葉の通りなのだが、金策に走り回っていたため時間が取れなかった、とは少々情けない気がして口に出せなかった。

「えーと、お仕事の掲けい示じが出てたんですよ。初等課程の子を連れて、迷宮研修。浅い階層を一ひと巡めぐりするというの。経験あるパーティに引き受けてほしいそうです」

「募ぼ集しゆうしてんのか、珍めずらしいな。大体そういうのは訓練校から直接付き合いのあるパーティに頼たのむもんだけど」

「ほらこの間、迷宮で大きな事故があったでしょう？　そのとき怪け我がしてまだ復帰できていない人が結構いて、数が足りなくなっているらしくて」

「ああ……」

　大迷宮《大いなる門マグナ・ポルタ》には、『虚きよ獣じゆう』と総そう称しようされるさまざまな種類の怪かい物ぶつが棲すみついている。階層ごとに生息圏けんが決まっており、通常その外に出てくることはまずないのだが──一月近く前、迷宮の上層になぜか深層の強力な虚獣が出現するという事態が起こったのだ。どうにか沈ちん静せい化したものの、かなりの死傷者が出ていたはずである。

　ちなみにユウキたちもほぼ中心に近いところで巻き込まれており、現在陥おちいっているユウキの苦境の一因ともなっていた。

「お給金も悪くないみたいですし、引き受けてみたらどうですか？　幼くても将来の探索士なんですから、つながりを深くしておけば、いずれお得意様になってくれるかもしれませんよ？　──えっと、な、何でしたら、わ、わ、私もお付き合いしますし、アルフレート師し匠しようにも声かけますし」

「うーむ」

　確かに訓練校の気前は悪くない。経費も負担してくれるし、仕事が終われば即そつ金きんで支し払はらってくれる。

　あまり店を留守にしたくはないが、検討する価値はありそうだ。

「前向きに考えてみる」

　ユウキはそう答えた。

　よっし、と小声でフランカは言い、拳こぶしをきゅっと握にぎり締しめた。
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「ふむ、野菜、果物、おお、チーズもあるな。これなら当分食いつなげそうだ。よかった、本当によかった。彼女はまさに救いの神だな」

　フランカが帰ると、ティナは食料を物色して満面の笑みを浮かべた。

「神しん姫きはまったく救ってくれなかったのにな」

「……神姫にも場合によってできることとできぬことがあるのだ」

　五柱の神姫は、ここソリトゥスにおいて熱ねつ烈れつな崇すう拝はいの対象となっている。

　結界により《大喰らい》の侵しん攻こうから街を護り、また奇跡の力で天災を回かい避ひし、気候や作物の収しゆう穫かくを安定させ、人の棲みよい環かん境きようを作り出しているからだ。

　この神姫の奇跡の源となっているのが神力ウイス。これは神姫が神遺物レリクイアをその身に取り込むことによって蓄たくわえることができる。

　ひょんなことからユウキが面めん倒どうを見ることになったこの少女は、神姫と同等の力を持つ六番目の存在である。が、現在神力がほぼ枯こ渇かつしており、当然ながら《誓せい約やく団》のような下部組織も持っておらず、大した奇跡は起こせない状態にあった。

　まあ、奇跡に頼たよって店を建て直そうとは思わない。基本的にこれはユウキが責任を負うべき問題なのだ。

「で、フランカの教えてくれた仕事はどうするのだ？　ご主人」

「そうだな、受けてみようと思う。ある程度まとまった金も必要だしな」

「そうか、では、我々の生活状じよう況きようも改善が期待できるのだな」

　ティナはうれしそうに肯うなずいた。

「ぜひ頑がん張ばってきてくれ、ご主人！」

「何を他人ひと事ごとみたいに。お前も来るんだよ」

「──え？」

　神姫は大きな目を瞬またたかせる。

「この店で働く以上、せめて人並みには探索士の知識や技能を身につけてないとな。初等課程のチビどもだけじゃなく、お前の訓練にもちょうどいい。店員教育は店主の責任だ」

「ティ、ティナは探索士ではない。どころか、本来、彼らから貢みつがれる立場なのだぞ」

　神遺物の取得には困難が伴ともなう。通常、迷めい宮きゆうの奥深くに隠かくされていたり、虚獣が守護していたりするからだ。これを地上に持ち帰るのが探索士の役目であり、そしてその中から選よりすぐられたものが神姫に献けん納のうされる。

　もっとも、今のところ世に知られていないはぐれ神姫とも言うべきティナは、その恩おん恵けいに与あずかることはできないのだが。

「貢いでくれる相手を見つけてから言え」

「だ、だいたい、ご主人だってティナが迷宮探索に向かぬことはよく知っているではないか！　戦えぬぞ？　虚きよ弱じやくだぞ？　すぐに足が痛い抱だっこしてくれと泣くぞ？」

「心配すんな。ちゃんと尻しりを叩たたいて歩く気分にさせてやるから。──というか、先月の一件のときは自分で進んで迷宮に向かったじゃねえか。あの気き概がいはどうした？」

「あ、あれは、フランカの、力になるために……」

「だったら、今後そういう事態が起こったときのために、力をつけとくのも無む駄だじゃないだろ？」

「むぐ……」

「というわけで、お前の身み柄がらを買い取った権利を行使する。一いつ緒しよに来い」

「……わかった。覚かく悟ごを決める」

　ティナはがっくりとうなだれ、観念した様子でそう言った。

（──ま、鍛きたえたいってのも噓うそじゃないんだけどな）

　体力的には同年代の少女たち以下で、肉体労働に向かないというのは確かである。山へ薬草の採取に行ったくらいで、ぐんにゃりしてその日一日使い物にならなくなるのだ。このままでは困る。

　が、ティナを伴っておきたい理由は実はもう一つ。

　あまり彼女から目を離はなしたくないのだ。側そばにいないと護まもることができない。

　神姫を崇あがめる五聖教会の教えに拠よれば、神姫たちは協調して街を守護しているということになっている。

　しかし、実情は異なる。

　神姫たちはそれぞれ、他者を攻撃し、蹴け落おとし、神力ウイスを集め、また奪うばい合うという過か酷こくな競争を運命付けられているのだ。

　天てん帝てい神に昇しよう格かくし、真に人々を導く資格を得るのは、彼女たちのうちたった一柱だけ──他を圧する神力を手にしたもののみ、と定められているためである。

　神姫の誰だれかが命を落とした場合、数か月から数年の間かん隔かくを開けて次代の神姫が聖せい殿でんに現れる。五柱の神姫は永遠に生きる存在であると信じられているのは、この代だい替がわりが五聖教会によって厳重に秘ひ匿とくされているせいだ。

　実際には、無残な殺し合いも稀まれなことではない。

　とはいえ、神姫には『他者を傷つけることができない』という制限がかかっている。これはきわめて強い心理的な枷かせであり、他者に対する直接的な攻撃を封ふうじるものだ。

　戦せん闘とう能力を持たない神姫の代わりに、その剣けんとなり盾たてとなるのが剣使徒デユエリストと呼ばれる存在である。

　異界から召しよう喚かんされ、絶大な戦闘能力を持ち、神姫のためだけに在ある戦士たち。

　神姫一柱につき一人が割り当てられ、唯ゆい一いつ無二の僕しもべであり相棒となる。

　剣使徒デユエリストを傍そばに置くのは神姫の権利であり、まず最初に行うべき重要な仕事なのだ。

　ユウキ・タカミガハラは、かつて剣使徒デユエリストだった。今は一いつ介かいの商店主。彼をこの世界に招いた主は、もういない。

　アルベルティナは、なぜか迷宮で生まれた《六番目の神姫》である。

　彼女は身一つで何も持っておらず、その身柄を売り渡わたす代わりにユウキの助力を求めた。

　ユウキは彼女を買い、剣使徒代わりとして彼女を護るという契けい約やくを結んだ。

　まあ、買った以上は有効活用しようということで普ふ段だんは店の業務を手伝わせているが、少なくとも彼女を護り、その期待に応こたえる義務があるということは心に刻み込んでいる。

　剣使徒召喚の権利を放ほう棄きしてまでユウキを信しん頼らいし、相棒として選んだティナのために。

「……契約履り行こうは商人の責務だしな」

　さしあたって重要なのは、彼女の特異性が外に漏もれないよう気をつけることだ。その意味でも、普通の街まち娘むすめ、店のお手伝いさんとしての生き方を覚えてもらう必要がある。

「んむ？　何の話だ？」

　当の神姫は不思議そうに首を傾かしげた。

「大したことじゃない。お前を迷宮に連れて行く理由付けだ」

　逃にげ出したそうな顔になるティナを無視し、ユウキは続けた。

「ま、今回の目的はあくまで引率であって探たん索さくするわけじゃない。もちろん戦闘にも期待してない。浅い階層うろつくだけだから、滅めつ多たなことにはならないだろうしな。要は体力作りの一いつ環かんだ。チビどもに置いていかれない程度に頑張れ」

「うー……」

　ティナは涙なみだ目めでユウキを見上げた。




　数日後、ユウキとティナは東区訓練校に向かっていた。

　実際に迷宮に潜もぐるのはもう少し先だが、子供たちとの顔合わせと事前訓練があるのだ。

　訓練校は、神姫信しん仰こうを取り仕切り実質的にこの街を統治している五聖教会により運営されている。

　神姫に神遺物レリクイアを届ける探索士は、世界を支える崇すう高こうな職だということになっている。

　まあ、腕うでっ節ぷしさえあれば誰にでも務まり、しかも能力次し第だいで相当な稼かせぎにもなるので、実際は粗そ暴ぼうなゴロツキ紛まがいの者も多いのだが、それはさておき──育成にも力が注がれているのは間ま違ちがいないところだ。志望者には手厚い指導を行う体制が整えられている。

　訓練校を出、資格取得試験に合格し、最終的には各神姫直属の精せい鋭えい探索士集団《誓約団》を目指すのが一いつ般ぱん的な進路だろうか。

「やあ、おつかれさま、二人とも」

　訓練校の門をくぐると、声を掛かけられた。

　三〇歳くらいの、剣を携たずさえた長身の男だ。

　どこにも所属していない自由探索士で、名をアルフレートという。先代からの店の常連で、迷宮探索においてはフランカの師でもある。

　吞のん気きそうな風ふう貌ぼうと穏おだやかな物もの腰ごしをしているが、これでもかつて《空の誓約団》に在ざい籍せきしていた熟練の探索士なのだ。

　ユウキとティナも挨あい拶さつを返す。

「しかし、珍めずらしいねえ。ユウキが探索がらみの仕事を引き受けるなんて」

「ええ、もしかしたら、断られるかな、とも思ってたんですけど……」

　と、こちらは傍かたわらのフランカ。嬉うれしそうに微笑ほほえんで続ける。

「改めて、引き受けていただいてありがとうございます、ユウキさん。ご一緒できて嬉しいです」

「ま、自分のためだよ。背に腹は代えられなくてね」

　ユウキは肩かたを竦すくめた。商人が自分の本分だと考えているが、餓が死ししては商売どころの話ではない。

「実は僕の方にも訓練校から依い頼らいが来てたんだよ」

《空の誓約団》を退いた後、アルフレートは経験の浅い探索士の指導を主な仕事にしている。虚きよ獣じゆう殺しや神遺物レリクイアの拾得だけでなく、こういう役目も迷宮探索を支えているのだ。

「ユウキたちが加わってくれれば均整の取れたパーティ構成になりそうだし、ちょうどよかったね」

　アルフレートはのんびりと笑った。

　探索士には大きく分けて三つの職種がある。

　剣、斧おの、槍やり、弓など、武器での物理的な攻こう撃げきを担当する戦士。

　治ち癒ゆや攻撃の神術を使いこなす神術師。

　神遺物の鑑かん定てい、虚獣や迷宮に関する知識など戦闘以外の部分で貢こう献けんする支し援えん士。

　アルフレートは第三級探索士・戦士、フランカは第三級探索士・神術師、ユウキは第九級探索士・支援士である。

　きれいに分散しており、これは戦闘でも探索でも、多様な状況に対応できることを示していた。

　パーティの受け持ち生徒は三人。いずれも十歳前後、初等課程に在籍中。教官助手を務めることもあるユウキにとっては、全員が顔見知りだった。

「あ、ユウキ先生だ！　よろしくー！」

「よろしくお願いします」

　元気そうなエドガーと、おとなしげなセリムの少年二人組。

「よ、よろしく、お願いします……」

　消え入りそうな声で挨拶した少女は、カーヤという。

　他ほかの二人より確か一つ二つ年上のはずだが、常に自信なさげでおどおどした表情をしている、目立たない生徒だ。

　彼女の顔を見、しばらく首を傾げていたティナが、ぽんと手を打った。

「思い出した！　そなた、以前に街中で会ったな！」

　大声で話しかけられ、カーヤはびくっと身を震ふるわせた。

「は、はい、覚えています。あの、人形劇のときの、お姉さん……」

「うむ、あのときは世話になった。今回もよろしく頼たのむぞ！」

「……いや、今回お世話する役はお前の方だ」

　ユウキは小声で指し摘てきした。

　迷宮内を徘はい徊かいしている虚獣は、通常、下層に行くにしたがって大きく凶きよう暴ぼうになる。

　逆に言えば、浅い階層ではさほどの脅きよう威いではないということなのだが、それでも戦闘を完全に回かい避ひすることは難しい。

　無論カーヤたち見習いに戦わせることはない。とはいえ、効率的かつ確実に護れるよう立ち回り方は教えておく必要がある。

　正面、側方、後背からの襲しゆう撃げきをそれぞれ想定し、実際に動いてみること数度。

　まっさきに体力が尽つきたのは──案の定ティナだった。

「くっ……な、何という……過酷な、訓練……」

　荒あらい息の下から、途と切ぎれ途切れに言葉が漏れる。

「探索士とは……こうも体を……酷使、せねば……ならぬ、のか……」

「なーんだ、お姉ちゃん、だらしないなあ」

　まだまだ余よ裕ゆうのあるエドガーが、からかうように言った。

「そんなんじゃ、虚獣に食べられちゃうんじゃない？」

「し、失礼だよう、エドガー」

　心配そうな顔で友人の袖そでを引くセリム。こちらもティナほど消しよう耗もうはしていない。

　フランカから水をもらって喉のどを潤うるおし、ようやく呼吸を整えたティナは、悔くやしそうに口を尖とがらせた。

「いいか？　子供たちよ。そもそも、ティナの本領は迷めい宮きゆうをうろつくことではないのだ」

「ホンリョウ？」

「えっと、才能とか素質とかいう意味だよ、エドガー」

　セリムが注ちゆう釈しやくを加える。

「ふーん、じゃあ、ティナのお姉ちゃんは何か他に得意なことがあるの？」

「うむ、良くぞ訊きいてくれた」

　ティナは胸を張った。

「よいか、ティナの本来の役目はこの街を護まも──あいたっ！」

「……ちょっと、こっちに来い」

　拳げん骨こつを落としたのち、ユウキはティナをずりずりと訓練場の隅すみへ引きずっていった。

「何余計なことを口走ってんだよこの馬ば鹿か神しん姫き」

「だ、だって……悔しいではないか」

　ぷうと頰ほおを膨ふくらませるティナ。

「十分な神力ウイスの蓄たくわえがあれば、ティナの力の一いつ端たんを見せてやれたものを……」

「見せるな。正体ばらす気か？　──というか、仮にも神姫様が子供と同じ目線で張り合うんじゃねえよ」

「むー」

「……いいか？　今回俺たちは、あいつらを教え導く役なんだ。同じところ、同じ高さに立ってたんじゃ、導けないだろ？」

「…………」

「心を広く大きく持つんだ。少々のことでは怒おこらない。言い返さない。優やさしく受け止めて、諭さとすんだよ。お前はお姉さんなんだから」

「お姉さん……」

　ティナは呟つぶやいた。

「お姉さん、お姉さんか、うむ、それはなかなかいい響ひびきだ。──なるほど、わかった。お姉さんが、広い心で受け止めてやれば良いのだな？　よしよし」

　あっさりと機き嫌げんを直したティナ。ユウキはふうと一つ息を吐はいた。

　まあ、エドガーも少々お調子者だというだけであって、決して問題児ではない。うまくやっていけるだろう。

　そんなことを考えながら子供たちの方に視線をやり──カーヤがこちらを見ていることに気づいた。

　目が合ったのはほんの一いつ瞬しゆん。すぐに向こうから逸そらされる。

（……そういや、あいつ、元気ないな）

　普段から内気で口数の少ない少女だが、今日は特に様子がおかしい。ほとんど誰だれとも会話を交かわしていないのではないだろうか。

　何か悩なやみでも抱かかえているのかな、とユウキは思う。

　今、無理に口を割らせる必要もないだろうが……気には留めておこう。
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　探たん索さく士訓練校の門戸は、広く街の子供たちに開かれている。

　カーヤは身寄りのない孤こ児じという設定を作り上げて、ここに入り込むことに成功した。

　この街において探索士というのは欠かせない存在であり、その卵に過ぎない訓練生もそれなりの厚こう遇ぐうが受けられる。少なくとも併へい設せつされている寮りようの部屋は清潔、食事もついていて住むには申し分ないところだった。

　食堂で夕食を終え、カーヤは自室に戻もどってきた。

　基本的に寮は二人部屋なのだが、カーヤはちょうどあぶれた形になっていて、一人で一室を使用している。内向的で人付き合いが苦手な彼女にとってはありがたいことだった。

（今日は、色々疲つかれたな……）

　心も体も、だ。早めに休むとしよう。

　扉とびらを開ける──と、ベッドに腰こし掛かけている人ひと影かげがあった。

「おかえりー」

「ひっ！」

　思わず声が出た。

「……なーにびびってんだ、神姫様。傷ついちゃうじゃねーかよ」

　浅黒い肌はだの青年が軽い口調で言い、肩をすくめた。

「ジャ、ジャハル、さん……驚おどろかさないでください」

　カーヤは小さく息を吐き、部屋に入ると扉を閉めた。まだ心臓が早はや鐘がねを打っている。

　探索士志望の子供として振ふる舞まっているが、彼女の正体は街を護る神姫の一柱、《月戴いただく神姫》である。

　そして青年──ジャハルは彼女の召しよう還かんした剣使徒デユエリストだ。

「あ、あの、寮は、部外者立ち入り禁止になってて……いえ、そもそも、どこから入ったんですか？」

「窓」

「ここ、三階なんですけど……」

「何か問題でも？」

　ジャハルは平然と言った。

「細かいこと気にしないの。ってか、なんで驚くのよ。話しに行くって言ってたし、俺が近くにいりゃ、カーヤちゃん、わかるでしょうが」

　神姫と剣使徒デユエリスト、二者の間には特別な繫つながりがある。

　集中すればお互たがいの居場所を知ることができ、ある程度の距きよ離り内なら念話で意思を通わせることも可能なのだ。

「ご、ごめん、なさい。少し、ぼーっとしてて」

「んなやる気ないようじゃ困るよー、しっかりしてくれよー」

　やれやれ、というようにジャハルはため息をつく。

「神姫たちは常に戦争状態なんだから、気を抜ぬいてっと出し抜かれて死ぬよー？　俺も一いち蓮れん托たく生しようなんだし、惨みじめに負けるのは勘かん弁べんなんだけどねー」

「は、はい、わかっています」

「ほんとに？」

　ジャハルは疑わしげな表情で腕うでを組んだ。

「気が小さいよね、カーヤちゃんは。あのティナって嬢じようちゃんの物もの怖おじしない部分を、少しは見習うべきじゃないかなー」

「ごめん、なさい……」

　カーヤは身を縮めて、そう答えた。いっそ、消えてしまいたいと思った。

　召還の手続きを踏ふむことにより、天てん帝てい神によってその神姫にもっともふさわしい剣使徒デユエリストが選定され、異界からやってくる──そう言われている。

　しかし、カーヤはジャハルにずっと馴な染じめないものを感じていた。

　よりはっきり言えば、好戦的で粗そ野やな物もの腰ごしが怖こわくて仕方ないのだ。自分とはあまりにも気質が違ちがいすぎる。

　カーヤがこの世界に在あるようになったのは、三年近く前のことだ。ティナを除けば一番新しい神姫ということになる。

　神姫には、存在を始めた瞬間からある程度の知識が与あたえられている。

　滅ほろびかけている世界、虚きよ無む《大おお喰ぐらい》とそれを押しとどめる結界、ソリトゥスの街、大迷宮《大いなる門マグナ・ポルタ》、神遺物レリクイアと神力ウイス、そして自分の使命と敵──

　そう、誕生したそのときから、過か酷こくな蹴け落おとしあいの中に居るのである。

《月戴く神姫》としてカーヤが生まれたのは、先代が滅びてしまったためだ。その轍てつを踏まないように、競争を勝ち抜いていかなければならない。

　とはいえ、状じよう況きようは厳しかった。

　神姫は通常、剣使徒デユエリストのほかに《誓せい約やく団》と呼ばれる探索士集団を従えている。迷宮から神遺物レリクイアを効率的に回収するためだ。しかし、先代の《月戴く神姫》は、滅びる前になぜか《月の誓約団》を解散させてしまったらしい。

　カーヤは何もないところからジャハルと二人で始めなければならなかった。

　とりあえずの目標は、信しん頼らいに足る探索士を集め《月の誓約団》を再結成することだが、神力ウイスも財力も人脈も不足している。なので、まずは正体を隠かくして街に入り込み、自ら情報を集めているというわけだった。

　当然ながら潜せん入にゆうするのは迷宮に近いところの方が望ましいわけだが、カーヤの外見年ねん齢れいでは迷宮に居ると目立ってしまう。よって彼女は訓練校の探索士候補生に、ジャハルは一探索士に身をやつして活動することになった。

　もっとも、神姫は成長しないので、ずっと訓練校に居れば不ふ審しんを招く。今、在ざい籍せき二年目だが、そろそろ危険域だろう。早いうちに何らかの成果を挙げたいところであり──そんなときに偶ぐう然ぜん摑つかんだのが『六番目』の神姫であるアルベルティナの情報だった。

　ここ一月ほどは、彼女の監かん視しがカーヤの主な仕事である。

　ティナはお日様のように明るくて無む邪じや気きで前向きで……カーヤが常々こうなれたらいいなと思っている理想に近い少女だった。少し気を抜くと、好きになってしまいそうなくらいに。

　だから思い入れを持たないよう、この後の自分と彼女の関係がどうなるか考えないよう、必死に心を調整してきたのだ。

「で、状況は？」

「あ、はい、ちゃんと言われた通り、志願して同じパーティになりました。今日、皆みんなで事前訓練してきたところです」

「上出来だねー。《雪せつ刃じんの王》は？」

「ユウキ先生ですか？　一いつ緒しよですけど……」

「ま、そりゃそうか。やりあってみたくはあるけど……んー、勝利のためには分断したほうが確実かねえ」

　ジャハルの様子に、嫌いやな予感を覚える。カーヤは尋たずねた。

「あの……何か、するんですか？」

「ああ、ティナとユウキを殺せって。《星》の神姫様が」

「え──」

　言葉が出てこなかった。

　カーヤは《星撒まく神姫》エルフリーデと同盟関係を結んでいる。ごく初期のころ相手の方から申し出てきたのだ。

　殺すのは簡単だが、また数か月から数年たてば次の神姫が誕生する。であれば、支配下において利用したほうが得策だと考えたのだろう、とはジャハルの意見である。

　生まれたばかり、かつ《誓約団》も持たない身に選せん択たくの余地はなかった。

　今現在もその関係は対等ではなく、限りなく隷れい属ぞくに近い庇ひ護ごというところだろうか。

「ま、カーヤちゃんに殺しは無理だから、どっちにしろ俺が出なきゃいけないよねー。二人を引き離はなす方は、カーヤちゃんにやってもらうことになるかな」

　ジャハルは陽気な口調で言った。

　神しん姫きや剣使徒デユエリストは《聖盾スキユータム》という神力ウイスを体にまとっており、通常の方法では他者から傷つけられることもない。この防ぼう壁へきを突とつ破ぱできるのはごく限られた手段のみ。そしてジャハルはその手段──竜りゆう牙が神器を所持している。

「こ、ここ──」

「あん？」

「こ、殺すって、すぐにですか？　どうして？」

　ようやくカーヤは声を取り戻した。

「それが『世界のため』なんだそうで。詳くわしくは教えてくれなかったなー、あの女め狐ぎつねちゃん。──ま、神姫、あるいはそれっぽい存在なら、俺らにとっても多分敵なわけで、利害は一いつ致ちしてる」

「で、でも、そんなこと、できません」

「殺すのはカーヤちゃんじゃなく、俺なんだけどねえ」

「その、協力、も、わたしは嫌──」

　そこでカーヤの舌が凍こおりつく。

　苦く笑しようしつつ、ジャハルが目をすっと細めたのだ。

「ならカーヤちゃんは勝利への努力を放ほう棄きし、俺たち二人が揃そろって命を落とすべきだって言いたいのかなー？」

「そ、それは、その……」

「敵を殺す許可すら出せないってんなら、待ってるのは死でしかないわけ。戦いが嫌だってのは勝手だけど、カーヤちゃんにその覚かく悟ごがあるのかな？　自分と、剣使徒の命をゴミみたいにポイしてもいいっていう、ね」

「…………」

　何も言うことができなかった。

「ご理解いただけたようで何より」

　ジャハルはにいっと笑った。もうさっきまでの剣けん吞のんな気配は消えている。

「俺たちの正体は、まだ向こうには知られてない。特に俺はこの間の事件のとき、ユウキの目の前で死んだことになってるから、何かと動きやすいだろうねー。とはいえ、街中でやり合うと後が面めん倒どうだから、迷めい宮きゆうの奥に誘さそい込んで殺すのが理想か。二人のうちどっちを優先するかは、そのときの判断で。──出発はいつ？」

「え？」

　間ま抜ぬけな顔で聞き返してから、それが訓練生の迷宮研修のことだと気がついた。

「は、はい、えっと、まだはっきり決まってないですけど……多分、四、五日後くらいだと聞いてます」

「なら、ちょいと作戦立てる余よ裕ゆうもあるかな。もう少しだけ、お話に付き合ってくれるよねー？　カーヤちゃん」

　楽しそうな口調でジャハルは言った。
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「ユウキ君ね、そろそろ、それを改めるべきだと思うの」

　彼女は腰こしに手を当て、そう言った。

　何らかの不満があるらしかったが、ユウキにはその対象がわからなかった。

　なので、尋ねた。

「それ、とは？」

「わたしの名前の取り扱あつかい」

「あんたの？」

「……それよ、それ」

　彼女の眉まゆがきゅっと寄せられた。これは不快さや苛いら立だちを表す兆候だ。

「いーい？　名前というのはとても大事なの。『他ほかの誰だれでもないあなた自身ですよ』ってことを意味付けする、重要な印なわけ」

　彼女の身長は一三歳のまま成長を止めたユウキより少しばかり高く、正面から向き合えば見下ろされる形になる。が、ユウキはそれが嫌きらいではなかった。

「あんたの意図がわからない。何が言いたい？」

「──あー、もう！」

　呆あきれたように首を振ふる。

「鈍にぶいんだから、この子は。──えっとね、ユウキ君さ、ずっとわたしのこと『あんた』としか呼んでくれないよね。君に『ユウキ・タカミガハラ』という名前があるように、お姉さんにもちゃんと名前があるのです！　教えたはずなのです！　つまり……そういうのは、寂さびしいし、悲しいのです」

　そう言うと、彼女はユウキの頰ほおに両手を添そえ、にっこりと笑った。

「だからね、わたしのことも名前で呼んで？」

「必要があれば、そのときに」

「あ、呼び方に趣しゆ向こうを凝こらすのもいいよね。名前の前に『愛らしき』とか『美しき』とか付けてみたり」

　ユウキはため息をつく。ときどき彼女は人の話を聞かない。

「あるいは、名前の後に『お姉ちゃん』って付けてみたりとか。ほーらほら、言ってごらん？」

「ミュリエルお姉ちゃん」

「…………」

　彼女はぴたりと口をつぐんだ。頰がみるみる赤くなる。

「い……いきなり、な、何をいうのかなっ！　この子は！」

「言えと命じたのは、あんただが？」

「そ、そうね……うん。自分で言わせておいて何だけど、これは照れる。予想以上に照れるな。なんだか、とってもいけないことをしてる気分になる。──あと、『あんた』じゃなくてミュリエルね。何も付けなくていいから。さん、はい」

「……ミュリエル」

「もう一度」

「ミュリエル」

「うん、いい感じ。やっぱ、簡潔なのがいいわねー。これからわたしのこと、ちゃんと名前で呼ぶこと」

　そう言って、ミュリエルは満面の笑えみを浮うかべた。

　呼び方ひとつで何が変わるのだろう、と思った。

　が、あまりに彼女がうれしそうな顔をしているので、ユウキはその感想を口に出すのは控ひかえた。
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　狭せまい厨ちゆう房ぼうに小気味良い包丁の音が響ひびく。

　先日フランカからもらった野菜で煮に込こみを作ることにしたのだ。調理する手間さえ惜おしまなければ、しばらくはまともな飯が食える。ありがたいことである。

　ユウキは調子よく野菜を刻み──そしてふと手を止めた。

（……また、えらく懐なつかしい場面だったな）

　今朝の夢が脳のう裏りに浮かんだ。

　初めて『彼女』の名前を呼んだときのこと。一点の曇くもりもない幸福の記き憶おく。もっともそれは過ぎ去って初めてそうだったと気付く類たぐいのものだったが。

　大きく息を吐はく。あんな夢を見た原因には心当たりがある。

　おそらく──昨日『お姉さん』たれ、とティナに説教したせいだ。

　ユウキの中にある『お姉さん』像というのは、すなわち『彼女』の姿に他ならない。ティナとの会話でそれを思い起こしたため、記憶の沼ぬまが搔かき回されたのだろう。

　ミュリエルのことを思い出すと、胸が疼うずく。

　──が、以前のように耐たえがたいほどの痛みではなくなっていた。今まで苦痛の占しめていた部分が、少しずつ温かい何かに置き換かわっているようだ。

『彼女』の存在はゆっくりと過去のものになりつつあるのかもしれない。

　しかし──それは喜ばしいことなのだろうか。

「────つっ！」

　その瞬しゆん間かん、親指の付け根に鋭するどい痛みが走った。

「んむ？　どうかしたか？　ご主人」

　裏の井い戸どまで水を汲くみに行っていたティナが、厨房に戻もどってきていた。

「……ちょっと切った」

「む、注意力が足りぬぞ？　気をつけなければダメではないか」

「……お前に言われるのは、何となく納なつ得とくできないな。手当てするから、包帯持ってきてくれ」

「ふむ……とりあえず、見せてみるがよい」

　ティナはユウキの返事を待たずに手を取り、傷口にじっと視線を向ける。

　──と、みるみるうちに傷が塞ふさがっていった。流れた血もきれいに消えている。

「お、上手うまくいったな。試ためすのは初めてだったが、見事成功した。──どうだ？　存分に褒ほめてよいぞ、ご主人！」

　自じ慢まんげなティナはひとまず置いておき、ユウキは手を眺ながめた。

「ふーん……治ち癒ゆ術じゃないな。局所的な時間の逆流か」

　回復能力を高めたのではなく、肌はだを傷つく前の状態に戻したのだ。

「わかるか？　これなら傷きず跡あとも残さず完全に治すことが──った！」

　ユウキは少女の額を、中指で弾はじいた。

「な、何をするのだ！」

　額を押さえて涙なみだ目めになるティナ。

「俺の許可を得ず、勝手に奇き跡せきを使うなって言ってるだろうが」

　ユウキは言った。

　常人にはもちろん、腕うで利ききの神術師にすら為なしえぬことを為す、神しん姫きの奇跡。

　その源である神力ウイスは、迷宮で取得できる神遺物レリクイアを取り込むことで神姫の身に蓄ちく積せきされる。

　かつてユウキがティナを拾ったときはほとんど神力が尽つきた状態だったのだが、このところ少しずつ神遺物を与あたえて蓄たくわえさせていたのだ。その一部を消費したのだろう。

「構わぬではないか。ここにはご主人とティナ以外に誰もいないのだから」

　ティナは口を尖とがらせて抗こう議ぎした。

「神力ウイスがもったいないだろ。お前、小こ遣づかいもらったら即そく座ざに使い果たす性格だな」

「小遣いをもらったことがないのでわからぬ。──あ、そうだ、本当にティナが即座に使い果たすかどうか、確かめてみるというのはどうだろう？」

「却きやつ下かだ。そんな余裕はうちにはない」
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「むう、ご主人は吝りん嗇しよく家かだ」

　そしてティナは小さく息を吐いた。

「──仕方なかろう。奇跡を行使し人を助けるのが、神姫の本分であり本能なのだから。困っている人が居れば手伝わずにはおられず、怪け我が人が居れば治さずにはいられない。相手がケチなご主人であっても、だ」

「一言多い。──それは知ってるさ。まあ、まじめな話をすれば、神力ウイスはともかく、どこに人の目があるかわからんから目立つことはすんなって話だよ。治してくれたのは感謝する。ありがとな」

　少し腰をかがめて頭をなでてやる。

「あ──」

　ティナは頰を赤くし、それをごまかすように勢いよく胸を反らせた。

「わ、わかればよいのだ。存分に感謝することを許そう」

　単純な性格だな、と思う。まあ、感謝の気持ちは噓うそではないし、こういう反応は可愛かわいらしい。何となく子犬を見ているような気分になる。

「で、何をそんなにぼーっとしていたのだ？　ご主人」

「……ぼーっとしてたか、俺」

「うむ、どう見ても心ここにあらずだったぞ。でなければ、自分の指を切り刻むような醜しゆう態たいは晒さらすまい。どうした？　悩なやみか？　心配事か？　さあ、このアルベルティナに相談するがよい」

「別にそんなんじゃない」

　ユウキは鍋なべに水を張り、かまどの用意をしながら答えた。

「ただ、少し昔のことを思い出してただけだ」

「昔？」

「俺を召しよう喚かんして剣使徒デユエリストにした神姫のこと、な」

「む…………」

「？　どうした？」

　問いかけたのは、ティナが一瞬複雑な表情を作ったからだ。

　衝しよう撃げきを受けたような……あるいは傷ついたような。

「な、何でもない、何でもないぞ。──そうか、それはさぞたくさんの良い思い出があろうな。うむ」

　少し早口で言い、そして、付け足すように続ける。

「その、えっと……どんな感じだったのだ？」

「何がだ？」

「ご主人の、神姫どのが、だ。どんな女性だった？」

「んー、お前とはあんまり印象が被かぶらないかな。背が高くて、もう少し年上っぽい感じだったか」

　もっとも、神姫に年ねん齢れいを云うん々ぬんするのは意味がないのだが。

「よく笑うやつで……ああ、お気楽なところは似てるかもな」

「似てる……。そ、その、他ほかには？」

「何だ？　妙みようにこだわるな。──っと、ちょっと火が足りないか。飯できたら呼んでやるから、店の掃そう除じでもして来い」

　そう言うと、ユウキは薪まきを取りに庭へ出た。

（……普ふ通つうに喋しやべれてたな、俺）

　すんなりと『彼女』についての話ができたことに、自分でも意外さを覚えていた。

　今朝の夢もそうだったが、やはり思い出すときに感じるものが痛みだけではなくなってきている。自分は変わりつつあるのだろうか。

「──ま、思い出は思い出として、だ」

　思考を切り替かえるため、敢あえて声に出してみる。少しもやもやが晴れた気がした。

　今大切なのは、ティナをどう助けていくか、だ。

　ユウキは店の裏手に積んである薪の元へ歩み寄る。

　人目がないのを確かく認にんし──そしてその中の一本を、足で高く蹴けり上げる。

「ハ──ッ」

　唇くちびるから短く呼気が漏もれた。

　次の瞬間、薪は空中で十数の木片となり、ぱらぱらと地面に落ちた。

　いつの間にか、ユウキの手には一ひと振ふりの刀が握にぎられていた。

　最高級の神遺物レリクイア──神をも殺す竜りゆう牙が神器、《白雪大刀ニクス》である。

　常人では刃はの軌き道どうはもちろん、ユウキが動いたことすら認識できなかっただろう。

「……腕がなまり気味だな」

　ぼそりと呟つぶやいて、ユウキは薪をいくつか腕に抱かかえた。刀はいつの間にか消えていた。

　──ユウキはかつて《雪せつ刃じんの王》と呼ばれた剣使徒デユエリストだった。

　圧あつ倒とう的てきな強さを誇ほこる、神姫の守護者。不老であり、神力ウイスに護まもられ、通常の武器では傷ひとつつけられないという神姫と同じ特性を備えていた。

　しかし、かつての主は死に、ユウキも剣使徒としての資格を失った。

　残ったのは年月とともに老い、簡単に傷つく常人と同じ体。

　戦い方、敵の倒たおし方はまだ覚えている。多少の不利があるとはいえ、勘かんを取り戻せば剣使徒デユエリストたちとも十分に遣やりあえるだろう。その自信はあった。

　が、ティナを危険から遠ざけるためには、自分の腕だけで十分だろうか？

　彼女は六番目の神姫という非正規の存在である。

　本人の間ま抜ぬけさのおかげで度たび々たび怪あやしくなるが、一応、その存在はできるだけ秘ひ匿とくしているつもりだ。他の神姫にはまだ知られておらず、よって襲しゆう撃げきされる心配もない。

　──と、思いたいが、これはいくらなんでも希望的観測に過ぎるだろう。

　仮に今、ティナの存在が他の神姫たちに知られ、狙ねらわれているとして、どう対応するべきか？　それを考えておかなければならない。

「結局、友好的であれ敵対的であれ、他の神姫との接せつ触しよくは避さけられない、か……」

　かつて剣使徒だったころのことを思い起こす。

　神姫、剣使徒たちとやりあうにあたって、直接的な戦せん闘とうが常に有効な手段であるとは限らない。

　考えなしに戦い続ければ、敵対していない陣じん営えいからも攻こう撃げき的、敵対的な存在だとみなされる可能性が高くなる。目の前の敵を倒せたとしても、今度はこちらが集中攻撃の的になりかねないのだ。

　むろん、そのあたりの事情は他の神姫たちも同じである。

　なので、神姫同士が一時的に手を組む──つまり同盟の締てい結けつはごく普通に行われていた。

　ティナも五柱の神姫のいずれかと同盟を結べば、当面の敵を減らすことができるだろう。

「問題はこっち側にその材料があるかどうか、だな」

　ユウキは厨ちゆう房ぼうに戻る。

　ティナの姿はない。言われた通り、店の方の掃除をしているのだろう。

　組む、あるいは最低限話し合うにしても、そうするだけの理由が必要だ。もちろん双そう方ほうに。片方だけにしか利益がない交こう渉しよう事が成立しえないのは、商売と同じである。

　こちらは他陣営と組むことで安全を得る。では、向こうは何を得たがる？

　同盟を結んでもいいと考えられるほどの何かを、こちらから提供できるだろうか。

　神遺物レリクイアの譲じよう渡とは交渉材料になりうるが、現状、神姫を納得させるほどのものは手持ちにない。竜牙神器なら十分だろうが、これを渡わたすのはもちろん論外である。

「となると、使える手札は情報だけ、か。──今のところ、『六番目』の意味を知っているのは俺だけだろうしな」

　ユウキは呟く。

　なぜ五人のはずの神姫が六人存在しているのか。

　それを知れば、少なくとも手を組む意味が出てくるだろう。もっとも、どうやって他の陣営に接触するのか、そしてどうやってそれが真実だと納得させるかというのは難しい問題ではあるが。

　──まあどうあれ、今さら泣き言を言う気も、降りる気もない。

　もう自分の神姫を失うのはごめんだった。それを回かい避ひするためなら、ユウキはどんな手段でも使うつもりなのである。
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「おはようございます──あら、いい匂におい」

『ボリスの店』に入ったフランカは、口元を緩ゆるめた。

「朝ごはん作ってたの？　ティナちゃん。……ティナちゃん？」

　店員の少女は、雑ぞう巾きんを手にしたまま、ぼんやりと店の真ん中にたたずんでいた。

「──む、フランカではないか」

　ティナは今気付いたというように大きな目を瞬またたかせた。

「いつの間にやってきたのだ？　あ、無論歓かん迎げいするぞ。いらっしゃませー」

「えっと、入るときにおはようって言ったんだけど──何かあったの？　ぼうっとして」

「いや──何でもない、何でもない、のだ」

「何でもないようには見えないけど……」

　活発でひとときもじっとしていない彼女がこういう様子なのは、実際珍めずらしい。

　まあ、本人が何でもないというのなら、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

「今日は、ユウキさんはお留守？」

「いや、今、厨房で野菜と肉の煮に込こみを作っているところだ。といっても肉はほんの数欠片かけらだがな。フランカが野菜をくれなければ、危あやうく飢うえ死ぬところだったぞ」

「そ、そう、お役に立ててよかった」

　差し入れはある程度窮きゆう状じようを予想していたからだったのだが……どうやら、想像以上に逼ひつ迫ぱくしていたようだ。

「で、今日はどうしたのだ？　フランカ。何か入用か？」

「あ、買い物じゃないの。ちょっとユウキさんに連れん絡らくがあって……」

「ふむ、ならば、一いつ緒しよに食事でもどうだ？　そろそろ出来上がるころだろう」

「いいの？」

「もともとはそなたの持ってきた食材だ。遠えん慮りよするいわれはあるまいし、ご主人も喜ぶだろう。なんせ指に切り傷をこしらえながら作った力作──」

　そこでふとティナは言葉を切った。形のよい眉まゆがしかめられる。

　不快そうな──というよりは、むしろ戸と惑まどったような表情というべきだろうか。

「……ユウキさんと喧けん嘩かでもしたの？」

「そ、そうではない。我らの仲は良好だ。そのはずだ……が……」

「じゃあ、ユウキさんに何か言われた、とか？」

「いや、そういうわけでも──」

　ティナは言葉を濁にごしかけたが、ため息を一つついて再び口を開いた。

「自分に噓うそをついても仕方ないな。ご主人の言葉がきっかけになっているのは確かだが、原因はティナの方にある……と思う。このところ、ご主人と話していると妙な気分になるのだ。妙な、というか、嫌いやな気分というべきか」

「どうしてそんなことに？」

　フランカは軽く眉をひそめながら、そう尋たずねた。

　自分の知る限り、ティナとユウキの間には信しん頼らい関係がある。それも、ときに羨うらやみたくなるほど確固としたものが、だ。

　一体何があったのだろうか。

「ある話題というか、あることを連想させるような話題になると、胸がむずむずもやもやするのだ、その、つまり──」

　ティナは慎しん重ちように言葉を選びながら言った。

「ご主人には、昔──とっても近しく親しい関係だった、ある女性が居た」

「……………………」

「最近、ご主人はその彼女のことを──フランカ？」

　今度はティナが心配そうな表情を作った。

「顔色が悪いぞ、どうした？」

「な、なんでもない！　そ、そそ、そだよね。ユウキさん、優やさしいし、そりゃ過去にそういう人の一人や二人、いるよね、うん」

　こんなことで頭をぶん殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けたりはしないし、消えてしまいたくなるほど落ち込みもしない。大丈夫。私、ぜんぜん平気。

　──と、ティナがフランカの表情をまじまじと見つめていた。

「もしかして……フランカも、この話を聞くと妙な気分になるのか？」

「ああ、うん……そう、だね。少なくとも、ティナちゃんの気持ちはわからなくもないというか……」

　むしろ非常によくわかるというか。

「で、そ、その女の人は、今は？」

「もう亡なくなっているそうだ」

「そう、なんだ……」

　少し頭が冷えた。

　身勝手な好こう奇き心しんや、中ちゆう途と半はん端ぱな同情で踏ふみ込んでいい話ではないと理解できたからだ。特にユウキに対しては。

　どんな人だったのだろう、ユウキさんは彼女とどんな日々を送ったのだろう──かすかな胸の疼うずきを覚えながら、そんなことをフランカは考える。きっと、今あるユウキの性格や価値観、そういったものに強く影えい響きようを与あたえたに違ちがいない。

「何なのだろうな、この胸のつかえは」

　ティナはふうと息を吐はいた。

「あえて当てはめれば、悲しみとか、怒いかりに近いような気がする。しかし論理的に考えて、ご主人に対してそんな感情を抱いだく理由はないはずなのだ。もしや──病気か何かなのだろうか？」

「ああ……そうだね、病気の一種といえなくもないかも」

「やはりか⁉」

「治す方法はなくて、しかも、どんどん重くなるかも」

「なんと、そうなのか⁉　ど、どうすればいいのだ⁉」

　そこででこらえきれず、フランカはくすくすと笑い出した。

　泣き出しそうになっていたティナは、きょとんと目を瞬かせる。

「……もしや、からかわれたのか？」

　そして見事な膨ふくれっ面つらを作る。

「ひどいではないか。ティナは真しん剣けんなのだぞ？」

「ごめんね、あんまり可愛かわいかったから」

　笑いを収め、フランカは謝罪する。

「──でも、からかったわけじゃないし、噓も言ってはないんだ。これは有名な病で、治し方は私も知らない。自分で付き合い方を考えなきゃいけないんだよ。ああ、もしかしたら治す必要もないのかな」

　そんな、辛つらくて幸せな病気にティナもかかり始めているのかもしれない。

「む……要はほうっておくしかないということか？」

「まあ、そうだね」

「んむう……」

　ティナは困った顔で首を傾かしげた。

　微笑ほほえましいな、と思う。フランカには愛あい想その悪い異父兄が一人いるだけだが、もし妹がいたらこんな感じなのだろうか。

「おーい、ティナ、飯が出来たぞー」

　そのとき、奥からユウキが顔をのぞかせた。

「ん？　フランカ、来てたのか」

「お邪じや魔ましてます」

「ちょうどいいや、飯食ってくか？　この間の野菜を煮込んでみた。よかったら、料理名人の講評を聞かせてくれ」

「め、名人っていうほどの腕うでじゃないですよ。──でも、お相しよう伴ばんは喜んで」

　フランカは微笑む。

「あ、そうそう、訓練校の方から連絡を預かってきたんです。例の、初等課程の子たちを連れて迷めい宮きゆうに行く話の日程が本決まりになって──」
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「探たん索さく士三名、臨時探索士資格で四名。確かく認にんたのむ」

　ユウキは門衛の教会騎き士しに書状を渡した。

　幾いくつかある迷宮入り口は五聖教会の管理下にある。周囲には頑がん強きような壁かべと大きな鉄門が設えられており、当然ながら許可なく出入りすることはできない。

　ユウキ、フランカ、アルフレートは正式な探索士資格持ち。生徒側のカーヤ、エドガー、セリムは臨時資格で探索士の監かん督とくのもと、迷宮に入ることができる。ティナは引率する側だが、探索士ではないのでこちらも臨時資格だ。

　鉄門の奥は、数十メテル四方の石壁に囲まれた広場のようになっている。その中央に地下へと続く大きな階段が見えた。

「はい、んじゃ整列」

　ユウキは手を叩たたいて子供たちを階段の脇わきに並ばせた。

「迷宮に入る前に、最後の注意。──迷宮探索には命が懸かかっているということを、絶対に忘れちゃいけない。お前らの、だけじゃなく、パーティ全員の、な。つまり、一人のへまは、全員を危険に晒さらすってわけだ」

　いずれ否いやが応でも実感することになるだろうが、そのときにはもう手て遅おくれになっていないとも限らない。説教臭くさいと思われようとも、言うべきことは言っておくべきなのである。

「今のところお前たちは保護される立場だが、そうは言っても、こないだ教えたように守らなきゃならない決め事はあるからな。下手な動きしたら、容よう赦しやなく怒ど鳴なりつけるんで覚かく悟ごしとけよ」

　これまで安全だったという事実は、これからも安全であるということを保証しない。

　浅い階層でも不ふ慮りよの事故は起こりうる──というよりも、大迷宮《大いなる門マグナ・ポルタ》は、どこでどんな不可思議な出来事が起こってもおかしくない場所なのだ。

　三人とも神しん妙みような顔をして聞いている。

「ついでにもう一点。知ってると思うが、探索士には三つの職種がある。虚きよ獣じゆうと直接ぶん殴りあう戦士、後方から術を使う神術師、冷静に情報を解かい析せき、管理する支し援えん士。お前らはまだどれでもない、ただの見習いだ。専門に分かれて訓練するのはもう少し先。とはいえ、今から志望を定めておくのも悪くない。今日はお客さんだが、もし自分だったらどう判断しどう行動するか想定しながら、俺たちを見ておくように。──んじゃ、行くぞ」

　ユウキの号令で一行は歩き始めた。

「嫌がってた割には堂に入ってるねえ」

　のんびりとした口調でアルフレートが話しかけてきた。

　子供たちと一番親しいということで、結局ユウキが指揮を執とる立場を任されていた。柄がらじゃないと渋しぶってはみたのだが、一方で断り切るだけの理由もなかったので、こういうことになっている。

「単に給金分の仕事はする主義ってだけだよ。訓練校からの仕事は割もいいしな。──一応言っとくが、俺は商人だ。探索士としての活動も探索士見習いのチビどもを教えるのも、本当は不本意なんだからな？」

「うんうん、よくわかってるとも」

「ほんとかよ……」

　微笑ましいものを見るような目をされているのが、何となく気に食わない。

「あの……余計な仕事を紹しよう介かいして、ご迷めい惑わくでしたか？」

　フランカが口を挟はさんだ。

　その申し訳なさそうな表情に、ユウキは少々慌あわてる。

「い、いや、そういうわけじゃない。話を持ってきてくれたことには感謝してるよ。ちょうど困ってたところだったしな」

「うむ、実に助かった。──しかしそれはそれとして、子供たちの面めん倒どうを見ているご主人は、結構楽しそうだとティナは思うぞ？」

「私も、そんな印象です」

　フランカまでも同意する。

「そうかあ？」

「その、ユウキさんのそういうところ、すごく、す、すす、好きですよ、私」

「そりゃどうも。まあ別に、嫌きらいな仕事ってわけじゃないしな。ただ、やっぱり本職は商人であって、探索士じゃない」

「商人……」

「変か？」

「そ、そんなことないです！」

　フランカはぶんぶんと首を振ふった。

「ほら、昔、私が助けてもらったのも、商人としてのユウキさんでしたし」

　その昔、悪徳商人と高利貸にだまされて花街に売られそうになっていたフランカを救い出してやったことがあるのだ。

「ただ、あの……」

「何だ？」

「探索から距きよ離りを置いたり、お店の経営にこだわるのって、もしかして過去の……」

　そこでフランカは言い淀よどんだ。

「過去の何だ？」

「い、いえ、やっぱり何でもないです！　ちょっと子供たちの様子、見てきますね！」

　早足で離はなれていく。

　変なやつだな、とユウキは思った。
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　壁には神力ウイスで輝かがやき続ける灯火。足元は歩きやすい石いし畳だたみ。

　地図は安価で販はん売ばいされており、教会騎士たちも周期的に巡じゆん回かい。

《大いなる門マグナ・ポルタ》の第三層あたりまでは、このように探索士にとって優やさしい環かん境きようが整えられている。三人の見習いも、この付近にはすでに訓練で訪おとずれたことがあった。

　──にもかかわらず、少女の表情には余よ裕ゆうというものがまったく感じられない。

（気を付けるべきこと、忘れてはいけないこと……）

　カーヤはぶつぶつと口の中で呟つぶやく。

　今回、彼女の仕事は《六番目の神しん姫き》──ティナの監かん視しをすることである。

　ジャハルのほうは顔が割れているため、そばをうろついては怪あやしまれる。なので必然的にカーヤがその役目を果たすことになるのだが……もちろん彼女の方も《月戴いただく神姫》という正体を知られるわけにはいかない。

　そのために留意すべき条じよう項こう。

　一点目。『傷を負わない』という特性に気付かれないこと。

　怪け我がをして然しかるべき状じよう況きようで無傷だったりすれば、あからさまに不自然だ。ユウキやティナはそれが神姫と剣使徒デユエリストに与あたえられた加護──《聖盾スキユータム》によるものだと見み抜ぬくだろう。今回カーヤたちは虚獣との戦せん闘とうに参加しないという取り決めになってはいるが、危険性のある状況自体を極力避さけなければならない。

　二点目。うっかり奇き跡せきの力を行使しないこと。

　人間の使う神術と神姫の起こす奇跡は、似ているようでかなり違ちがう。他ほかの神姫たちに比べれば相当に遅おくれを取ってはいるだろうが、一応カーヤも神力ウイスをその内に蓄ちく積せきしている。である以上、奇跡を行使することも可能なのだが──その場合、おそらくティナに察知される。神姫は神姫の奇跡を感じ取ることができるからだ。

　万一正体がばれた場合、すぐに転移して撤てつ退たいすることになっているが、それは今回の作戦の失敗を意味する。《星撒まく神姫》もジャハルも、カーヤを許さないだろう。

「──し、しかたないんじゃないかあ」

　背後からセリムの声が聞こえてきた。

　びびってんの？　とエドガーにからかわれ、反論を試みているらしい。

「だ、だって、この、ここで大きなさわぎがあったんだよ？　また同じことが起こらないとは限らないわけだし」

　セリムの言う通り、先日この第三層で事故が起こった。本来存在するはずのない深層の虚獣が多数現れ、人々に襲おそい掛かかったのだ。すでに脅きよう威いは一いつ掃そうされたもののまだ補修作業が追いついておらず、壊こわれた壁や割れた石畳が散見される。

　エドガーはいくらか鼻白んだが、それでも虚きよ勢せいは崩くずそうとしなかった。

「は。ボ、ボクなんて直接でっかい虚獣に会ってるんだぜ？　それでもケガひとつしなかったんだから、大だい丈じよう夫ぶだよ！」

　カーヤたち訓練生に詳くわしい事情は教えられていないが、どうやら迷宮の仕掛け──転送装置の誤作動という説が有力であるようだ。

　もっとも、カーヤはそれが人じん為い的に引き起こされた事態であることを知っていた。

　元げん凶きようは彼女の半身である剣使徒、ジャハル。目的は敵陣じん営えいの勢力を削そぐこと。

　彼の独断であったとはいえ、カーヤも無関係だと主張することはできないだろう。犠ぎ牲せい者しやたちのことを思うたび、身を切られるような申し訳なさを覚える。

「お？　カーヤも震ふるえてる。お前も怖こわいの？」

「……え、ええ、怖いです」

　カーヤは正直に答える。

　過去に起こったこと。これから起こること。

　自分たちのせいで傷ついた人。死んだ人。

　そして自身の運命。

　色々なことが怖い。怖くて仕方ない。

「なーんだよ、だらしないなあ」

「君も油断してると、ケガしたりするよ？」

　セリムが言う。が、エドガーは馬ば鹿かにしたようにふんと鼻を鳴らした。

「ばーか、ボクがそんなドジ踏ふむかよ。お前ら、びびりすぎだっての」

　ため息をついてセリムは忠告を諦あきらめたようだった。

「…………」

　カーヤは黙だまって二人の様子を眺ながめている。

　彼らにだって傷ついてほしくない。できれば巻き込みたくない。

　でも、カーヤ、そしてユウキやティナと同じパーティになった時点で、もう運命は不ふ可か避ひの方向へ傾かたむいている。

（ああ……）

　内心で嘆たん息そくする。

　もし自分が《月戴く神姫》ではなくただの人間、一いつ介かいの探たん索さく士の卵なら、どれだけ気が楽だっただろう。

　迷めい宮きゆうや怪かい物ぶつを恐おそれ、それでも未知の世界への無む邪じや気きな憧あこがれを捨てきれず、おずおずと探索士への道を踏み出す──そんな人生を歩めたのかもしれない。

　もちろんカーヤの願望はどうあれ、現実は変化しないのだが。

　そういえば、とカーヤは少し前を行くティナに視線を向けた。

　外見的には自分より少しだけ年上、そして自分よりはるかに陽気で外向的な《六番目の神姫》。

　彼女は己おのれの役割や存在の意味についてどう思っているのだろう。

　非正規な存在であることに不安や不満を覚えているのだろうか？

　自分と同じように重圧に押しつぶされそうになり、逃にげ出したくなったりしないのだろうか？

　──尋たずねて、語り合ってみたい気がした。

　もちろん『気がした』だけであって、実行はしない。

　争いの果てに、自分か彼女のどちらか、あるいは両方がこの世から消える運命にあるのだ。自分の正体を明かすことは、生き延びる確率を削けずり取るに等しい。

　ティナはあくまで倒たおすべき敵。気軽に愚ぐ痴ちをこぼしあえる友人などではない。決して。

「……む、どうした、カーヤ？」

　視線を感じたのか、当のティナがこちらを向いた。

「顔色が悪いぞ。疲つかれたのか？」

「い、いえ、大丈夫、です。ごめんなさい」

「疲れたら遠えん慮りよなく言うのだぞ。休めるようご主人にかけあってやる。先は長いのだからな。忌いま々いましいことに」

「は、はい」

　カーヤは言い、そして半ば無意識に続けていた。

「あの、忌々しいなんて言う割には、た、楽しそう……なんですね」

「んむ？」

　ティナは目を瞬またたかせた。

「楽しそうに見えたか？」

「はい。歩き慣れていない感じなのに、なんだか、とても明るい表情をして足を進めていたので……。お姉さん、正式な探索士ではないのでしょう？」

「うむ、店員だ」

　力強く肯うなずき、ティナは続ける。

「とはいえ、大勢で行動するというのは、それだけで楽しいぞ？　それが迷宮の中だろうとも、だ。ティナは基本的に人が好きなのでな。そもそも、生まれたときから人と街を守護することがティナの──っと、これは口にしてはいけないと、ご主人に言われていたのだったか」

　ティナはちらりとユウキの方を見て、失言がばれていないのを確かく認にんする。

　神姫の役目に触ふれたのは自分への鎌かま掛かけか何かなのだろうか、と一いつ瞬しゆん警けい戒かいしたカーヤだったが、屈くつ託たくのない表情を見て他意はなさそうだと判断した。

（それにしても……『ご主人』ですか）

　奇き妙みような呼び方をするものだ。

　ユウキは彼女の剣使徒デユエリストではないようだとジャハルから聞いているが、今のところそれに相当する存在なのは確かだろう。ティナはその彼のことを『ご主人』と呼こ称しようする。いったい、どういう関係なのだろうか。

　いずれにしても、自分とジャハルのそれとはかなり形が違う。何より、ユウキと会話するとき、彼の話題が出たとき、ティナはとても嬉うれしそうな顔になる。

（うらやんでる、のかな、わたし）

　カーヤはそっと内心で呟いた。

「──よし、ちょっと止まれ」

　ユウキの声で一行は停止した。

　目の前には第四層へ続く下り階段がある。

「今まではお散歩だ。ただ、ここからは──」

「あぶなくなる、でしょ？」

「その通りだ、エドガー」

　褒ほめられた少年は得意そうな顔になった。

《大いなる門マグナ・ポルタ》は第四層を境にそれまでとは別の顔を見せる。訓練校でもごく初期に習う、迷宮の基き礎そ知識だ。

　ここから迷宮は一気に複雑化し、暗黒と恐きよう怖ふの世界となる。

　虚きよ獣じゆうも大きく凶きよう暴ぼうになり、隙すきあらば人間をとって食おうと待ち受けている。人ひと影かげを見ただけで逃げ去っていくような臆おく病びようなものは、ほとんど居ないと思っていいだろう。

「つまり、これ以上ないくらい真しん剣けんに臨めってこった。今回の目標は、第六から第八層あたりまで。丸まる腰ごしの一いつ般ぱん人が立ち入れば、冗じよう談だんじゃなく死の危険性もある領域だからな」
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　エドガーもセリムも、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「怪我人が出たり、俺が無理だと判断したらすぐに引き返す。お前らも何か気付いたことがあったら、すぐ声に出せ。──んじゃ、おっさん」

「はいはい。ここからは隊列を組むからねー。訓練のときにも言ったけど、形を乱さないこと、常に周囲の気配に気をつけていくこと、以上を覚えといて」

　アルフレートはそう言うと、先頭に立って階段へと向かった。

「……く、暗い、よ？」

　第四層に降りると、セリムがうろたえた声で言った。

　ここからは壁かべの灯火がなくなり、明かりは壁に繁はん殖しよくしているヒカリゴケの微び光こうのみとなる。自分たちで光源を確保しなければならない。

「はい、これ。落とさないでね」

　カーヤはフランカから光石を入れた角灯を手て渡わたされた。

「あなたたちは三人で一つね。適当に持ち手は交代すること」

　即そく座ざに、ボクが持つー、とエドガーが張り切った声を上げたため、角灯を預けることにした。別に持ちたかったわけでもないのだが、彼がわくわくした顔で灯あかりをためつすがめつするのを見ていると、何となく羨うらやましくなった。

　一行はゆっくりと歩を進める。

　隊列は事前訓練で申し合わせてある。

　アルフレートが剣に手を掛けつつ、最前列で安全確認。ユウキが最さい後こう尾びで全体を監かん督とく。ティナとフランカが灯りで前方を照らしつつ、自分たち見習いに付いて面めん倒どうを見る、というのが基本態勢だ。

「ち、ちょっと暗いだけで、何てことないよな」

　エドガーが自分を鼓こ舞ぶするように大きな声で言った。

「まだ何歩も進んでないよ……」

　控ひかえめに異を唱えるセリム。

「いや、上の方とやることは変わんないって。歩いて、階段を見つけて下りるって、それだけだろ？　こんなのボクは──」

「はい、ちょっと止まってねー」

　先頭から声が聞こえる。

　その瞬間、ヒュッと風切り音がし、エドガーの右前方一メテルのところで、彼に飛び掛かかろうとした何かが、赤い血を撒まき散らして弾はじけた。アルフレートが剣を一いつ閃せんさせたのだ。

「──エドガー、今の気づいてなかっただろ？」

　最後尾からユウキの声が飛んできた。

「お喋しやべりの害悪は二点。まず、自身の注意力が散さん漫まんになる。次に声で周囲の音が聞き取れなくなる。よって迷宮での会話は小声で簡潔にってのが基本。覚えとけよ」

　続いて傍そばに居るフランカが苦く笑しようしながら解説を加えた。

「このあたりの虚獣はまだ小さいから、そこまで危険じゃないけどね。さっきのは肉食で少し大き目のネズミみたいなものかな。かじられても、大おお怪け我がはしない。あ、指とかだと、その、ちょっと取れちゃったりすることもあるけど」

「と、取れ──」

　エドガーが絶句する。

「ふむ、ネズミならうちにもいるな。おそらくは、ご主人の掃そう除じの仕方が甘あまいのだと思われるが。人には口うるさいくせに、自身は大おお雑ざつ把ぱなのだ」

「ああ、そんな印象、あるねえ」

　ティナの言葉にアルフレートが同意する。

「えっと、そうなんですか？　ユウキさん」

　とフランカ。

「……お前ら、俺の立場がなくなるようなことを付け加えんなよ。せっかく威い厳げんたっぷりに指導してんのに」

　ため息をつくユウキにカーヤは思わず微び笑しようを誘さそわれる。

　威厳というが、訓練校の正規教官──大たい抵ていは五聖教会の聖職者──のような厳しさは、彼にはない。もっとも、それが親しみやすさにつながっているようで、子供たちからの人気は高かった。

　いつも面倒くさそうな表情をしている割に、決して生徒を邪じや険けんに扱あつかったりはしないし、要はいい先生なのだ。

　そして──カーヤは笑えみを消した。

　楽しい気分は長続きしない。自分が何のためにここに居るのか、そのことを忘れるわけにはいかなかった。

　そう、ユウキを慕したう子供たちは多い。しかし、ここでの成り行きによっては、もう二度と彼が訓練校で教えることはないかもしれない。

（……やりたく、ない、な）

　今日何度目かの思いが、胸をよぎる。

　ティナに関しては仕方ない。気が進むわけではないが、それはもう諦あきらめ覚かく悟ごを決めた。

　彼女が生き続けるなら、自分はどこかで死ななければならない。どれだけ仲良くなれても、好感を持っていても、その事実は動かせない。

　カーヤは死にたくなかった。だから、どれだけ自己嫌けん悪おに苛さいなまれようと『敵』を倒して生き残らなければならなかった。

　でも、エドガーとセリム、アルフレート、フランカ──他ほかの人間に累るいが及およぶようなことにはなってほしくない。

　抹まつ殺さつの依い頼らいが出ているユウキにしても、正式な剣使徒デユエリストというわけではない。元剣使徒ではあっても、今は成り行きで護衛役を務めているだけの人間。ティナと同列に扱う必要はないと思う。

　ただ──ジャハルがそういうことを気にするとも思えなかった。

　彼は目的を果たすことを最優先にする性格だ。一人を殺すために百人の巻き添ぞえが出るとしても、ためらったりはしないだろう。

（そういえば……ジャハルさん、どうするつもりなんでしょう？）

　カーヤがティナたちを監かん視し。機を見計らってカーヤはジャハルを『転移』で呼び寄せ、彼がティナとユウキを始末する。

　──事前の打ち合わせでは、そうなっていた。

　もっともこれだけでは余りにも大雑把だ。おそらくジャハルはもっと細かいところまで考えているはずだが、それについては教えられず、また連れん絡らくすると言われただけだった。

　神しん姫きと剣使徒デユエリストは、お互たがい〝回線〟を開放しておけば、距きよ離りに拘かかわらず会話ができる。今のところカーヤは求められたときに情報を提供するだけの役割だ。

　能力的にも、心の強さという意味でも、信用されていないのだろう。

（剣使徒に信用されない神姫、ですか）

　内心で自じ嘲ちようする。少し泣きたくなった。

　どうあれ、ジャハルは正々堂々と挑いどみかかったりはしないだろう。何らかの不測の事態を引き起こし、それによって生まれた隙をつく、という辺りまではカーヤにも予測できるが──そこまでだった。

　せめて、周辺で活動している他の探たん索さく士パーティに被ひ害がいが及ばなければいいのだけど。

　カーヤが迷めい宮きゆうに入って以降、まだジャハルからの接せつ触しよくはない。待ち焦こがれているわけでは決してないが、これはこれで不安が募つのる。

　一度、こちらから呼びかけてみようか、と思い──そしてカーヤは慌あわててその考えを打ち消した。

『勝手なことを』と怒おこられるのも怖こわかったし、かといって『ちょうどよかった。今から作戦開始ねー』なんて言葉も聴ききたくない。

　余計な刺し激げきを与あたえなければ、もしかしたら彼の気が変わって計画を中止するというようなこともあるかもしれないし……

　と、そのとき──

『よお、カーヤちゃん。そっちの様子は？』

「────っ！」

　カーヤは頭の中に響ひびいた声に、思わず足を止めた。

　すぐ後ろを歩いていたエドガーが後頭部に鼻をぶつけ、何してんだよう、と抗こう議ぎの声を上げた。

「ご、ごめんなさい！」

　謝罪しておいて、思考を切り替かえる。

『ジャ、ジャハルさん？　い、いきなり話しかけないでください』

『心の声しかやり取りできないのに、話しかける前にどう合図送れっつーのよ。──ま、それはいいや。現在地は？　第四層あたり？』

『え、ええ。第四層の中央あたりだと思います』

　視線や表情を動かさないよう気をつけながら、カーヤは答えた。

　神姫と剣使徒デユエリスト間の思念でのやり取りは、他の神姫にすら察知される気き遣づかいはない。が、挙動不ふ審しんなら当然要いらぬ注意を引いてしまうことになる。

『了りよう解かい。んじゃ、今から始めんぜー』

　ジャハルは軽い口調で言う。だが、それが意味するのは、殺し滅ほろぼす企くわだての始動。

『あ、あの、ジャハルさん──』

　カーヤは衝しよう動どう的に口を開いたが、何を言おうとしたのか自分でもわからなかった。

　逡しゆん巡じゆんが思わず口を突ついて出たのか、それともこの計画を止めたかったのか……

　いずれにしても、ジャハルはまったく取り合わなかった。

『簡単に言うぜ。今から迷宮を部分的に切り離はなす。カーヤちゃんはまだティナちゃんの傍を離れるなよー。以上』

　そして神姫の返事を待たず、念話は打ち切られた。

（き、切り離す──？）

　どういうことだろう、と思ったそのとき──カーヤの全身が総毛だった。

　同時に鋭するどい声が上がる。

「ご主人！　何か、起こるぞ！」

「……可能な限りわかるように言え、ティナ」

　呆あきれたような口調だったが、ユウキの表情は真しん剣けんだった。ティナを信しん頼らいしているのだ。

「具体的にはわからぬ。だが、とんでもない神力ウイスが──」

　その言葉が終わらないうちに、周囲の景色が歪ゆがんだ。

　続いて世界がぐるぐると回転するような、平へい衡こう感かん覚かくをめちゃくちゃに破は壊かいされるような気持ち悪さ。金かな槌づちで連打されるような堪こらえきれない頭痛。

　カーヤは小さく声を上げて、床ゆかに膝ひざをついた。
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「──全員、なんともないか？」

　異変が収まると、ユウキは角灯を高く掲かかげた。

　揺ゆれ──というか、迷宮全体が大きく脈動したような、妙みような感覚があったのだ。持続していたのはごく短い時間だったが、明らかに何かが起こった。

　子供たち三人は無事のようだった。ただ、少年二人が戸と惑まどっているだけであるのに対し、カーヤはしゃがみこみ、地面に手をついていた。

「え、えっと、おい、カーヤ──」

　エドガーが不安そうに声を掛ける。

　平気、とすぐに返答があった。

「ち、ちょっと、めまいが、しただけですから……」

「カーヤはそのまま壁かべ際ぎわに移動して座ってろ。エドガーとセリム、肩かたを貸してやれ」

　子供たちに指示を出すと、視線を前方に向ける。

「うえぇぇぇ……き、気持ち悪い……」

　ティナが床にへたり込んでうめいていた。

　アルフレートとフランカは身構えて周囲に警けい戒かいの視線を走らせている。ただ、フランカの方は強く顔をしかめていた。

「フランカ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、です」

　彼女は幾いく分ぶんやせ我が慢まんの見える微笑を浮うかべ、そう言った。

「えっと、多分、何かの原因で強い神力が動いたんだと思います。耳鳴りと頭痛を感じましたから」

「……神力に対する感受性で、被害が変わるみたいだね」

　こちらは全く平気そうなアルフレート。

　自分とアルフレート、そしてエドガーやセリムにもほとんど影えい響きようは出ていないから、おそらくそういうことなのだろう。

　三人をその場で休ませて回復を待つ間、ユウキはあたりを見回した。

　いつかのように別階層に強制転移させられた──というわけではなさそうだ。

　目の前の通路、足元の石いし畳だたみ、そこに生えている植物、いずれも先ほどまで一行が歩いていた第四層のものに間ま違ちがいない。

　しかし──違い和わ感かんがあった。

　考えるまでもなく、すぐにその原因に気付く。同時にアルフレートが小さく言った。

「……景色が変わってる、ね」

「ああ」

　ユウキは肯うなずいた。

　ここは確かに第四層だ。──ただし、周囲五メテル限定で。

　その先は別種の石壁石畳に別種の植物相が見えていた。

　近づいてその境界を注意深く観察してみる。

　継つぎ目のようなものはない。壁も床もきれいに繫つながったまま、突とつ然ぜん別の、おそらくは別階層のものに変化している。そこからさらに五メテル進んだ先も同様。

　そしてその向こうには、先ほどまでは間違いなく存在していなかった曲がり角が出現していた。

「迷宮の部分部分を切り分けて、でたらめに組み替え直したような状態、とでも表現すればいいのかね。──なあ……経験あるか？　こんな状じよう況きよう」

　ユウキの問いに、アルフレートもフランカも首を横に振ふった。

　とりあえず、困こん惑わくしていても仕方ない。現状認にん識しきの次は、思考して推論する。

　さて、いったい何が起こったのか。

「フランカ、この状況が全部神術による幻まぼろしだって可能性は？」

「どうでしょう。幻げん覚かくを見せる神術は確かに存在しますけど……」

　頭痛と耳鳴りは収まったようで、彼女はゆっくりと立ち上がった。

　そして手を伸のばして壁際の草に触ふれ、揺らす。ざわざわという葉は擦ずれの音がユウキの耳にも聞こえた。

「ん、触さわった感じもちゃんとありますね。視覚だけならともかく、この規模で五感全部を騙だます幻覚を作り出すのは、不可能だと思います」

　つまり、人間の神術師の仕し業わざではない。

　とすれば、あと考えられる可能性は──？

「せ、先生……ぼくたち、どうなったの？」

「み、道にまよったとか、ないよな？」

　セリムとエドガーが不安そうに見上げてきた。

「訓練校で習っただろ。『迷宮では何が起こっても不思議じゃない』って。……とはいえ、これは珍めずらしい現象だ。よかったな、お前ら、貴重な体験だぜ？」

　敢あえてふてぶてしくユウキは笑ってみせた。

　正確な現状分ぶん析せきや危険性の認識は確かに必要だが、それは同行者を不安にさせることを意味しない。自分の受けた仕事は、子供たちを護まもることなのだ。

　幸い子供たちもそこまで動どう揺ようしてはいない。何が起こったかわからないという、戸惑いの方が大きいせいか。ひとまずは、大丈夫そうだ。

　ユウキはティナを隅すみの方に引っ張っていき、小声で尋たずねた。

「……何が起こったか、判断付くか？」

「迷宮がぐちゃぐちゃになった。ものすごく気持ち悪い」

　ティナは渋じゆう面めんで言った。まだ完全には回復しきっていないらしい。

「見ればわかる。その原因の方だ」

「うむう……」

　ティナは唸うなり声をあげて眉まゆを寄せる。

「むー、神力ウイスが動いたのは間違いないが……神しん姫きの奇き跡せきではない気がする」

「根こん拠きよは？」

「こんな真似まねをしようとすれば、神力の消費が莫ばく大だいなものになるからだ。直接迷宮に働きかけて、空間を刻んで、並べ替えて、固定するなど、単なる転移どころではない量が必要になる。神遺物レリクイアに換かん算さんすれば、そうだな……ご主人百人を干ひ上あがらせてその生しよう涯がい収入を搾しぼり取ったとしても、到とう底ていまかなえぬだろう」

「……非常にわかりやすい表現をありがとう」

　たとえ話が妥だ当とうかどうかはともかく、神姫の業ではないというティナの説には一応の説得力があった。

　さて、人間の神術でも神姫の奇跡でもないのなら──何だろう。

　迷めい宮きゆうの仕し掛かけが作動した？

　あるいは何らかの神遺物か？　確か稀き少しよう品の中には空間を歪める力を持つものも幾いくつかあった気がするが……さすがにユウキもその所在までは把は握あくしていない。

　何者かが意図的にこの事態を引き起こしたという可能性もあるわけで、無視できる問題ではない、とはいえ──

（結論を出すには材料が足りていない、か）

　ユウキは一つ息をつく。

「原因についてはいったん置いておいて──元に戻もどすのは可能か？」

　小さな神姫は少し不ふ機き嫌げんそうに口を尖とがらせた。

「ティナには不可能だ。というか、できるわけなかろう」

「……だな、悪かった」

　そもそも現在ティナが蓄たくわえている神力ウイスは微び々びたるものなのだ。大した奇跡は起こせまい。

　少し考え、検討の角度を変えてみることにする。

「ここが第四層だとして──そうだな、ティナ、第一層や第二層、あと迷宮入り口にある照明の気配は感じ取れるか？」

「ふむ、やってみよう」

　ティナは軽く目を閉じた。

　迷宮上層の照明に利用されているのは、光石という神遺物レリクイアだ。きわめてありふれたものだが、一応神力を宿している。

　そして神姫は神力の気配を察知する能力を持つ。

「んー……うむ、感じるぞ。上のほうで弱々しいのが等とう間かん隔かくに並んでいる。おそらく、これがそうだろう」

「そうか。──ひとまずは、よかったかな」

「何がよかったのだ？」

　ぱちりと目を開き、ティナは小首を傾かしげる。

「何かわかったのか？　ご主人」

「大したことじゃない。最悪の可能性が排はい除じよできたってだけだ」

　迷宮の入り口が以前と変わらない場所にあると認識できる──これはつまり、今、パーティの居るのが以前と同じ空間であるということ。階層ごと、あるいは迷宮ごと切り取られて異空間に飛ばされたわけではなく、あくまで迷宮内が滅め茶ちや苦く茶ちやに再構成されただけなのである。

　つまりティナに十分な神力ウイスを与あたえることができれば、『転移』により脱だつ出しゆつすることも可能なわけだ。

　まあ、それを調達する手段があるかどうかはさておいて……とりあえず、状況は理解の範はん疇ちゆうに収まっている。そのことが確認できただけでもありがたかった。

　ユウキとティナは皆みんなのもとに戻った。

　子供たちは落ち着いている。カーヤの体調もだいぶ回復したようだ。

「何だか──一いつ緒しよにいるときに、よく妙なことが起こりますよね」

　フランカが苦く笑しよう混じりで言った。

「まあ、な。前回一緒に潜もぐったときもそうだった」

　ユウキは小さく肩を竦すくめた。

　先月の、第三層での不自然な虚きよ獣じゆう、および虚きよ竜りゆうの出現。

　そこでふと、この場にいない関係者のことを思い出す。

「……あー、そういやフランカ、結局、兄貴には会えたのか？　さすがにそろそろ怪け我がも治ったと思うけど」

「おお、シュテファンか。あの男どうしておるのだ？」

「誓せい約やく団の営舎で謹きん慎しん中、というか──引きこもっているみたいですね。会ってはもらえませんでした」

　複雑な顔でフランカは言った。

　だが、そこに以前のような陰かげはない。あの異父兄との関係について、彼女の中で彼女なりの決着が付いたのだろう。

「まあ、気長にいきます。言いたいこともたくさんありますしね」

　穏おだやかに微笑ほほえむ。

　ユウキは肯いた。もう心配なさそうだ、と思いながら。

「さて、そのためにもどうにかして地上に戻らなければいけないんですけど……これから、どうしましょう？」

「んー……」

　アルフレートは頭をかいた。

「最優先は安全な拠きよ点てん、及および水の確保かな。食料に関しては最悪、虚獣の肉や迷宮内の植物で何とかなるでしょ」

「俺も賛成だ。ただ、今が第四層だとして──近くに水場は幾つかあったはずだけど、こうデタラメに変形してるとなると、お手上げだよなあ」

　ため息が漏もれる。

「とりあえず、あたりの探たん索さくをしないと始まらないね。子供たちを守りつつ、ゆっくりと進もうか」

「……そうだな」

　ユウキは同意した。他ほかにできることもないだろう。

　休きゆう憩けいを終え、パーティは再び移動を開始した。

《大いなる門マグナ・ポルタ》第四層をゆっくりと進む。迷宮はずっとツギハギ状態のままだ。部屋や通路の構成、そしておそらくは階段の位置すら大きく変わっているため、従来の地図や知識は役に立ちそうもない。

　途と中ちゆう、同じくこの現象に巻き込まれて途と方ほうに暮れているパーティに、幾度か出会った。

　情報交こう換かんの結果、少なくとも移動できる範はん囲いはすべてこの状態であるらしいことがわかった。さっさと引き上げたいところだが、上層への出口を発見したという話はまだ聞こえてこない。

　もっとも収しゆう穫かくがなかったわけではない。地下水脈を発見したパーティから、その位置を教わることができたのだ。

「むー……迷宮がめちゃくちゃになっても水の流れは途と切ぎれぬのだな。どういう仕組みなのだろう」

　ティナが水みず際ぎわまで行って不思議そうに眺ながめている。

　ここもやはり五メテルほどで景色が切り替かわっているが、水は溢あふれ出しもせずさらさらと流れ続けている。境目から突とつ然ぜん湧わき出し、次の境目で突然消失する、という状態だ。

「落ちるなよ、ティナ」

「そんな間ま抜ぬけなことは──わわっ⁉」

　言った端はしから足を滑すべらせかけ、近くに居たフランカがあわてて支える羽目になった。

　とりあえず、ひとまず飲料水の問題は解決したわけだ。

「じゃ、この辺で一度ご飯にしようか」

　アルフレートの提案で、水の補ほ充じゆうついでに食事をとることになった。

　ユウキは見張りを申し出、皆から少し離はなれたところに移動した。

　周囲に視線を配りながら固いパンに歯を立てる。そして警けい戒かいを保ったまま、今後の方針について考えを巡めぐらせた。

　探索に関して言えば、ユウキが単独で行い、残りの者はここで待機というのが、おそらく一番効率が良い。

　しかしこの場合、幾つか問題が起こる。

　まず、探索に出たとして、再合流できる保証がどこにもないということ。

　さっきのような迷宮の構造変動が再び起これば、たとえユウキであっても位置を見失う危険性がある。

　そして、ユウキ不在の間に居残り組に危険が迫せまった場合、不安が残るということ。

　アルフレートやフランカの腕うでを信用していないわけではない。しかし、彼らはあくまで『人間の中では優ゆう秀しゆう』なのであって、その力を上回る脅きよう威いというのも当然存在しうる。

　とくに先日の一件──伝説に謳うたわれる虚竜までが出現したあの事態を思い起こせば、慎しん重ちようにならざるをえないのだった。

「俺が、剣使徒デユエリストだったなら、な……」

　ユウキは呟つぶやいた。

　それなら、もう少し行動に融ゆう通ずうが利きいたはずだ。

　神姫と剣使徒デユエリストは精神の一部が繫つながっている。これにより離れていてもお互たがいの位置を確かく認にんしたり、連れん絡らくを取ることができるのだ。

　かつてはそれで主たる神姫の危機を何度も救い、また自身も彼女に何度も救われた。

　今のユウキには、主も、《聖盾スキユータム》も、不老もない。剣使徒の特性を何一つ持たない元剣使徒──ただの人間に過ぎない。

「……ご主人が剣使徒に選ばれる可能性はないのか？」

　いつの間にか隣となりに来ていたティナが、小声で言った。

　どうやらユウキの独り言が耳に入ったらしい。

「神しん姫きは召しよう喚かんの奇き跡せきを行使することで、剣使徒を己おのれの半身とする。その際、誰だれを剣使徒として割り当てるかは、天てん帝てい神がお決めになることだが──その神姫にもっとも適した者が選ばれるのだろう？　ティナが真にご主人を必要としているなら、召喚の結果として、ご主人がティナの剣使徒に選定されるのではないか？」

「ありえないな」

「なぜだ？」
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　ティナは幾いく分ぶんむっとしたように眉まゆを寄せた。

「これでもティナは、本気で──」

「ああ、悪い。お前のせいじゃない」

　苦笑しながら、ユウキはティナの頭に優やさしく手を置いた。

「原因は俺の方にある。──今の俺はな、剣使徒デユエリストに選ばれる条件を満たしていないんだ。どうやっても無理なんだよ」

「そう、なのか？　なぜだ？　やはり過去に他の神姫の剣使徒だったからか？」

　幾分むきになったように、ティナは語勢を強めた。

「そうじゃない」

　一呼吸おいて、ユウキは続ける。

「実はな、剣使徒ってのは──」

　そこで突然口をつむぐ。

「ご主人？」

　ティナが怪け訝げんそうに問いかける。が、ユウキはそれに答えず、一いつ瞬しゆん、目を細め──背後に向かって怒ど鳴なった。

「おっさん、フランカ、虚獣だ！　でかいぞ！」

　さすがに二人の反応は早かった。

　アルフレートが飛び出し、少し後にフランカが続く。

「チビどもはこっちだ。集まれ！　早く！」

　ユウキとティナは下がって子供たちを背中に庇かばった。

　やがて暗がりから現れたのは──芋いも虫むしに似た生物だった。

　ただし、体長は軽く二メテル以上あるだろう。その側面に昆こん虫ちゆうのような細い足が十数本生えており、それぞれが不規則にうごめいている。強い生理的嫌けん悪おを催もよおさせる姿形だった。

　足が発達している分、当然、動きも芋虫よりずっと早い。

「ひ──」

　背後からセリムの細い悲鳴と、えずくような声が聞こえてきた。

「ああ、あれ、ひでえ見た目だよな。毒々しい外見通り毒持ってるから、可能なら近づかずに倒たおすのがいい」

　ユウキはあえてのんびりと、普ふ段だんの講義のように解説した。

　焦あせってはいけない。焦る必要もない。そのことを教えるためだ。

　実際、この程度ならフランカの神術で確実に焼き払はらえる。

　ただ──

（こいつ、本来、もっと下の階層に生息しているはずの虚きよ獣じゆうだよなあ。迷めい宮きゆうが組み替えられたせいで、虚獣の生息場所もごちゃ混ぜになってるってことか）

　舌打ちしたい気分で、ユウキは考えた。

　これは思ったより面めん倒どうな事態なのかもしれない。

　──さらに何かが起こりそうな、嫌いやな予感を覚えていた。




　　　　＊　＊　＊




　ソリトゥス外れにある小高い丘おかの上。

　三人の人ひと影かげが迷宮《大いなる門マグナ・ポルタ》の入り口を見下ろしている。




「──はい、これで第一段階終しゆう了りよう」

《星撒まく神姫》エルフリーデは、掲かかげていた右腕をゆっくりと下ろした。

　手には木製の立方体が握にぎられている。大きさはちょうど両手ですっぽりと包み込めるくらいだろうか。

「本当に効果あんの？　それ。《虚うろの寄木細工》だっけ？」

　ジャハルは幾分疑わしさを覚えつつ、目を細めた。

「俺は神姫さまたちと違ちがって神力ウイスの変化に疎うといもんで、わかんねーんだよなー」

「心配なら後であなたのお姫ひめ様に尋たずねてみればいいわ。影えい響きようが出ているのは迷宮の第二層から下。そのうち、第四層から第七層は間違いなく封ふう鎖さして隔かく離りした」

　エルフリーデは特に表情を動かすことなくそう返答した。

　神遺物レリクイア《虚うろの寄木細工》。《星撒く神姫》秘蔵の逸いつ品ぴんだ。

　一定範囲の空間に働きかけ、組み替えてしまうという働きを持つ。例えば、下に落としたはずものが上から落ちてきたり、部屋に入ろうとしたはずなのにいつの間にか部屋を出ていたり。

　本来は神しん珠しゆを原動力にするのだが、今回は神姫の膨ぼう大だいな神力で操あやつって規模を拡大、迷宮の構造を一時的に変化させたのだ。

　もっとも、なぜか自動的に不規則性が付加されるため──本来、小規模な迷路、迷宮を擬ぎ似じ的に再現する遊具なのではないか、とエルフリーデは推測していた──意図した通りの範囲に意図した通りの変化をもたらせるわけではない。

　よって何度か使用し、大きな範囲から始めて少しずつ隔離する空間を狭せばめながらティナたちを追い詰つめる必要がある。

「……まあ、これならあと何度か使っても、さほどの負担にはならないでしょうけどね」

　神姫は呟いた。

　直接的な奇跡の行使ではなく、神遺物レリクイアの機能を増ぞう幅ふくさせるだけなので、神力ウイスの消費はさほどでもない、のだそうだ。

　ティナを始末するにしろユウキとやりあうにしろ、ジャハルは竜りゆう牙が神器を派手に解放しなければならない。人目に付くのはまずいし、逃とう亡ぼうを許すのはなおまずい。

　なので、彼らのパーティを迷宮内で孤こ立りつさせ、そして可能ならばティナとユウキを分断してしまおうというのが狙ねらいだった。

　首しゆ尾びよく行ったなら、ジャハルが転移して仕上げ、という寸法だ。

「現段階で『六番目』が保持している神力はごく微び量りよう。とはいえ、下手に時間をかけると調達され、力を蓄たくわえられる可能性も否定できないわ。《月》の神姫を通じて、状じよう況きようは逐ちく一いち知らせて。そして機会が到とう来らいしたら、あの二人を速すみやかに、そして確実に殺すこと。多少の巻き添ぞえは容認するから。──いいわね？」

「……《星》の神姫であるあんたに命令される筋合いはないんだけどねー。俺、《月の剣使徒デユエリスト》なんだから」

「エルフリーデ様が無む駄だに偉えらそうなのは、いつものことですから」

　それまで黙だまっていたカイが口を挟はさんだ。

「犬の鳴き声か、小鳥のさえずり程度に思っておけばいいんですよ。すぐに気にならなくなります」

　暴言を受けた《星》の神姫はきわめて不ふ機き嫌げんそうな視線を向け、《星》の剣使徒は穏おだやかな微び笑しようを崩くずさずそれを受け止めた。

「……あんたら、実は仲悪いんじゃねーの？」

　ジャハルは呆あきれたように言った。

「ま、助言はありがたく承っておくし、依い頼らいもちゃんと完かん遂すいするつもりだよ。で、それはそれとして──ちょっと興味を覚えるんだよねー、エルちゃんの思考について」

「──エルちゃん……？」

　不本意そうなエルフリーデの表情は無視して、ジャハルは続ける。

「ここまで『殺すこと』にこだわるってのは、穏やかじゃないよねー。ま、神姫同士が命いのち懸がけで戦ってるのは知ってるし、俺やカーヤちゃんを利用するのも戦術としては理解できる。ただね、エルちゃんのその言動、あんまり神姫っぽくないんだ」

「…………」

「神姫ってさ、もっと甘あまいというか、温ぬるい考え方をするもんじゃないの？　俺、カーヤちゃんに今回の仕事受け入れさせんの、苦労したよー？　とにかく、生き死にに関かかわること、嫌がるんだよね」

　神姫同士の争いがあるのは事実だが、彼女たちが世界と人々を護まもる役目を担になっているのもまた確かだ。慈じ愛あいというのは間違いなく神姫の本質の一いつ端たんなのである。

「だから『多少の巻き添えは容認する』とかさ、神姫の態度としてはかなり異質に思えるわけだ。それ、どっちかってーと俺ら剣使徒デユエリストが言いそうな台詞せりふでしょ。なんで神姫にとって、『確実に殺すこと』の優先順位がそこまで上がるのかなー？」

「……剣使徒が死について語ると説得力があるわね」

　エルフリーデは小さく息を吐はき、ぽつりと続けた。

「──《六番目の神姫》はね、危険なの」

「あん？」

　ジャハルは眉をひそめた。

　剣使徒ならともかく、神姫が『危険』だというのはピンとこない話だった。他者を害するという行こう為いから、一番遠いところにいるはずの存在である。

「詳くわしく聞きたい？」

「そりゃあ、ね」

　少し考えた後、《星撒く神姫》は肯うなずいた。

「ま、いいわ。あなたのお姫様があの『六番目』と一いつ緒しよに行動してるわけだし、ここに至っては、もう降りるなんて言わないでしょうしね。──あのね、下手をすれば、あなたも《月》の神しん姫きも私たちも、みんなまとめて死ぬことになるの」

「…………」

　ジャハルはどう反応すべきか迷った。

　一いつ笑しように付す気にはなれなかった。絶大な力を持つはずのこの神姫の目の奥に、真しん剣けんな恐きよう怖ふが宿っていたからだ。

「──教えてあげるわ。あの六番目、《終しゆう焉えんの蛇へび》と呼ばれる存在について」
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　──こうして外を歩くのは何日ぶりだろうか。

　シュテファン・クローゼはそんなことを思った。

　彼は《空支うる神姫》の傘さん下か、《空の誓せい約やく団》に所属する若き探たん索さく士である。

　武の名門クローゼ家の末子、十代半ばで第一級探索士の資格を認められ、この世に一二しかないという竜牙神器の貸代を許された若き俊しゆん英えい。

　しかし、その彼はつい先ほどまで営舎の自室にて謹きん慎しん中の身であった。

　先月起こった事件──迷めい宮きゆうの上層に深層の虚きよ獣じゆうが大量に転移してくるという惨さん事じの際、パーティの仲間を全すべて喪うしなったためだ。

　重傷を負いながらも一人生せい還かんしたシュテファンは、誓約団の精せい鋭えいたちを亡なくしたことに対して、リーダーとしての責任を取らなければならなかった。

　もっとも、非難と同時に同情的な声も無いではない。

　迷宮は人知を超こえた場所。ひとたび災さい厄やくに巻き込まれれば、どんな熟練の探索士でも被ひ害がい無しに切り抜ぬけられる保証はなく、しかも先日の一件では虚きよ竜りゆうが現れたという話さえある。シュテファンはまだ若く、厳しい問責は酷こくではなかろうか──というものだ。

　シュテファン本人はというと、好意的な声にも非好意的な声にも一いつ切さいの反応を示さず、ただ誓約団の上層部にのみ自分の知る情報を話し、そして以降は沈ちん黙もくを守ったまま謹慎していた。負った傷が癒いえてからもずっと。

　実のところ、シュテファン自身に確固たる考えや先行きの見通しがあったわけではない。単に、何らかの活動を行うだけの意い欲よくも理由も無くなってしまっただけだった。

　要するに、何もかもどうでもよくなったのである。

　仲間はもう居ない。

　ひたすらに強さを求め、誓約団に入って実績を積み続けた目的もすでに失われている。師を殺したあの男が死んでしまったからだ。

　であれば、もう迷宮に潜もぐる意味も、顔を合わせたことも無い神姫に神遺物レリクイアを貢みつぎ続ける意味もない。

　そもそも、これ以上、誓約団に留とどまり続ける必要があるのだろうか。

　退団すれば、おそらく『家名に傷が付いた』と実家が激げき怒どするだろうが、知ったことではない。

　──そんなことを思い巡めぐらせる日々。しかし、状況は一変する。

　つい先刻のことだった。




「おーいシュテファン、迷宮に潜る気ないかぁ」

　カルステンは部屋を訪ねてくるなりそう言った。

　髪かみを短く刈かり込んだ壮そう年ねんの男。市で野菜でも売っているのが似合いそうな風ふう貌ぼうだが、こう見えて《空の誓約団》の団長である。

　家いえ柄がらや人脈に関係なく実力主義で探索士を登用し、《空の誓約団》の規模と影えい響きよう力を拡大した功労者だと言われている。

　言動も一見軽けい薄はくそうながら、なかなかに人望は篤あつい。

「……私は謹慎中の身ですが」

「知ってるよ。が、迷宮でまた何か起こったらしくてな、調査に人手が必要なんだ。怪け我がはもう問題ねえよな？」

「自分のパーティも持っていません」

「問題ない。新米を二人ほど付ける」

　シュテファンは小さくため息をついた。

「……申し訳ありません。やはり、行く気にはなれません」

　そして、淡たん々たんと続ける。

「私はずっと考えています。自分がこれからどうするのか、どうするべきか。そして答えは出ていません。──こんな状態で、何かの役に立てるとは思えない」

「あー……」

　カルステンは軽く唸うなって、頭をかいた。

「そうだなあ、今言うのは卑ひ怯きような気もするが、いずれにせよ伝えないわけにはいかないか。うーむ……」

　磊らい落らくな彼らしくもない態度に、シュテファンはわずかに眉まゆをひそめた。

「何か、あったのですか？」

「──あのな、今まで入っている情報を総合すると、どうも突とつ発ぱつ的に迷宮の構造変化が起こったらしいんだ。規模や法則性はまだ不明。で、運悪くその変化が起こったとき迷宮内に居て、まだ帰き還かんできていないパーティがかなり居る。道に迷っているだけならいいが、最悪、閉へい鎖さ空間に取り残されている可能性もある」

　気の毒なことだ、と他人ひと事ごとのように考え、そしてシュテファンは気付く。

　団長が言い辛づらそうにしているということは、もしや──

「ああ、そうだ」

　カルステンはシュテファンの表情を見て肯いた。

「お前の異父妹──第三級の神術師でフランカといったか──その名前が未帰還者名めい簿ぼの中にあった」




　街外れに向かい、団長に指示された迷宮入り口に向かう。

　複数ある迷宮入り口は、どこも教会騎き士しによる立ち入り制限がかけられているようだった。誓約団に所属していない自由探索士は、一時的に締しめ出されている。未熟な者にとっては危険度が高いという判断なのだろう。

　シュテファンの顔は良く知られているので、特に問題なく門を通過することができた。

　周囲を見み渡わたす。

　かなりの人数が集つどっている。各誓約団の精鋭パーティがすでに調査を開始しているようだ。探索士が次々と迷宮へ降りて行くのが見えた。

　同時にシュテファンの耳に、おいあれ、とか、生きてたのかよ、という声が届いた。

　ほぼ一月ぶりに姿を見せたかつての〝天才〟に複雑な視線が集まっている。聞こえよがしに呟つぶやかれた言葉の中には明確な侮ぶ蔑べつを含ふくんだものもあったが、シュテファンはその全てを無視して、指定された場所を目指した。

「あー、そこのお兄さーん！」

　目的地である迷宮入り口前の一角に着いたとたん、そんな声が掛かけられた。

　一人の少女がぶんぶんと勢いよく手を振ふっている。その傍かたわらにはもう一人、若い女性が立っていた。

「ね、ね、あなた、シュテファン・クローゼだよね？」

　少女が良く通る澄すんだ声で言った。

　十代の半ばから後半。やや小こ柄がら。明るい茶色の髪をした、快活そうな娘むすめだ。

「……お前たちが、新入団員か？」

「おお、すごい、噂うわさ通りの無愛想さんだ！」

　けらけらと笑う少女。シュテファンの眉み間けんにしわが刻まれる。

「レア、それ、失礼……」

　もう一人がぼそぼそとした口調で嗜たしなめた。

　こちらは二〇歳前後、ローブをまとい、長い黒髪を首の後ろで結ゆわえている。女性にしては背は高いが、体たい軀くは折れそうなほど細い。儚はかなげな佳か人じんという印象だ。

「あー、ごめんごめん。あんまり聞いてた通りだったから、つい、ね。──はい、あたしたちが《空の誓約団》の新人です。あたしはレア。第三級の支し援えん士。こっちの虚きよ弱じやくそうなのはセラフィーネ。第三級の神術士ね。よろしく、先せん輩ぱい」

「……よろしく」

「シュテファン・クローゼだ」

　短く言うと、レアが陽気な笑えみを浮うかべた。

「うん、知ってる知ってる。あなた、有名人だしねー。史上最年少で第一級探索士資格取得、槍やりの名手なんだってね」

「…………」

　過大評価だ。今は探索士を辞やめることを考えている──そう言ってやろうかと思ったが、ひどく子供じみた行こう為いである気がしたので、やめておく。

「やー、実に心強いよ。組めてよかった。一いつ緒しよに頑がん張ばろうね！」

　強引にシュテファンの手をとり、レアはぶんぶんと上下に振った。

　言動がずうずうしいというか、かなり不ぶ躾しつけな気がしないでもないが……悪気はなさそうだ。こういう性格なのだろう。

　そもそも、自分は仲間を全ぜん滅めつさせたリーダーだ。組む相手を選べる立場でもない。

　少女はシュテファンの反応にはお構いなく、話を続けた。

「あたし、書き物が好きでさ、このセラと組んで迷宮の地図製作なんかで生計を立ててたんだけど、二人きりでの活動に限界感じちゃってね」

　で、《空の誓約団》の試験を受けたら通ってしまったのだという。

　一いつ般ぱんに入手できる迷宮地図、各階層の情報本の中には、二人が書いたものも多いそうだ。シュテファンは基本的に誓約団の資料を利用するのでその手のものは読まないが、それでも幾いくつか知っている書名があった。

「そうそう、一応言っておくけど、戦せん闘とう能力には期待しないでねー。あたし、基本逃にげ回りの攪かく乱らん系だから。あ、セラは神術を結構つかえるけど」

「でも……その、私も神術での、戦闘とかは、あんまり……」

　セラフィーネはうつむきながら消え入りそうな声で言った。

「今回は戦闘が目的ではない。異常事態の究明が優先だ」

　シュテファンの言葉に、レアは肯うなずいた。

「聞いてる。迷宮の構造が変わっちゃったんだってね。まずは少人数パーティをとにかくたくさん投入して、できるだけ広い範はん囲いを探索、地図を作る、と。だから、あたしたちが起用されたんだろうね。──ああ、そうそう、あたし、現時点での探たん索さく状じよう況きよう聞いてるんだ。シュテファンに伝えろって団長さんから言われてる。説明するねー？」

　レアの話を総合すると、以下のようになる。

　現在、大迷宮《大いなる門マグナ・ポルタ》内の階段、通路のつながりが滅め茶ちや苦く茶ちやになっている。何らかの要因によって空間が組み替かえられ、迷宮内の構造が変化していると推測される。

　変動が起こったと思おぼしき瞬しゆん間かん、神術師の中に違い和わ感かんを感じたものがいるという報告がある。大きな神力ウイスの動きがあった可能性大。

　変化が確かく認にんされている一番上層は第二層。下層の方は不明。

　虚きよ獣じゆうの出現分布も変化しているという報告があるが、これはまだ未確認。

　一時的な現象か永続的なものかはまだわからない。時間の経過により、さらなる変化があることも予想される。

　よく口の動く女だなと半ば呆あきれつつ聞いていたシュテファンだったが、少なくとも状況説明は要領を得たもので、理解しやすかった。

「ふん……やっかいな話だな」

　新たに地図を書き直す手間もそうだが、迷めい宮きゆう滞たい在ざい中に次なる変化が起これば、最悪、地上に戻もどってこられなくなる可能性もある。二重遭そう難なんの危険を考えれば、尻しり込ごみする探索士も出るだろう。

（だからこそ、行かなければならないのだが、な）

　今この瞬間も、地上への道筋を探しているかもしれない、探索士のために。

「……お前たちはいいのか？　かなり危ない任務だが」

「危なくない迷宮探索なんてないでしょ。いーよ、別に。危ないんならなおさら調べないとまずいし、地図屋としての本能も燃えるしね」

　レアの言葉に、セラフィーネもこくんと肯いて賛意を示す。

　シュテファンの方には、もとより引き下がるという選せん択たく肢しはない。

「……よし、では、これから中に入る。お前たちは地図を作れ。虚獣は俺が引き受けよう。──いくぞ」




　　　　＊　＊　＊




「だ、だだ、だから、びびりすぎだよ」

　エドガーは震ふるえる声で言った。

「だ、第四層だよ？　こんな浅いところの虚獣なんて、まだまだ弱っちぃし、心配ないって」

「でも、さっきの芋いも虫むし、かなり大きかったよ」

　セリムは力なく言い返した。

「あれより、もっともっと強いのが、たくさん出てくるようになったら……」

「アルフレートさんたちがやっつけてくれるって。ユウキ先生は、イ、イマイチ役に立ってなかったけどな、あは、は……」

　エドガーは、明るく笑おうとして失敗した。

「……早く、帰りたいよう」

　セリムの声は嗚お咽えつ交じりになっていた。

　虚獣は撃げき退たいされ、一行は再び移動を開始している。とはいえ、二人の受けた衝しよう撃げきは大きかったようだ。

　その後ろを歩いているカーヤも、泣きそうなのは同じだった。

　ただし、理由は彼らとは異なる。

（どうしよう、どうしよう、はじまっちゃったよう……）

　焦あせりと恐きよう怖ふがぐるぐると頭の中を回っている。

　方法も意図もわからないが、迷宮がおかしくなったのはジャハルの仕し業わざだろう。ティナとユウキを殺すための策さく謀ぼうが、動き始めたのだ。

　こんなことに加担したくない。逃げ出したい。でも、そんなのが許されるはずもなく、だからといって、どうすればいいのかもわからない。

　と、そのとき、またしても唐とう突とつに頭の中で声が響ひびいた。

『──状況はどうなってるー？』

「ひ──」

　カーヤは声を上げかけ、思わず口を両手で押さえた。

『ま、まだ、これといって動きは……。ユウキ先生もティナさんの傍そばに居ます』

『今、パーティは？』

『第四層です。上り階段を探そうって話になってて……』

『でも、まだ見つかってないんだな。ふむ、封ふうじ込めはうまく行ってるってことか』

　ほくそ笑む気配。

『な、何が、起きてるんですか？　これから、どうするつもりなんです？』

『下ごしらえだよ。んじゃ、引き続き監かん視しよろしくねー、神しん姫き様。特に階層移動したら報告お願い。──あ、そうそう』

　ジャハルは付け加えるように続けた。

『わかってると思うけど、カーヤちゃん、くれぐれも気付かれないようにね。もし敵だってのがばれたら、ひどい目に遭あうと思うよー。──殺そうとするものは、殺されて当たり前なんだから、ね』

「あ……」

　そして意識の接続が一方的に切られた。

　心の奥底から、先ほどまでに倍する恐怖が湧わき上がってきた。

　カーヤとティナは異なる陣じん営えいに属しており、殺し合いの約束された関係である。カーヤの意思がどうあれその事実は動かせない。ティナたちから見れば、敵の一味でしかないのだ。

　加えて今、自分たちは騙だまし討うち同然の方法で、戦果を挙げようと目もく論ろんでいる。

　このことを知ったら、ユウキ、ティナはもちろん、フランカやアルフレート、エドガーとセリムだってカーヤを嫌けん悪おし軽けい蔑べつするだろう。

　そして、おそらく──殺される。殺そうとしたものに対する当然の報むくいとして。

《誓せい約やく団》すら持てない弱い神姫が手段を選んでいては、競争に勝てない──と、ジャハルは言う。『選ぶ』というのは、力ある者にのみ許された贅ぜい沢たくなのだ、と。

　だから、対等ではないのを承知で《星撒まく神姫》と同盟を結んだ。がんばって彼女に恩を売り、貸しを作り、報ほう酬しゆうを手に入れる。それが現在の最優先事じ項こうなのだ。エルフリーデのことは苦手だが、今は彼女に尽つくさなければならない。

　多分、ジャハルは正しいのだと思う。勝つためには必要なことなのだろう。

　しかし、カーヤは怖こわい。殺すのも、殺されるのも。

　それが正しかろうが間ま違ちがっていようが、命のやりとりをする勇気を自分は持てない。

「──どうした？　カーヤよ」

　不意に声をかけられる。いつの間にかティナが隣となりを歩いていた。

「顔色が悪いぞ？　怖いのか？」

「…………」

　なんと答えるべきかわからず、カーヤはただこくんと肯いた。

「うむ、無理もない。しかし、怯おびえることはないのだ。ティナたちは、必ずそなたたちを地上に帰してやるのだからな。ご主人も地上での商売の腕うではからきしだが、迷宮の中ではなかなか頼たよりになるのだぞ？」

　誇ほこるように、得意げにそういうと、ティナは少年たちの方に視線を向けた。

「エドガーとセリムもだ！　そんなしょぼくれた顔をするでない。まず笑うことができねば、人生は良い方向には転がらぬのだ」

　ティナもずいぶんと疲ひ労ろうしているようだった。にもかかわらず、皆みんなを鼓こ舞ぶし元気付けようとしている。

　カーヤは耐たえがたい罪悪感を覚えた。

「──ちょっと止まって」

　そのとき、先頭を歩いているアルフレートが手を上げた。

　全員、即そく座ざに停止する。

　突とつ発ぱつ的な事態、特に虚獣の襲しゆう撃げきを受けた際は、初動の早さが生死を分ける。そのことがエドガーやセリムにも実感を伴ともなって理解できてきたようだ。

　幸いにというべきか、今回は虚獣との遭そう遇ぐうではなかった。

　ユウキが早足で前方に向かい、そして苦々しげな口調で言う。

「……やな感じだな。下り階段か」

　彼が顔を曇くもらせている理由は理解できる。

　歩けるところはすべて歩き回り、第四層はもはやほとんど探索し終えたと言っていいだろう。残されているのはこの一角だけ。

　そして見つかったのは上へ通じる上り階段ではなく、下へと繫つながる下りの階段のみ。

『封じ込め』──ジャハルがそう言っていたのを、カーヤは思い出した。

「やー、僕たちを帰らせる気ないよね、この迷宮。結局、上への道を見つけたって話も聞かなかったし」

「ま、まだわかりませんよ。ほら、隠かくし部屋とか、隠し通路の先に上り階段があるかもしれませんし」

「だとしても、見つける方法がないな。そもそも、その可能性も疑って念入りに探索してきただろ？　俺たち」

「あう……」

　ユウキに指し摘てきされて、フランカはうなだれた。

「で、どうする、ユウキ。降りてみるかい？　この状況じゃ、どこにいても危険度は変わらないと思うけど」

　出現する虚獣に関しては、以前の法則性が通用しなくなっている。ここに留とどまっていても一層下に移動しても、厄やつ介かいなものに遭遇する可能性は大して違わないということだ。

「んー、そうだな……。降りるのは降りるので不ふ吉きつな予感がするんだよなあ。まるで誰だれかに誘ゆう導どうされてるみたいで」

　その推測が的を射ていることをカーヤは知っていたが、無論、口にはできない。

　ユウキは少し思案し、結論を出した。

「よし、降りよう」

「いいのかい？」

「じっとしていて何かが変わるとは思えないからな。──カーヤ、まだ動けるか？」

「は、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

「上等だ。余よ裕ゆうがあるうちは、動いて打開策を探すべきだよな」

　にいっと笑い、そしてユウキは、おーい行くぞお前ら、と後方に声を掛かけた。

　ティナはずいぶんエドガーたちと打ち解けたようだ。いつのまにか、少年たちの表情に明るさが戻もどっている。励はげまされ、勇気付けられ、気力を得たのだろう。

　ああ、彼女は正しく神姫なのだな、とカーヤは思った。

　人々を護まもり、救う、この世界の守護者。

　──寂さびしさと、羨うらやましさを覚えた。

　パーティは階段の先、第五層へと進んだ。

　カーヤはそのことをジャハルに報告し──そして念話の接続を切る。

　この先、自分たちはどうなるのだろう？　いや──ジャハルはこのパーティをどうするつもりなのだろう？

　第五層の景色も上と変わりなかった。

　つまり、他階層の地形が混ざりあい、でたらめな様相を呈ていしていたのである。

「何かこう、心が挫くじけそうになりますね……」

　ゆっくりと歩きながら、フランカがため息をついた。

「ま、何か新しい発見があるかもしれないさ。とりあえず上と同じように、地図を作りながら探たん索さくを──」

　ユウキが前向きに一行を鼓舞しようとしたとき。

　カーヤの視界がぐにゃりと歪ゆがみ、頭痛が襲おそってきた。

　──また〝あれ〟が起こったのだ。
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「────っと」

　今度は対応できた。

　迷めい宮きゆう全体が脈動した瞬しゆん間かん、倒たおれそうになったティナとカーヤをそれぞれ右手と左手で抱だき止めることに成功する。

「……悪い、フランカ、手が回らなかった」

「あ、い、いえ、私は大したことないので」

　数歩たたらを踏ふんだが、フランカはどうにか自分の足で立っている。

「うー……ティナも、大丈夫だ、ご主人」

「無理すんなよ。──カーヤは？」

　平気、です、と返事があった。

　二回目だからか、皆、先ほどよりは症しよう状じようが軽いようだ。

　ユウキは抱かかえていた二人を床ゆかに降ろした。

「あ、ユウキ先生、うしろが……」

　そのときエドガーが声を上げた。

　全員が今降りてきた方を振ふり返る。

　そこには通路も先ほど降りてきた階段もなく、ただ石いし壁かべが立ちふさがっていた。

「……また組み替かわりやがった」

　ユウキは舌打ちした。

　可能性は考えていたとはいえ、苛いら立だちは抑おさえようがない。

　こんなことが何度も起こるなら、いくら地図を作っても意味がないではないか。

　とはいえ、立ち止まっているだけでは何も生み出せないのも確かだ。一行は第五層を調べることにした。

　第四層と比ひ較かくして、今度はなかなかに波乱に満ちた探索となった。

　地形の奇き怪かいさにはいい加減慣れ、虚きよ獣じゆうの脅きよう威いも順調に退けて進んでいたのだが──例の迷宮の組み替えが何度か続けざまに起こり、ユウキたちを大いに閉口させたのだ。

　もっとも、最初の一回のように視界が一変するような派手なものではなかった。

　通路の曲がり角が一つ増えたり、目の前が行き止まりになったりと、いずれも小規模小範はん囲いな変化にとどまっている。

　確保した水場を失うこともなく歩き回れるのはいいのだが──時間の経過とともに、なぜか他ほかのパーティと遭遇する頻ひん度どが急激に減少していった。

　そしてここ二時間は一行以外の人の気配をまったく感じなくなっている。

（──誰かの意志が、俺たちを孤こ立りつさせようとしている？）

　ユウキは心の中でそう呟つぶやいた。

　迷宮の組み替えもそのためのもの、と考えればつじつまが合う。

　もっとも今思いついたわけではなく、この異常事態が始まったときからありうる可能性としてずっと頭の片かた隅すみに置いていたのだが──どうやらこれが正解である確率は高まってきたようだ。

　正直なところ『偶ぐう然ぜん迷宮の仕掛けが作動した』などという結論よりは、よっぽどありがたい。背後に誰かがいるのなら、そいつを引きずり出して叩たたきのめすことで解決が図れるからだ。問題はその方法で──

「虚獣です！　左前方！」

　フランカの声で思考を中断させる。幾いく度ど目かの虚獣の襲撃だった。

　迎むかえ撃うつのはアルフレートとフランカ。

　子供たちは下がり、ユウキはその前に立って護る。何度となく繰くり返すうち、エドガーたちの判断も早くなり、行動が円えん滑かつになった。

　二人は狼おおかみ型がた──ただし火を噴ふく──の虚獣を確実に追い詰つめている。

　ユウキとしては、全力を出して自分の、ひいてはティナの素す性じようがばれることは避さけたい。もちろん、そのためにフランカたちを危険にさらすわけにもいかないが──まだ助力は必要ないだろう。

　とはいえ、二人が疲ひ弊へいするまでが猶ゆう予よの限度か。動きを見る限りこの程度の相手なら余裕だろうが、アルフレートの体力もフランカの神しん珠しゆも有限だ。いつまでも戦い続けられるわけではない。

　それまでに何とか黒幕を引きずり出して、この状じよう況きようにケリを──

「ご主人！　こっちだ！」

　ティナの声。

　ユウキは舌打ちしながら振り返った。前の戦いに気を取られたことが、後方に対する僅わずかな油断を生んでいた。

　子供たちに襲い掛かる、雲のような影かげ。第四から五層に見られる、迷宮での生息に特化した大きな蜂はちの群れだった。

「下がるのだ！」

　ティナがエドガーを引き倒し、前に出た。神しん姫きにこの程度の虚獣の攻こう撃げきは通らないので、心配ない。

「ひ──」

　顔を青ざめさせて後退するセリムの首元に、蜂が迫せまる。こちらはカーヤが意外な度胸を見せ、払はらい落とした。

　しかし──そのとき鋭するどい悲鳴が上がった。

「あ……ユ、ユウキ先生、セリムが……！」

　彼に迫っていたのは一いつ匹ぴきだけではなかった。死角から回り込んできたものに、腕うでを刺さされたのだ。

「落ち着け、カーヤ。──ティナ、セリムの手当てだ！　針を抜ぬけ！」

　この種は毒どく囊のうごと毒針を獲え物ものに残し、どんどん毒を流し込む。

　ティナに指示を出すと、ユウキは群れのただなかに飛び込んだ。腰こしの短たん剣けんを抜き払い、ドジを踏んだ自分自身への怒いかりを込こめて、すさまじい速さで一匹一匹両断していく。

　程ほどなく蜂を全ぜん滅めつさせたユウキは、背後を振り返った。

「無事か？　刺されたのは？」

「セリムだけだ。針も取り出した。──泣くでない。よく我が慢まんしたな」

　ティナが座り込んで涙なみだぐんでいる少年の頭を撫なでた。

　ユウキは小さく息を吐はいた。

「……すまん、油断した」

　生息領域の変化があったということは、本来同時に出現するはずのない虚獣が同時に襲ってくるという事態もありえるということなのだ。警けい戒かいの焦しよう点てんを前方の大きな虚獣に合わせていたのは、あまりにもうかつだった。

「どうしたの？　誰か怪け我がした？」

　狼型の虚獣を片付けたフランカも駆かけつけてきた。

「セリムの腕。毒蜂だ。一戦終わったところ悪いけど、手当てを頼たのむ」

「はい！　任せてください」

　フランカはセリムの傷を検あらためた。

「針は……抜けてるのね。この傷は、抜くときの？」

「うむ、皮ひ膚ふの下に埋うまっていたので、やむなく短刀で……」

「ん、的確な処置だよ。毒は全身に回っちゃうけど、小さな切り傷なら簡単に治せるからね。──はい、治ち癒ゆ術かけるから力抜いてね、セリム君。このくらいなら、少し休めばすぐに元通りだよ」

　フランカは神珠を取り出し、意識を集中させる。すると、見る間に腫はれが引き皮膚が再生していった。攻撃神術も治癒神術も高い水準で会え得とくしているのが、彼女の特性だ。

　ほっとする表情を浮うかべたティナに、ユウキは囁ささやきかけた。

「……そういやお前、セリムの針取るとき、どうやって皮膚を切った？」

「こう、ご主人が迷宮内での採取用にくれた小刀で……」

「いや、そうじゃなく。お前、他人に傷をつけることができないんじゃなかったか？」

「んむ？」

　ティナは小首を傾かしげた。

「何とかしなければと必死で気付かなかったが、そういえばそうだな。いったい、なぜなのだ？　ご主人」

「……切ったのは手当てのつもりだったんだな。傷つける意識なく傷つける分には可能ってことか」

『他者への攻撃不可』はあくまで心理的な枷かせ、攻撃と認にん識しきしていない場合には機能しないと解かい釈しやくできる。そういえば起き抜けに頭ず突つきを食らったこともあったな、とユウキは思い出した。

　セリムの傷は癒いえたが、一行はここでしばらく休きゆう憩けいを取ることにした。

　万一毒がすでに回っていた場合、動くと血行が促そく進しんされ症状が悪化するのだ。念のための様子見である。

　セリムのことはフランカに任せ、ユウキは見張りを買って出た。

　──と、隣となりにアルフレートがやってきた。

「……よ、調子はどうだ、おっさん」

「まだ余よ裕ゆうはあるよ」

「お互たがい災難だな。割のいい仕事かと思ったら、これだ」

「単発仕事は道楽みたいなものだと割り切った方がいいよ。長い目で見れば継けい続ぞく性と安定性の方が重要だ」

「……ま、そうなんだろうな」

　ユウキはため息をついた。

「おっさんは、探たん索さく士の新人指導ずっとやってるよな。儲もうかるのか？」

「別にこれだけで食ってるわけじゃないよ。訓練校の他にも、継続した雇やとい主ぬしがいるしね。本格的に探索士方面で生計立てるつもりなら、紹しよう介かいするけど？」

「遠えん慮りよしとく」

　そう言って、視線を子供たちのほうに向ける。

「チビどもも大だい丈じよう夫ぶそうだな。もっと動どう揺ようすると思ったが、フランカとティナがうまく相手してくれてる」

　横になったセリムの周りに、皆みんなが集まっていた。

「時代が近いところだと、《月戴いただく神姫》と高潔でとっても強い剣使徒デユエリスト《雪せつ刃じんの王》が有名だね。このお話は──」

　今はフランカが剣使徒たちの物語を語り聞かせているようだ。セリムも興味深そうに聞き入っている。あの様子ならもう大丈夫だろう。

「君のほうは元気なさそうだね？」

「…………」

　ユウキは無言でただ鼻を鳴らした。

「セリムの怪我に責任を感じているのかな？　ま、気持ちはわかるけど──もっとやれたはずだ、できたはずだ、と、自分を責めないことだね。反省ならともかく、自じ虐ぎやくや後こう悔かいは何も生まないよ」

「わかってるさ」

　自分は全能ではない。むしろ無力で、できることの方が少ないと思っている。否いな、思い知らされている。

　だが──だからこそ、もうあんな経験はしたくないのだ。

　フランカの語る話が、自然に耳へと流れ込んでくる。

「でも、ここで《月戴く神姫》と《雪刃の王》は仲なか違たがいをしてしまったの。そして現れたのが《暗黒鬼き》。彼は《雪刃の王》と戦い、これを打ち倒たおした」

「えー、負けたのかよー！　《雪刃の王》！」

　エドガーが声を上げた。

「絵本とかにはなってないから、あんまり知られてる話じゃないのかもねえ」

　フランカは苦く笑しようする。

「実は、いろんな説があるんだよ。《雪刃の王》は世の中に嫌いや気けが差してわざと負けたんだ、とか、迷めい宮きゆうで傷を負っていたんだ、とか。確かなのは、《雪刃の王》に代わって《暗黒鬼》が新しく《月》の神姫様の剣使徒デユエリストになったっていうこと」

「あの、《雪刃の王》は、どうなったの？」

　横になったままセリムが尋たずねた。

「亡なくなったとも、姿を消したとも言われてるね。私としては後者を支持したいなあ。悲しすぎるお話は好きじゃないから」

「ティナもだ！　ごしゅ──《雪刃の王》はきっと生き延びているぞ」

　ユウキは眉み間けんにしわが寄るのを自覚した。今すぐ飛んでいって、口を滑すべらせかけたどこかの神姫の頭をはたいてやりたい衝しよう動どうに駆られる。

「さてさて、新しく剣使徒となった《暗黒鬼》だったけど、彼は《雪刃の王》とは色々な意味で対照的だった。白ではなく黒い刀を操あやつり、探索士を助けるのではなく、自分の邪じや魔まになりそうなら、ためらわず殺した。だから恐おそれられ、嫌けん悪おされていたんだ」

「あの、そのときの《月》の神姫、様は、何も言わなかったんですか？」

　カーヤが尋ねた。

「うーん、やっぱり、お怒いかりになったんじゃないかなあ？　お言葉は残ってないけど、あるとき突とつ然ぜん誓せい約やく団を解散し、その活動を停止させたの。迷宮から手を引いてしまわれたのね。だから、今も《月の誓約団》だけは休止状態。それに伴ともなって《暗黒鬼》の名前も聞かれなくなった。これが五年くらい前かな」

「…………」

　五年、か。もうそんなになるのだ。

「フランカの話も一区切り、かな。ユウキ、そろそろ出発しようか」

「……ああ」

　ユウキは立ち上がった。そして、笑え顔がおを作る。

「──さーて、元気は戻もどったか、お前ら？　そろそろ行くぞ」
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「あの、大丈夫、ですか？　気分が悪くなったりは？」

　歩きながら、カーヤはセリムに問いかけた。

「あ、うん、平気。ごめんねカーヤ、迷めい惑わくかけて」

「まーったく、弱っちいんだから、セリムは」

　憎にくまれ口をたたくエドガーだったが、これでもセリムが刺されて倒れたときは真っ青になっていたのだ。

「歩けなくなる前にいえよー。足手まといにならないよう、このボクがおぶってやるからさー」

「だから、もう大丈夫だって」

　二人の会話を聞きながら、カーヤはほう、と息を吐く。

　彼女はセリムが無事だったことに心からの安あん堵どを覚えていた。

　そして同時に──限界をも感じていた。

　──やはり自分は、目の前で他者を害されることに耐たえられそうにない。

　思い出されるのは、フランカの語った《月戴く神しん姫き》の話だった。

　過去の神姫のことをカーヤは知らない。称しよう号ごうが同じだとしても、それぞれ完全に独立した別の存在であり、記き憶おくを受け継ついだりもしないからだ。

　だから、彼女と剣使徒デユエリストの間に何があったのかはわからない。

　それでも、彼女が人を傷つけることに拒きよ否ひの意志を示したのは確かだ。




　──自分もそうするべき、か。




　　　　＊　＊　＊




「……おや」

　ジャハルは小さく声を上げた。

「カーヤちゃんとの〝回線〟が繫つながらなくなっている。どうやら、拒きよ否ひられたみたいだねー」

「正体が露ろ見けんして、殺された可能性は？」

　エルフリーデが尋ねる。

「だったら、さすがにわかるよ。生きてるのは確か。位置確認はできるし、ゆっくり移動してるみたいだから、ま、単に俺が無視されてるんだろねー」

「想定内ね」

　特に何の感かん慨がいを覚えた様子もなく肯うなずく、《星》の神姫。

　そう、カーヤの選せん択たくは自分たちの想定の内にあり、こうなった場合の対策も考えてある。

「では、打ち合わせどおり、私が状じよう況きようを動かすわ。その分、報ほう酬しゆうは差し引くから、それは承知しておいてね」

　ジャハルは無言で肩かたを竦すくめた。勝利のためには、仕方のないところだろう。

「……協力的なら、もう少し穏おん便びんな手段もあったのにね」

　迷宮入り口を見下ろしながら、エルフリーデは呟つぶやいた。

「これはあなたが臆おく病びよう風かぜに吹ふかれたせいだから、恨うらむのなら自分を恨みなさいな、《月戴く神姫》」
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「はいはい、こっちこっちー」

　レアは両手を広げて敵を挑ちよう発はつする。

　目の前にいるのは巨きよ大だいな灰はい色いろ熊ぐま。ただしその腕うでは左右三本ずつの計六本。

　続けて残りの腕も、それぞれが意思を持った別々の生き物のように襲おそい来る。

　あるいは紙一ひと重えでかわし、あるいは手に持った短たん剣けんで受け流し、レアはそのすべてを防ぎきった。

　仕留めきれない獲え物ものに苛いら立だちの咆ほう哮こうを上げた虚きよ獣じゆうは、思い切り地面を蹴けって突とつ進しんした。巨体ごとぶつかって、その動きを止めようというのだろう。

　が、激げき突とつ寸前で大きく横に転がり、レアはそれを回かい避ひする。

　勢い余った虚獣がたたらを踏ふんで飛び出した先は、やや開けた地形になっており──そこには二人が待ち構えていた。

「んじゃ、セラ、お願いー」

　軽い口調で言うレアに応こたえ、セラフィーネは神しん珠しゆを手にして集中する。

　──と、次の瞬しゆん間かん、虚獣が派手に横転した。

　こうなればあとは簡単だ。地面に這はいつくばった虚獣など、藁わら人にん形ぎようより狙ねらいやすい的でしかない。

「《碧水長槍アムニス》」

　シュテファンは竜りゆう牙が神器を出現させ、その熊に似た頭部を刺さし貫つらぬいた。虚獣はビクンと一度体を痙けい攣れんさせ、動かなくなった。

「よっし、大物撃げき破はー！　二人ともおつかれー」

　レアが陽気な声を上げて歩み寄ってきた。全身擦すり傷きずだらけだが、大きな怪け我がは負っていないようだ。

　そして彼女は死体を目にし、顔をしかめた。

「……うっわ、えげつないなー。頭が消し飛んでるじゃん」

「竜牙神器とは、そういうものだ」

　神をも殺す、伝説の武器。その破は壊かい力は比類ない。

「でも、意思があるって言うからねえ。これだけがんばって力を発揮してくれてるってことは、シュテファン、気に入られてるんじゃないの？」

「…………」

　シュテファンは手の槍やりに視線を向けた。そんなの、考えたこともなかった。

　そういえば、誓約団を抜ぬけるなら、この槍も《空支うる神姫》に返納しなければならないのだろうか。

　──それは少し寂さびしい気がする。

　三人は迷めい宮きゆうの構造変化が下層のどのあたりまで及およんでいるか調べていた。

　探たん索さくは順調だった。

　特に戦せん闘とうに関しては、三人の力がうまく嚙かみ合っている。

　虚獣の出現分布が無茶苦茶なことになっているが、小物、例えば毒虫の群れなどはセラフィーネの神術で焼き払はらい、この熊モドキのように大きなのは連れん携けい──具体的にはレアが囮おとりを務め、セラフィーネが動きを封ふうじ、シュテファンが止とどめを刺すという分担だ──で仕留める。

　レアの運動能力も瞠どう目もくに値あたいするが、セラフィーネの神術の柔じゆう軟なんさは特にシュテファンを感心させた。

　先ほど熊モドキを転てん倒とうさせたのは、幻げん術じゆつの応用だという。視覚に頼たよる虚獣の場合、視界を九〇度傾かたむけてやるだけで平へい衡こう感かん覚かくが維い持じできなくなるのだそうだ。下手に力場を生じさせて強制的に押さえつけるより神珠の消費が少なく、場合によっては効果的なのだとか。

　──もっとも、口数の少ない神術師からそれだけの情報を引き出すのには、レアの通訳付でもかなりの時間を要したのだが。

（……神術師、か）

　一人の少女の顔が浮うかぶ。この間三級に上がったという噂うわさは聞いた。

　探索士として彼女とともに行動したのはごくごく短時間だったが……この先、またそういう機会があるだろうか。

　少しずつではあるが、未み帰き還かん者が地上へ戻もどり始めているという話だ。度たび重なる変動で道が開けたのだろうと推測されている。

　しかし、彼の求める者が還かえったという連れん絡らくは、まだなかった。

「さてさて、これでこの階層も終わりかな。──ん、色々と見えてきたねー」

　レアは手て描がきの迷宮地図を広げて言った。

　もっとも図面の線も書付の文字も乱雑で、シュテファンはそこからどんな情報が読み取れるのか、さっぱりわからない。

「……えっと、レア、解説しないと」

　シュテファンの表情を見て、セラフィーネが助け舟ぶねを出した。

「はいはい。──えー、ちょくちょく変動が繰くり返されるんで、まず、正確な地図を作るのは早々に諦あきらめました。その代わり、手がかりになりそうなことを記録しつつ、何らかの法則性が見み出いだせないか検討を続けてます。とりあえず、現状での結論」

　小さな帳面を繰りながらレアは続けた。

「この状じよう況きよう、要するに迷宮の階層──第一層から、ここ第三〇層あたりまでかな──がバラバラに細分化され、でたらめに配置し直されているわけね。通路も部屋も階段の位置も、もう滅め茶ちや苦く茶ちや」

「原因は？」

「わかんない」

　シュテファンの問いに、レアはあっさりと答えた。

「ただ、いくつか傾けい向こうがあってね。まず、変化の度合いにむらがある。ほら、この第三〇層あたりまで降りると、ほとんど変わってる場所は見られないでしょ？　逆に激しいのが上のほう……大体第三、四層から第七層のあたり」

「そうだったな」

　そのことは一度誓せい約やく団本部のほうに報告した。今、人数をかけてその辺りを重点的に調べているはずだ。

「で、ここからが新事実。今、あたしたち居るのが第三〇層だよね。で、下が第三一層。さっきちらっと覗のぞいてきたけど」

　シュテファンもセラフィーネも肯うなずく。

　第三一から三五層までは独特の造りになっている。その間には床ゆかも天てん井じようもなく、巨大な円えん筒とう形の岩山が五階層を貫いて屹きつ立りつしているのだ。なので、勘かん違ちがいしようがない。

「さて、問題。今、第三〇層として、地上からここまで来るのに階段を幾いくつ通ったでしょうか？」

「三〇、ではないのか？」

　シュテファンは眉まゆをひそめながら答えた。

　地上の入り口から迷宮第一層に降りるためには、階段を一つ通過する。第三〇層なら三〇になる……はずだ。

「理り屈くつの上ではそう。だけど、数えてみたら、二九しかないんだよねー、これが」

「気付かなかった……」

　セラフィーネがぼそりと呟つぶやいた。

「つまり、どこか途と中ちゆうの一層分が消失している、ということか？」

「そうなるねー」

　シュテファンの問いに肯くレア。

「で、次は『どの階層がどこに消えたのか』って話だけど……怪あやしいのは変化が激しい第三から七層付近。ここで、どこか一階層分が隔かく離りされてる可能性が考えられる。特に階段の段数が増えてたりはしなかったから、空間が歪ゆがんでるっぽいね」

「未帰還者、が、そこに、閉じ込められてる……のかも」

「…………」

　未帰還者、か。

「問題は入る方法だよね。まずそのあたりの階層を調べてみないと」

「隠かくし階段、や、転移装置、が見つかれ、ば──」

「床をぶち抜こう」

「……は？」

　レアはぽかんと口を開けた。セラフィーネも目を瞬またたかせる。

「それが簡潔にして効果的な名案だと言えるだろう。通じている階段がないとはいえ、目指す階層はそこに存在している。ならば絶対に辿たどり着けるはずだ。むしろ辿り着けぬ道理がない。探索に時間を割さくより、おそらくずっと迅じん速そくな方法だ」

「ちょっ──」

「ああ、神術、攻こう撃げき系の神遺物レリクイア、すべてを出来る限り活用したとして、どの程度の穴があけられるか事前に試ためしてみる必要があるか。もしそれで足りないようならば、人力で床石を砕くだき、穴を掘ほって──」

「待て待て待てって。シュテファン落ち着いて。あなた、迷宮をぶっ壊こわすつもり？」

「床に穴を開けるだけだ。それに私は十分落ち着いている」

「……うん、わかったから、さらにもうちょっとだけ落ち着こうか」

　一息入れて、レアはゆっくりと諭さとすように言葉を続けた。

「まず、それでうまく下の階層に降りられる保証がないよね。ここ、迷宮だし、空間がどんな歪み方するかわかったもんじゃないし」

「…………」

「で、仮に下の階層に通じる穴を開けられたとしても、運が悪ければ、土砂や岩が降り注いで、下の人、生き埋うめになっちゃうよね。最悪、迷宮の一階層分がまるごと崩ほう落らくする危険もある」

「…………」

　シュテファンの理性は、レアの言が正しいと告げていた。

「あなた意外に向こう見ず、というか──焦あせってる？」

「そう見えるのか？」

　レアとセラフィーネがそろって肯いた。

「……私自身にそういう意識はない。だが、自己評価と他人の評価が常に一いつ致ちするわけではないことくらいは、承知している」

「表情変えずに冷静さを失う人って、心臓に悪いわー……じゃあ、はい、リーダーに提案。一度上のほうに戻って、もう少し慎しん重ちように調査してみよ？」

「…………」

　セラフィーネも、レアに賛成であるようだ。

「大だい丈じよう夫ぶ。妹さんも腕うでのいい探索士なんでしょ？　心配しなくても、中で元気に生き延びてるよ」

「…………？」

　シュテファンは眉をひそめてレアを見た。

「ん？　妹さんのこと？　団長さんに聞いたよ」

「そうではない。──私は妹を『心配している』などとは、一言も言っていない。なぜ、そう思った？」

　今度はレアが眉をひそめた。

「あなた、もしかして、バカなの？」

「……どういう意味だ？」

「いや……いいや。ごめん」

　レアはため息をついた。盛せい大だいに呆あきれているように見えた。

「それで、どうする？　あたしの提案。もう少し情報を集めるべきだと思うんだけど」

「……容いれよう」

「りょーかい。じゃ、一度戻ろう」

　三人は再び階段を上る。

　帰き途とはほとんど虚きよ獣じゆうにも出会わず、順調に目的の階層近くまで戻ることができた。

「……心配なのではない、と思う」

　足を進めながら、ぽつりとシュテファンは口を開いた。

　レアの視線がこちらを向いた。

「妹さん？　もしかして、ずっと考えてたの？」

「私には目指すものがあった。そのために修練を積み、探たん索さく士になった。だが──かつて目指し、求めたものの多くは、今、意味をなくしてしまった」

　レアもセラフィーネも言葉を挟はさまない。

「あいつは──かつて私が果たしたかった願いの、唯ゆい一いつの残ざん滓しだ」

　大切な人を奪うばわれた悲しみと悔くやしさ。それを分かち合えた、ただひとりの家族。

「あいつのことが気に掛かかるのは、それを失えば私の過去が全すべて意味を無くすような感覚があるからだと思う。だから、心配という言葉は少し違う。私はただ──私のために、あいつを助けたいだけなのだ」

　半ば独白のつもりだった。言葉にすれば、ずっともやもやと胸にわだかまっていた自分の感情が整理できるような気がしたのだ。

　だから──レアから返答があったとき、少し意外に思った。

「じゃあ『心配』でいいじゃん」

「…………」

「色々理由をくっつけてたけど、助けたいってのは変わらないんでしょ？　その気持ちは『心配』って言うんだよ。──動機とか事情とかはどうあれ、『誰だれかのために何かをしたい』って想おもいはそれだけで価値があるんだから、うだうだ悩なやむ必要はなーいの」

「……そういう、ものか」

「そういうものなの。あたしが言うから間違いないの。──つーか、人が珍めずらしく真ま面じ目めに良い話してんのに、何その無表情。何か思うところはないわけ？」

　ないわけではない。しかし、どう表現すべきかわからなかった。

　なので、問いを発してみた。

「お前たちはなぜ、こんなことをやっている？」

「こんなこと？」

「地図を作るというのは、楽しいのか？」

「んー……」

　少し考え、レアは答える。

「楽しいっていうか……あたしは多分、何かを記録して残しておくってことが好きなんだろうね。人の記き憶おくも素す敵てきなもんだけど、覚えている人が亡なくなれば全て消えちゃうでしょ？　それってちょっと寂さびしいじゃない。迷めい宮きゆうの地図を書くのは需じゆ要ようがあるからだけど、物語や戯ぎ曲きよくもやるよ」

「セラフィーネもか」

「わ、私は、その……レアに、巻き込まれた、だけで……」

「この子、文字だと饒じよう舌ぜつだから面おも白しろいよー」

　ぼそぼそとした声に被かぶせるようにレアが言った。

「迷宮の案内本も、文章部分はセラに担当してもらってんの。最近では、恋れん愛あい物語なんかも書いたりして」

「レ、レア、そ、それ、は」

「いいじゃん。地上に帰ったらシュテファンにも一冊進しん呈ていするよー。これが街ではなかなかに人気を──」

　そこで不意にレアは言葉を切る。

　陽気な少女の表情に、今まで見たこともないような真しん剣けんな色が浮うかんでいた。

「……冗じよう談だんでしょ、何考えてんの──」

　迷宮の天井を見上げながら、呟く。

「どうした？　何か──」

「シュテファン！　こっち来て、伏ふせて！」

　レアが怒ど鳴なった次の瞬しゆん間かん──大きな音と共に迷宮全体が大きくうねり、シュテファンは中空に投げ出された。
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　──死を覚かく悟ごした。

　落石の轟ごう音おんが聴ちよう覚かくを塗ぬりつぶし、土つち煙けむりが視覚を塞ふさぐ。

　地面に二本の足で立っていたはずなのに空中に投げ出され、激流に弄もてあそばれる木の葉のように翻ほん弄ろうされた。




　──どのくらい揺ゆれていたのだろうか。

　意識を取り戻もどしたとき、周囲には静せい寂じやくが戻っていた。

「い、たた……」

　フランカは全身の痛みに耐たえつつ、体を起こした。

　何が起こったのか──必死に頭の中を整理し、思い出す。

　突とつ然ぜん、立っていられないほどの揺れが一行を襲おそったのだ。互たがいの安否を気き遣づかう余よ裕ゆうも無かった。

　壁かべにひびが入り、天てん井じようから剝はがれた岩が目の前に落ち、体が地面に放ほうり出されたあたりで──記憶が途と切ぎれている。

　気を失っていたのは、ごく短時間のようだった。まだうっすらと塵ちりが立ち込めており、微び妙みように視界が悪い。

　とりあえず壁に手を突ついて立ち上がり、神術で光源を作った。

　そして辺りを見回し──

「────っ！」

　フランカは息を吞のんだ。

　壁や天井から崩落したのか、人の体ほどの大きさの岩がそこかしこに転がっている。こんなのの直撃を受けてはひとたまりもないだろう。

「ユ、ユウキさん！　師し匠しよう！　みんな──」

「──フランカ、か？」

　呼びかけに応こたえたのは若い男の声だった。

「ユウキさん！　よかった……。あの、他ほかのみんなは？」

「わからない、おそらく近くにいるはずだ、が──」

　言葉を濁にごしたのは、その先を言いたくなかったからだろう。フランカだって不ふ吉きつな予想をあえて口に出す気分にはなれない。

　と、そのとき、小さな影かげが咳せき込みながらゆっくりと立ち上がった。

　フランカはそちらに視線を向け、ほっと息を吐はく。

「カーヤちゃん……怪け我がは？」

「大丈夫、です。エドガーと、セリムも、こっちに」

　すぐに駆かけ寄って確かく認にんする。

　二人とも大きな岩と岩の隙すき間まに横たわっていた。奇き跡せき的な確率で直撃を免まぬかれたらしい。「気絶してる、だけだね。本当によかった。──あとは……」

「おっさんと……ティナだな」

　ユウキが平へい坦たんな声で言った。

　地じ震しんが起こる直前、二人は確か先頭付近を歩いていた。フランカが毒どく蜂ばちにやられたセリムの様子を診みながら進んでいたため、ティナが前方を照らす角灯を持っていたのだ。

　子供たちを引き出し横たえてカーヤに見ていてもらい、フランカとユウキは周囲を捜そう索さくした。

　幸いにも──というべきか、二人の生きている姿も死んでいる姿も見当たらなかった。

　完全に岩の下した敷じきになっているのか、でなければ──

「……あれ、見てみろ」

　ユウキが苦々しい声で言い、右手方向を指した。

　そこに壁が出現していた。地震の前までは確かになかったものだ。

「そういえば、揺れた直後にあの嫌いやな耳鳴りと頭痛があった気がします……。つまり、地震と迷宮の変動が連続して起こって、そしてちょうど師匠、ティナちゃんと、私たちが分断されてしまったということでしょうか」

　指示を求め、フランカは視線をユウキに向けた。

「……まず、こいつらを地上に送り届ける。それが優先だ」

　感情を嚙かみ殺したような無表情で、ユウキはそう答えた。

「もたもたしていて二次崩ほう落らくに巻き込まれでもしたら、おっさんもティナも俺たちを許さないだろうからな。とりあえず、ここを移動しよう。急げ」

「は、はい」

「俺がエドガー担かついで前を行く。フランカはセリムを任せた。カーヤはフランカの荷物と明かりを持て。──ちゃんとついて来いよ」

　その言葉にどんな意味が込こめられていたのか──カーヤはなぜか一瞬顔をこわばらせ、そしてこくんと肯うなずいた。

　一行は足元の悪い中を進む。

　この階層のおそらく端はしの方という辺りまで来ると、崩落の痕こん跡せきである石や岩は見当たらなくなった。あの地震は極きわめて局地的な現象だったということだろうか。

「……出口、あるんでしょうか」

　フランカは尋たずねてから後こう悔かいする。不安に駆られて埒らちもないことを口にしてしまった。そんなのユウキにだってわかるはずないではないか。

　しかし、答えが返ってきた。

「上り階段を探す。俺の考えが確かなら、多分、見つけられるはずだ」

「そ、そうなんですか？　どうして──」

　わかるんですかと尋ねようとして、フランカは途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。ユウキの言葉が聞こえてきたからだ。

「……もう少しうまくやれたはず。もう少しマシな答えが出せたはず。後になってそう思う。何度繰くり返すんだ、俺は。まったく、何一つ、進歩してねえじゃねえかよ」

　胸を突かれるような自責の念が、そこには込められていた。

　何か、言葉をかけるべきだろうか。

　慰なぐさめる？

　あなたのせいじゃないと言ってあげる？

　──いや、そんなことでは、彼の心は僅わずかも癒いやされないだろう。

　そもそも自分に何かを言う資格があるのか？

　結局、フランカは沈ちん黙もくを保ち、ただ自分の無力を痛感しながら足を進めた。

「あ──」

　そのとき、カーヤが小さく声を上げた。

　虚きよ獣じゆうが、おそらく十階層は下層に生息するはずのものが、現れたのである。

　地上の動物には存在しえない姿形だが──あえて似ているものを挙げれば、牙きばの生えたウサギというところか。

　とはいえ人間の子供程度の大きさはあり、加えてその動きは目で追えないほど速い。

「ユウキさん、私が──」

　神術で足止めを、と怒鳴ろうとした瞬間──フランカは声を失っていた。

　パシャ、という水みず袋ぶくろが破れるような小さな音とともに、原型をとどめていない虚獣が地面に落ちた。

　ユウキは片手でエドガーを抱かかえ、もう片方の手に短たん剣けんを握にぎっている。

　結果を見れば彼のやったことは明白だった。得物を抜ぬいて虚獣を切り裂さいたのだ。それもズタボロの肉につ塊かいに変えるほど、何度も。

　驚おどろくべきは、それを瞬まばたきをするほどの間にやってのけたということだ。フランカは何回斬きったのかはもちろん、彼が動いたことさえ認識できなかった。

　しかも短剣は戦せん闘とう用のものではない。ごく下級の神遺物レリクイアで、ユウキが普ふ段だん薬草を採取したり、小型虚獣の皮を剝いだりするのに使っているやつだ。

　アルフレートやシュテファンでもこんな真似まねは不可能だろう。こんな手て練だれの業わざを、過去に彼女は見たことがなかった。

　──いや。

（一度だけ……）
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　自分があの伝説の強大な虚きよ竜りゆうに見まみえ、絶望していたとき。

　そして、自分と兄がそこから命を救われたときに。

「……進もうか」

　ユウキの声に促うながされ、一行は歩みを再開する。

　しばし沈黙が続く中、フランカは決意した。

　今は、黙だまっているときではない。傷つくこと、傷つけることを恐おそれて動かずにいるときでもない。彼の何もかもを理解しているなんて傲ごう慢まんなことは思っていないけど、多分、これは間ま違ちがっていない。

　深呼吸を二回、三回。

（──よしっ）

　そして足を速め、ユウキの隣となりに並んだ。

「少し、お話、いいですか？」

「……何だ。今じゃないとまずいのか？」

「ええ、私にとって、大事なことなので」

　拒きよ否ひの言葉も無かったので承しよう諾だくと勝手に解かい釈しやくし、フランカは口を開く。

「このあいだ、ティナちゃんに聞いたんですけど──ユウキさん、昔、その、すごく親しくしてた女性がいらっしゃったんですよね？　どんな方だったんですかっ⁉」

　一息で言い切った。

「…………」

　軽く目を見張ってユウキがこちらを向いた。

　フランカは心臓が暴れるのを感じながら、待つ。怒おこるか、呆あきれるか、あるいは──

「───く」

「…………？」

「くは、はははははははははっ！　何だ、そりゃ」

　ユウキは笑った。

　どちらかといえば苦く笑しように近い表情だったが、それでも先ほどまでとは違って、それは確かにフランカのよく知る彼だった。

「……しっかし、あいつの口の軽さにも困ったもんだな。帰ったら飯抜きの刑けいか」

「あ、あんまりティナちゃんを怒らないであげてください……。それで、その──」

「あー、そうだな、確かにそんな奴やつが居たよ。──俺はその、昔、悪くてさ」

　少し遠くを見る目になる。

「まあ、言うなればすごく悪い奴の使い走りというか……上のほうに命令されて、悪事に手を染めてたんだ。なんせ小さいころからそういう環かん境きように居たもんで、まったく自分のやってることに疑問を抱いだかなかったんだな。でも、あるとき、あるきっかけがあって、気付いちまった。──俺はただの道具だって。他人に利用されるだけの、人間とすら言えない存在だったんだって」

「それは……」

「後悔したよ」

　穏おだやかな声で、ユウキは言った。

「ものすごく、それまでの人生を悔くやんだ。やり直せるなら、どんな代だい償しようを払はらってもいいと思った。そんなとき、その女に拾われたんだ。変な奴だった。気高くて、確固とした理想を持っていて、でもときどき子供っぽくて、わがままで。──俺はそいつに、人として生きる方法を教わった」

「その人は、今は──」

「死んだ」

　短い言葉に無限大の哀あい切せつの響ひびきが込められていた。

「感謝してたから、礼代わりに俺が護まもってやるぜ、なんて言ってたんだけどな。果たせなかった。結局は俺が死なせちまった」

「…………」

「だから、今回ティナやおっさんとはぐれたのには、ちょっと落ち込んだ。うまく立ち回ってれば、きっと護れたはずだと、そう思ったからな。だが、もう大だい丈じよう夫ぶ。立ち直った」

「……よかったです。ちょっと様子がおかしかったので、心配でした」

「フランカ、お前はさ──」

「はい？」

「……いや、ま、いいや。ありがとな」

　そしてユウキは明るくて少し不敵な、いつもの笑えみを浮うかべた。

　おそらく見み透すかされたんだろうな、とフランカは思う。

　この話題がユウキの心の傷であり、安易に他者が触ふれてはいけないものであることには気付いていた。

　なぜあえて口にしたかといえば──ユウキの関心を引き、もしかしたら怒らせることができるかもしれないと考えたからだ。

　彼が自省と自責にまみれ、自分の中に閉じこもりかけているのは、はっきりとわかっていた。だから、ユウキに『外』を向かせなければならなかったのである。

　フランカは気付いていた。

　一連の変異は、自分たちのパーティを狙ねらった何者かの意志によるものだ。

　であるならば、彼の戦いはまだ──終わっていない。

　怒いかりであれ不快感であれ、『外』に目を向けることができれば、ユウキは立ち直れる。立ち直らなければならない。

　だからフランカは、自分がその標的を務めることにした。

　怒られても、嫌きらわれてもいい。この状じよう況きようでユウキが己おのれを責め続けるよりずっとマシだ。

　心を、命を、人生を救ってもらった、恩人なのだ。自分が傷つくことを恐れてどうする。

　──そう、思ったのだ。

「階段、です」

　カーヤの小さな声に、フランカは顔を上げた。

　あれほど探して見つからなかった上り階段が、壁かべ際ぎわに見えていた。

「やっぱりあった、か」

　ユウキはフランカを振ふり向いた。

「上がれば第四階層、ここまでくればもう大丈夫だろう。多分、誓せい約やく団が調査に出て来てるだろうし、捕つかまえて助けを求めれば、地上まで連れて行ってもらえるはずだ。だから、悪いけど──」

「はい、ここからは私一人で平気です。子供たちも任せてください」

　フランカは少しばかり努力して、笑って見せた。

　先回りされたユウキは、意外そうに目を瞬かせる。

「ティナちゃんたち、助けに行くんでしょう？　私からもよろしくお願いします。彼女も師し匠しようも、大切な人ですから」

「……ああ、そっちは引き受けた」

「私も、い、行きます」

　カーヤは怯おびえた様子ながらも、ユウキの隣に付いた。そしてぺこりと頭を下げる。

　フランカは驚かなかった。彼女にも『何か』があるのだろう。

　多分、彼らと自分は住む世界が少しだけ違っていて、そして自分はそこに踏ふみ込む資格を与あたえられていないのだ。──今はまだ。

　歩き去る──とみせて、ユウキが振り返った。

「フランカ、改めてありがとう。心から感謝する」

「え、えっと、いえ……」

　まともな言葉を返せないまま、闇やみの中へと消えていく二人を見送り──フランカは大きく息を吐はいた。

「さーて、私たちは私たちの日常へ帰らないとね。エドガー君もセリム君も、そろそろ起きて──」

　と、眉まゆをひそめる。

　虚きよ獣じゆうが数匹ひき、こちらを窺うかがっていたのだ。先ほどユウキが片付けた牙きばウサギと同種のものである。

　厄やつ介かいなのが居なくなって食事にありつけそうだと思ったか──あるいは、仲間の敵かたき討うちのつもりだろうか。

「間が悪いなあ」

　苦笑しながら、フランカは神しん珠しゆを握り締しめる。

「──けど、負けないんだか、ら！」

　劫ごう火かが燃え上がった。瞬く間に虚獣の群れを吞のみ込み、消し炭に変える。

　が、二匹、逃のがした。疲ひ労ろうがわずかに術の精度を奪うばっていたのだ。

「く、この──っ！」

　虚獣は攻こう撃げき態勢を整えている。間に合うか──？

　その瞬しゆん間かん、風が唸うなった。

　今まさに飛びかかろうと地面を蹴けった二匹は、上半身を吹ふき飛ばされ、落下してそのまま動かなくなった。

　振り返ったフランカの目に、人ひと影かげが映る。

　手に持つは竜りゆう牙が神器《碧水長槍アムニス》。天才と謳うたわれた若き第一級探たん索さく士にして、フランカの良く知る人物。

「……兄、さん」

「怪け我がは？」

　シュテファンは無表情のまま短く尋たずねた。

「大丈夫です。──驚おどろいた。偶ぐう然ぜんですね」

「…………」

「どうしてここに？　異変の調査中ですか？」

「……そんなところだ」

　先ほどの地じ震しんでパーティの連れとはぐれたので、単身で奥へ進んできたのだという。

　強力な虚獣がうろついているとはいっても、この兄にとっては脅きよう威いでも何でもないのだろう。

　以前はこの無表情と威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを、怖こわいと感じることもあった。

　今は──そうでもない。

「あの、お仕事の邪じや魔まをして悪いんですけど……この子たち、出口まで連れて行くの手伝ってくれませんか？」

「…………」

　シュテファンは無言のまま二人を抱だき上げ、そこでようやくフランカは安あん堵どの息をつくことができた。
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「……あの、ユウキ先生」

　声をかけてきたのは、カーヤの方からだった。

「いつ、気付きまし、た？」

「疑念を持ったのは、最初に迷めい宮きゆうが変異したとき。神力ウイスの急激な動きに対してお前の症しよう状じようはフランカより深刻で、ティナとほぼ同じ反応を示していた。そこまで神力に反応するって人間はまずいないからな」

「…………」

「確信したのはセリムを庇かばって蜂はちを手で払ったとき。蜂がお前の手のひらに攻撃を加えていたのに、針が刺ささってなかった」

　カーヤは目を見張った。

「そんな、ところまで、見えたんですか……」

「元剣使徒デユエリストの眼力を舐なめんなってこった。あと、フランカに神しん姫きの物語を聞かされてたとき、『そのときの《月》の神姫様は、何も言わなかったんですか？』とか言ってたな。『そのときの』ってことは、他ほかのときの神姫も居るって知ってるわけだ。──時間が無いんで簡潔に訊きくぞ。お前、どこの神姫だ？」

「……《月》、です」

　カーヤは身を縮めながら答えた。

「──ミュリエルの後あと釜がまか」

　胸の奥で感傷が動いたがユウキは押さえつけた。今考えるべきなのは、別のことだ。

「俺とティナを引き離はなし、その後、襲おそう。そうだな」

「はい……」

　観念したようにため息をつき、カーヤは続けた。

「わたしの剣使徒──ジャハルさんの、計画です。ジャハルさんは、ユウキ先生も、ご存知だと思います」

　名前に聞き覚えはある。少し考えて思い出した。

　かつてシュテファンのパーティにいた、浅黒い肌はだの大たい剣けん使い。

　ならば、色々なことに説明が付く。ずっと自分たちは観察されていたのだ。

「好機があれば、ジャハルさんを転移させろと、言われていました。そして、先生と、ティナさんを一人ずつ──」

「殺やるつもりだった、と。つまり、竜牙神器もあるのか。──まだジャハルを転移させてはいないんだな？」

　カーヤはこくんと肯うなずいた。

「この迷宮のぐちゃぐちゃや、さっきの地震については？」

「それは──わかりません。ジャハルさんが、何か神遺物レリクイアを使ったのかもしれません」

　この神姫が任されたのは、監かん視しと転移だけということか。

　考えてみれば、《月》の陣じん営えいには誓約団が存在しないのだ。使える手て駒ごまがないのだろう。

　さて、何とかしてティナたちと合流しなければいけないが──

「あ、あの……」

　怯えた目でカーヤはユウキを見ていた。

「何だ？」

「わ、わたし、こ、ここ、殺されるんですか？」

「あ？」

「こ、殺そうとするものは、殺されて、当然なんだって、言われました。それは──その通りだと思います」

「殺されたいのか？」

　神姫はぶんぶんと首を横に振ふった。

「じゃあ別に殺さねえよ。そもそもお前、ずっと迷ってただろ。ばれたのだって、あの毒蜂に襲われたセリムを庇ったからだ。それに──さっきの地震のとき、神姫の力で俺たちを護まもった」

「…………」

　大岩が一つもユウキたちに直撃しなかったのは、決して偶然ではない。

　おそらくはティナも力を使っただろうが、彼女の乏とぼしい神力ウイスでは落らく盤ばんを完全に防ぎきることはできなかっただろう。

「むしろ礼を言いたいくらいだ」

　じわりとカーヤの目に涙なみだが浮うかんだ。

「わ、わたし、本当は、誰だれにも、死んでほしくなんか……」

「だろうな」

　ユウキは肯いた。

「剣使徒デユエリストを転移させていない。全部白状した。逃にげる様子もない。──ってことは、もうこんなことからは降りたいんだろ。ああ、お前、神力ウイスはまだ残ってるか？」

「え……？　ええ、あまり多くないですけど……」

「なら、手を貸せ。ティナたちを連れて帰らなきゃならないんでな。お前の神姫の力があれば、転移なりあの壁かべを壊こわすなりで、向こう側に行ける」

　ユウキは袋ふくろ小路こうじを目指して歩く。カーヤはおとなしくついてきた。

「……あの」

「何だ？」

「剣使徒としての、ユウキ先生に、一つ質問、いいですか？」

「元剣使徒、な。──言ってみろ」

「剣使徒って、普ふ通つう、神姫を護ってくれるものじゃないんですか？」

「そうだな」

「だったら、どうして、ジャハルさんはわたしを護ってくれないんでしょうか。言うこと聞いてくれないし、意地悪だし、……ものの考え方も、合わないし」

　ユウキは少し思案し、幼い神姫に問いを投げかけた。

「お前さ、剣使徒って、なんで神姫を護るんだと思う？　無む償しよう奉ほう仕しなわけないよな？」

「え……」

　カーヤは困こん惑わくした表情で目を瞬またたかせた。

「……考えたこと、無かったです。天てん帝てい神様のお定めになった理ことわりであり、そういうものなんだ、としか」

「基本的にな、剣使徒ってのは皆みんな、強い。そして同時にぶっ壊れてる」

　自らのことを思い出しつつ、ユウキは続けた。

「ぶっ壊れてるってのは、何かが足りてない、欠けているってことだ。俺たちはそれを埋うめる術すべを強く強く求めた状態で、この世界に召しよう喚かんされる。そして、相棒となるのが──その欠落を埋めることのできる神姫だ」

「埋める……？」

「その見返りとして、剣使徒は神姫を守る。『もっとも適したものが剣使徒として選ばれる』って知識は、お前にもあるだろ？　あれは、そういうことなんだと思う」

「よく、わからないです……」

「剣使徒には『やりたいこと』もしくは『欲ほしいもの』がある。神姫はそれを叶かなえてやれる。簡単に言えばそういうことだ。──フランカとの会話は聞いてたよな。俺はかつて道具として扱あつかわれていた。人としての生き方を許されず、人としての感情を教えられなかった。ミュリエル、先代の《月戴いただく神姫》は、それを俺に与あたえてくれた。だから俺は今、こうして街で暮らし、人間をやれている」

「……わたしにも、ジャハルさんに対して、何かできることがある？　それが欠けているから、言うことを聞いてもらえないんでしょうか？」

「さて、他人のことまではわからないけどな。──あいつが心から強く求めてることに、何か心当たりは？」

　カーヤは思案顔で首を傾かしげた。

「あの人は……よく『勝ちたい』って言います。『戦って勝つ』んだって。だから、そういう気持ちがあまりない私は、よく怒おこられます」

「その辺だろうか、ね」

　過去に敗北したことがあり、強い後こう悔かいを抱かかえている、ということか？

　その恥ち辱じよくを雪そそぐために、カーヤの剣使徒デユエリストとして割り当てられた？

　だが目の前のこの神姫は、どう見ても闘とう争そう心や勝利への渇かつ望ぼうとは無む縁えんである。

　何かが掛かけ違ちがっている──のだろうか？

「わたし、もう疲つかれました、こんなの……」

　カーヤはため息をつき、そして弱々しく笑った。

「……すみません、敵である先生に、泣き言を言っても仕方ないのにね」

　幼い外見をしているが、彼女は極きわめて聡そう明めいで責任感も強い。

　自分の置かれた状じよう況きようも、先の見通しが暗いことも理解したうえで、そこから逃げ出すことすらできずにいる。

　ユウキは少し困って、頭をかいた。

「……とりあえず、今、どうしたい？」

「え？」

「何か上手うまくいかないことがあったときは、とりあえず、目先の目標を定めるこった。これは俺の商売の師し匠しようだった爺じいさんに教わった」

「……どんなことにせよ、わたしが上手くいったら敵である先生は困るはずだと思うんですけど、いいんですか？　そんなこと言って」

「うまい話や、あからさまな善意には飛びつかない。お前、意外に商売人に向いてるかもな。うちのやつよりは適性がありそうだ」

　ユウキは苦く笑しようする。

「──神姫であっても敵であっても、お前は俺が責任持つべき教え子だ。それが理由になるかな？」

「…………」

　表情の選せん択たくに困った様子でカーヤはユウキを見ていたが、やがてふっと目を伏ふせた。

「わたし……ジャハルさんと、もう一度ちゃんと、話してみたいです」

「悪い選択じゃないと思うぞ」

『ちゃんと』と言うからには、まだ最善を尽つくしていないという自覚があるのだろう。その意識があれば、何かが変えられるかもしれない。

「じゃあ、まずはティナたち拾って帰るか。協力してくれるよな？」

《月戴く神しん姫き》は、こくんと肯いた。

　と、そのとき──

「……カーヤ？」

　ユウキは眉まゆをひそめる。

　彼女が、不意に凍こおりついたように動きを止めたのだ。

「そんな、どうして……？」

　蒼そう白はくな顔でぶつぶつと呟つぶやいている。

「聞いてない……わたし、なにもしてない……」

「落ち着け。何があった？」

「……転移、です」

　ようやく、カーヤはユウキの顔に焦しよう点てんを合わせ、る。

「ジャハルさんが、ティナさんのところへ」




　　　　＊　＊　＊




「むー」

　ティナは唸うなりながら目の前に立ちはだかるものを睨にらみつけた。

「邪じや魔まではないか！　通さぬか！」

「……怒っても迷めい宮きゆうの壁はどいてくれないと思うよ」

　苦笑交じりの声が背後から聞こえた。

「まあ、待とうよ。できることはなさそうだし」

「うむう……そうだな、仕方あるまい。心配ないぞ、アルフレート。ご主人たちは必ず来てくれるからな」

　ティナはそのことを確信していた。

　できることがない、というアルフレートの言葉は正せい鵠こくを射ている。

　突とつ然ぜんの地じ震しんと落盤。神姫としての力でパーティを保護したものの、そこでなけなしの神力ウイスを使い果たしてしまった。

　そして揺ゆれが収まってみると──ユウキたちとはぐれていたのだ。例の不快感が残っていることから判断すると、どうやらまた迷宮の再構成が起こったらしかった。

　アルフレートと二人で周辺の探たん索さくはすでに済ませた。……といっても、さほどの時間はかかってない。調べるべき部分がほとんどなかったからだ。

　石壁にはヒカリゴケが繁はん茂もしており、角灯の光石の助けがなくとも周囲の様子が見て取れる。薄うす明あかりに照らし出されているのは、五〇メテル四方ほどの石壁に囲まれた、広く殺風景な部屋。扉とびらの類たぐいも一いつ切さい存在しない。

　つまり閉じ込められているわけだ。虚きよ獣じゆうの脅きよう威いがないというのが救いか。

　ただ──

（……地震の前後、複数の神姫の力が干かん渉しようしてきていた気がする、が）

　その点が、引っかかるといえば引っかかる。しかし、神力を使い果たし、移動の手段もない今の自分にそれを追つい及きゆうする術はない。

　結局のところ救助を待つしかないのだった。

「……しっかし、ティナはユウキをすごく信用しているんだねえ」

「うむ、ご主人はそれに値あたいする男だからな！」

　ティナは胸を張った。

「……怖こわいと思ったりは、しないの？」

「む？　んー、そうだな、ティナが金かね勘かん定じようを間違えたり、商品をうっかり壊したときは怖いぞ？　そしてたいていその日の夕食から一品減らされる。あれは恐きよう怖ふだ」

「なるほど」

　アルフレートは苦笑を浮うかべた。

「しかし、妙みようなことを尋たずねるのだな。アルフレートはご主人が怖いのか？」

「……どうだろうね」

　少し口調を改めて彼は言った。

「大きな力や偉い大だいな才能に感じる畏い怖ふを『怖い』と表現するなら、そうなのかもしれない。ただし、力はそれを行使する人格によって、その現れ方を変えるものだと思う。だとしたら──」

　後半は独り言のようになっていた。

　よくわからないことを言うものだな、とティナは内心で首を傾げ──

　そして表情を凍りつかせた。

「──危ない！　後ろだ！」

　同時にアルフレートが剣けんを抜ぬき合わせる。一度、二度と金属のぶつかり合う音が響ひびき、血ち飛沫しぶきが上がった。

「やー、なかなかの反応だねー。なんつったけ、あんた、アル──アルフ？」

　抜き身の大剣を肩かたに担かついだ男が、そこに立っていた。

「アルフレートだよ。お褒ほめの言葉、ありがとう」

　吞のん気きな返答とは裏腹に、顔色は優すぐれない。肩口を鎧よろいごと大きく切り裂さかれて、血が流れ出している。

「君、確か、シュテファンのパーティの一員だったよね。先日の虚きよ竜りゆう騒さわぎ以来、行方ゆくえ不明で、生存を絶望視されてたと思ったんだけど」

「ああ、不死身のジャハルさんとでも呼んでくれ」

　ジャハルは余よ裕ゆうたっぷりで笑い返した。

　その顔はティナにも見覚えがあった。

　のみならず、いきなり問答無用で襲おそわれた記き憶おくも、だ。

「また、そなたか！　卑ひ怯きようではないか！　それとも何か？　誰だれかにいきなり斬きりかからねば死んでしまう病にでもかかっているのか？」

「病とは斬ざん新しんな意見だな……。ま、先手を取れば死ぬ確率を減らせるのは確かだと思うけどねー。もっとも標的は、そこのアルフさんじゃないんだけど」

「……ジャハルとやら」

　ティナは目を細めた。

「そなた、ここには転移してきたな。神姫の手のものか？」

「ご名答。剣使徒デユエリストだ。──と、ここまで言えば何が目的かはわかるよな、『六番目』のアルベルティナ」

　ジャハルはゆっくりと大剣を構えた。

　この気配には覚えがある。《聖盾スキユータム》の護まもりを切り裂き、神姫すら死に至らしめるという神遺物レリクイア──竜りゆう牙が神器。

「《紅炎大剣イグニス》ってんだ。抵てい抗こうしないなら楽に逝ゆける。痛みを感じる前に骨まで焼き尽くしてやるぜ──っとぉ」

　横合いから打ち込まれた剣を、ジャハルはいとも簡単に弾はじき返した。

「女の子に乱暴は感心しないねえ。君、もてないだろ？」

　軽口を叩たたいているが、アルフレートの表情に余裕は見られない。肩の傷は相当に深いようだ。

「この男の狙ねらいはティナだ！　下がっておれ、アルフレート！」

　治ち癒ゆ術をかける神力ウイスすら残っていないことに歯は痒がゆい思いを覚えながら、ティナは言った。

　アルフレートは軽く肩を竦すくめただけで、眼前の敵から視線を外していない。

「女ってのは欲ほしいときに力ずくで手に入れるもんだ。もてる必要なんざねーよ。──ってかさ、アルフさん、俺とやりあう気？　さっきは邪魔だったから斬ったけど、おとなしくしてるなら、別に見み逃のがしてやってもいいんだぜ？」

「あいにく僕は小心なんでね」

　アルフレートは笑う。

「傍ぼう観かんしてて、あとでフランカやユウキに怒おこられるのが、怖いんだ。君の剣なんかよりも、ずっとね」

「笑えねー冗じよう談だんだな。……んじゃ、怖がる間もなく死んどけ」

　同時に風を切る音。

　ティナの目にはその斬ざん撃げきの残像すら見えなかった。ただアルフレートが剣で弾いたので、それとわかっただけだ。

「ほーらほら、怖くないんじゃなかったのかあ？」

　金属音が連れん鎖さする。

「────ッ！」

　アルフレートは言葉を返す余裕もない。圧あつ倒とう的てきな守勢に追い込まれているのだ。

　傷の影えい響きようを別にしても、武器が違ちがう。膂りよ力りよくが違う。そして、技わざの冴さえがまるで違う。

　さらに──手て練だれの剣士といってもいいアルフレートを圧あつ倒とうしながら、おそらくはまだその実力の数分の一も出していない。そのことがティナにもわかった。

　横よこ薙なぎに払はらわれた大剣を受け損そこねて、アルフレートが体勢を崩くずす。

　間かん髪はついれず頭上から斬撃を叩き込もうとするジャハル。アルフレートはそれをぎりぎりのところで受け止める。

　鍔つば迫ぜり合いの体勢のまま、ジャハルは口を開いた。

「……どーも、何かこう、ノリが悪いな。なあ、あんた、何か奥の手みたいなの、隠かくしてねーか？　ま、どっちにしても殺すから、無いなら無いでいいんだけどねー」

　さほど力を入れたとも思えないのに、圧力が増した。

　アルフレートが呻うめき声を上げて膝ひざを突つく。

　ジャハルは絡からみ合っていた刃はをはずし、大剣を軽々と持ち上げ──

「じゃ、さよなら」

　斜ななめ上から振ふり下ろした。

　竜牙神器の刃は鎧などものともせず、肩口からアルフレートの体を両断し──

　──はしなかった。

「こ──のぉっ！」

　ティナが自らの体を割り込ませたのだ。

　大剣は乱入者を捉とらえ、アルフレートと共に吹ふき飛ばすが──両者の体はしっかりと原型を留とどめていた。

「く、ふふ、どうだ、邪魔してやったぞ！」

　ティナはゆっくりと立ち上がった。

　両りよう腕うでの皮ひ膚ふが破れて血がにじんでいる。が、傷はそれだけだった。

「その大剣、形状を見るに、まだ第一階かい梯ていであろう？　ならば《聖盾スキユータム》で受け止められるのだ！」

「……無む謀ぼうなお嬢じようちゃんだな。ま、そういう性格だってのは知ってたけどね」

「性格ではないぞ。これは神しん姫きの特質だ。──目の前で民たみが殺されようとしているのに、ただ黙だまって見ているとでも思ったか！」

「は、何の芝しば居いだ、そりゃ。《終しゆう焉えんの蛇へび》が」

「……何？」

　ティナは眉まゆを寄せた。聞いたことのない単語が出てきた。

「とぼけてるのか、自覚が無いのか……ま、いーや、関係ないし。──さて、護衛はお寝ねんねしたようだけど、どうする？　身一つで飛び込んできたとこ見ると、神力ウイスも使い果たしてるよねー？」

　アルフレートは地面に倒たおれこんでいる。息は──あるようだ。ほっとする。

「すまぬ。すぐにご主人が来るからな、しばらく休むといい」

「剣使徒デユエリストでもない相方をえらく信しん頼らいしてるんだな」

「当然だ。ティナにとっては剣使徒以上の存在だからな」

　それは胸を張って言える。

「…………」

　どんな感かん慨がいを覚えたのか、ジャハルがわずかに顔をしかめた。

「──とはいえ、無む抵てい抗こうで待つつもりもない。生き延びることに死力を尽つくさねば、ご主人に釣つり合う存在にはなれぬだろうしな」

　鼻息荒あらく、ティナは敵を見み据すえた。

「神力ウイスの尽きた今、ティナは可か憐れんな一少女に過ぎぬが、全力で足あ搔がく。足搔き抜くぞ。さあ、ジャハルとやら！　見事殺してみるがいい！」

「……やりにくいねー、どうにも」

　ジャハルは小さく息を吐はいた。

「まあ、戦う気がないうちの姫ひめさんよりマシか」

「んむ？　そなたがここへ来たのは、神姫の命を受けてのことではないのか？」

「事情が入り組んでるんでねー。ま、これから死ぬ奴やつに説明する必要もないけど。──信頼関係の必要ない神姫と剣使徒デユエリストも存在する。そう理解しといてくれ」

「なぜだ？」

　ティナは首を傾かしげた。

「そんなの寂さびしいではないか。神姫も剣使徒も、この世界では異質な存在だ。だから、お互たがい支え合い、補い合って満たされるのではないのか？」

　時間稼かせぎの意図はない。ただ純じゆん粋すいに不思議だった。

「ティナはゆえあって剣使徒を召しよう喚かんできなかった。ご主人に拾われるまで一人きりだった。だからわかるが──孤こ独どくは辛つらいものだぞ？　誰も傍そばにおらず、誰も信じられず、世界との接点がないというのは、寂しくて悲しくて、心を不安定にさせる」

「剣使徒には、安定より先に果たさなければならない使命があるんでね」

「ふむ、つまり孤独が辛いのは否定せぬのだな」

「…………」

　ジャハルは煩わずらわしげに舌打ちした。

　そして手にした大剣を一振り。巨きよ大だいな刃が形を変え、さらに一回り大きくなった。

　ティナはその迫はく力りよくに思わず一歩後ずさる。

「つまんねーこと言ってる暇ひまがあったら、命いのち乞ごいしようとか思わねーの？　そうやって死ぬまでユウキ・タカミガハラのことを信じてる気か？　──竜牙神器については知ってるよな。第一階梯から第三階梯まであり、どんどん威い力りよくが増す。ここからは《聖盾スキユータム》を紙のように切り裂く第二階梯だ。覚かく悟ご決めろよー？　《六番目の神姫》」

「言われるまでもない。ご主人が来るまで凌しのいで見せよう」

　怖こわくないわけではない。背中に冷たい汗あせが流れているし、足も小刻みに震ふるえている。

　しかし、死んでもそのことを認めてやる気はなかった。

「……あんたら神姫は、生き死にを甘あまく考えすぎなんだよ」

　苛いら立だったようにジャハルは唇くちびるを歪ゆがめた。

「綺き麗れいごとも理想も大いに結構。平和主義も信頼関係もそりゃ大切だろう。でも、死んじまったら何もかも無意味だってのが、わかんねーのかね」

「わかったうえで言っているに決まっておろう」

「わかってねえだろうがよ！」

　ジャハルの怒ど鳴なり声に、ティナはわずかに目を見開いた。

　そこには普ふ段だんのおどけたような響ひびきは微み塵じんもなかった。この男の真情が剝むき出だしになった気がしたのだ。

「──だとしても、そのときそのときで正しいと信じたことを貫つらぬくしかない。ティナは、そう思っている」

「…………」

　ジャハルは返答せず、肩かたに大たい剣けんを担ぎ、腰こしを落とす。

　そして口を開いた。

「……らしくねーこと言っちまったか。挑ちよう発はつがうまいねー、ティナちゃん。時間を浪ろう費ひしちゃったんで、そろそろ終わらせよっかねー」

「挑発したつもりはないが──な！」

　言い終えると同時にティナは動いた。

　大きく後ろに下がりつつ、目を閉じ耳を塞ふさぐ。そして力を発動。

「────っ！」

　ジャハルの目の前で光と爆ばく音おんが炸さく裂れつし、部屋の中が真昼のように照らし出された。

　会話の間に足元の角灯の光石から神力ウイスをかき集め、取り込んでいたのだ。

　──とはいえ、これで完全に神力は打ち止め。

　光と音で一時的に怯ひるませただけだ。おそらく五つ数えるうちには、ジャハルも動けるようになるだろう。そのあとはどう逃にげ回るか──

　全力で距きよ離りを開けながら頭を回転させるティナだったが、一いつ瞬しゆんでそんな計算は無に帰される。

　地面を大きく抉えぐりつつ、高熱を伴ともなった衝しよう撃げき波はが飛んできたのだ。

「わ──」

　直撃は免まぬかれたものの、足を取られて派手に転てん倒とうする。

　視覚聴ちよう覚かくが回復するより早く、勘かんだけでジャハルが《紅炎大剣イグニス》を振り抜ぬいたのである。

　華か麗れいに一回転──とは行かず、無様に転がってそれでもなんとか体を起こす。

　と、その目の前に巨大な刃が突き立てられた。

「やってくれるじゃねーの」

　ジャハルが凄せい惨さんな笑え顔がおでティナを見下ろしていた。

　逃げ場はない。立ち上がってどう動こうとも、彼が大剣でティナの体を両断する方が早いだろう。

　だからティナはジャハルを見上げ、口を開いた。

「……一つ訂てい正せいしておくぞ、ジャハル」

「何だ？」

「そなた、先ほど『死ぬまでユウキ・タカミガハラのことを信じてる気か？』と言ったな。いいか？　『死ぬまで』ではない。──神姫アルベルティナは、『死んでも』ユウキ・タカミガハラを信じるのだ！」

　言葉と同時にティナは思い切り地面を蹴けった。わずかでも、死から遠ざかるために。再び生きてユウキと見まみえるために。

　しかしジャハルの剣速はその動きを軽々と超こえる。

　刃は一瞬でその細い胴どう体たいに届き、《聖盾スキユータム》の守護を切り裂さき──

「うあっ！」

　ティナは声を上げて冷たい石いし床ゆかの上を転がった。背中を激しく打ち、呼吸が止まる。

　が──

（生きてる……？）

　傷はあるが、浅い。

　痛がる暇すら惜おしんで体を起こす。

　部屋に人ひと影かげが二つ、増えていた。

　ティナとジャハルの間に立ち、雪のように白い刀を携たずさえた影が言う。

「迷子はこちらかい？　迎むかえに来てやったぞ、ティナ」

「……遅おそかったではないか」

　涙なみだ声ごえになったのを悟さとられないように願いつつ、ティナは言った。




　　　　＊　＊　＊




　ジャハルの大剣がティナに届く寸前──割り込んだ《白雪大刀ニクス》で受け止め、弾はじき返すことに成功した。

　カーヤによる転移が、すんでのところで間に合ったのだ。

「──これはこれは、《雪せつ刃じんの王》」

　ジャハルは芝居がかった仕草で肩を竦すくめ、そしてユウキの隣となりの少女に視線を移す。

「そして我が主《月戴いただく神姫》様も。……いーやいや、非協力的で傍ぼう観かんしているだけならまだしも、まさか、お裏切りあそばすとはねー」

「わ、わたし、は……最初から、嫌いやだって言って……。て、転移は、《星撒まく神姫》様の力ですか？」

「そだよ」

「地じ震しんもそいつの仕し業わざか。意図はティナの戦力評価と位置特定だな」

　まず危機に追い込んでどの程度の神力ウイスを割さくか確かく認にん、そしてその力の気配から位置を見定め、ティナだけを切り取るように、迷めい宮きゆうを変化させたわけだ。

「おおむねその通り。《聖盾スキユータム》があるといっても、落らく盤ばんに巻き込まれたら身動きが取れなくなるだろうから、逃のがれるために力は使うだろう、という読みだね。まあ、転移が可能なほどの神力はないだろうし、そこで力を消費させて無力化するって意味合いもあったんだけど」

「迷宮の構造変化、精度は高くないよな。もし俺とティナがうまく分断できなかったら、どうするつもりだったんだ？」

「その場合はまた繰くり返し。まあ、カーヤちゃんがあんたの気を引いて引き離はなすとか、色々小細工も考えてた。しっかし、自ら止めにくるとは予想外だね。精々が泣いて震えて身動き取れなくなるくらいかなー、と思ってたんだけど。だからこそ、《星》の神しん姫き様に頑がん張ばってもらったわけだし」

「ジャハルさん、あなたは──わたしより、彼女の意志に従うんですか⁉」

「必要ならね。俺は勝利のためならどんな汚きたない手でも使うし、それで誰だれかに疎うとまれても構わないと思ってるんでー」

「そんな戦いに、何の意味があるんですか……」

　カーヤは一度目を閉じた。

　そして、勇気を奮い立たせるように顔を上げ、自らの剣使徒デユエリストに強い視線を向ける。

「剣を収めなさい、《月の剣使徒》」

　言われた方は、少し驚おどろいたように眉まゆを上げた。

「おーやおや、威い勢せいのいいことで。何か吹ふっ切れたかな？　それとも《雪刃の王》に唆そそのかされた？」

「わたしは──」

「訊きくけどさー、それは負けてもいいってこと？　その結果が死であっても？」

「い、いいってわけじゃ、ありませんけど……」

「なら、剣を収めて何が変わるのかな？　神姫たちが競きそい合い殺しあわなきゃいけないって現実は動かせないわけでさー」

　ジャハルは唇を吊つり上げる。しかしその眼めはまったく笑っていない。

「カーヤちゃんの中にも刻まれてるんでしょ？　敵を蹴け落おとして、たった一人、勝ち残らなければいけないって意志が。なら、勝つために、殺すために最善の方法を選せん択たくするのは当然のことじゃないの？　──じゃないと、死ぬよ？」

「で、でも……」

　カーヤは必死に自分の考えを伝えようとしていた。

「でも、わたしは、それだけがわたしの生きる意味だって、考えたく、ないです」

「…………」

「街で生活してみて、訓練校に通ってみて、そりゃ、嫌なことだっていっぱいいっぱいあったけど……わたし、楽しかったんです。今日だって、先せん輩ぱいに率いられ、お友達と一いつ緒しよに迷宮のことを勉強して……こんな企たくらみがなかったら、わたしがただの探たん索さく士だったなら、どんなによかっただろうって、何度も思いました。──こんな考え、間ま違ちがってますか？　殺し合いたくない神姫は、存在してちゃいけないですか？」

　ジャハルは答えない。カーヤもそれ以上の言葉は出てこないようだ。

　沈ちん黙もくが場を支配する。

　それを破ったのは──もう一人の神姫だった。

「えーと、つまり、その……カーヤが神姫だったということか？」

「今気づいたのかよ……」

　ユウキはため息をつく。

「……はい、わ、わたしが《月戴く神姫》です。だますような真似まねをして、本当に申し訳ありませんでした」

　カーヤはティナに向かって深々と一礼した。

「む？　何を謝る？　ティナだって正体を隠かくしていた。おあいこではないか」

　大おお真ま面じ目めな顔でティナは言った。

「お前、殺されかけといてそれかよ」

「違うぞ、ご主人。ティナを殺そうとしたのはカーヤではない。その男だ」

「ま、ね。神姫と剣使徒デユエリストが常に仲良しだとは限らないってことで」

　おどけた口調でジャハルは言う。

「俺はね、カーヤちゃんの平和主義に巻き込まれて死ぬのはごめんなんだ。だから、おとなしく殺されてくれると嬉うれしいんだけどな。──《終しゆう焉えんの蛇へび》」

　ティナは眉を寄せた。

「……さっきも思ったが、そのなんとかの蛇とは何だ？　ティナはそんな──」

「それを、どこで聞いた？」

　ユウキは割り込んだ。

　そのおぞましい言葉を聞いたのは──五年ぶりになるだろうか。

「おや、《雪刃の王》がご存知だったようだねー」

「……そうか《星撒まく神姫》、あいつか。組んでるんだったな」

　ユウキは呟つぶやき、そして続けた。

「神姫は五人。六人目は似て非なるもの《終焉の蛇》。──そう言われたか？」

「ま、待ってください。あの、『似て非なる』というのは、いったいどういう……」

「神姫と同等の力をもち、しかも他者に対する攻撃制限を持たない、だってよ」

　ジャハルはどこか歪いびつな笑えみを浮うかべた。

「つまり──奇き跡せきの力を使って人を殺せる神姫。すべてを終わらせるためだけに存在する、破は壊かい者。それが《終焉の蛇》アルベルティナなんだと」

「え……」

「…………」

　三者三様の視線がティナに集まった。

　だが、一番驚いているように見えるのは、当の本人だった。

「な……ティナは、知らぬぞ、そんな──」

　その瞬しゆん間かん、ジャハルが踏ふみ込み、暴風のような一撃を見み舞まう。

　しかし、その剣けん閃せんをユウキは受け止めた。

「……なんで邪じや魔まするかねー、《雪刃の王》」

　不満そうに大剣使いは言った。

「お前は、その話を信じたのか？」

「『六番目』に対する説明としては、辻つじ褄つまがあってるってくらいかなー。まあ、ティナちゃんの正体がどうあれ、殺しておけば後あと腐くされはない。俺は報ほう酬しゆうをもらえる」

「…………」

「神力ウイスが尽つきてる今が好機なんだぜ？　仮に竜りゆう牙が神器でも取り込まれた日には、俺ら皆みな殺ごろしだ」

　神力さえあれば、神姫は天候や災害すら自在に操あやつってみせる。それは人間の神術師などをはるかに上回る、奇跡の力だ。

『他者を傷つけられない』という制約が取り払はらわれた場合、竜牙神器を持った剣使徒デユエリストでも、単身では勝負にならないだろう。

「違う！　ティナは、そんな存在ではない！　ご主人、信じてくれ、ティナは──」

「わかってる」

　ユウキは穏おだやかに言い、ジャハルに向き直った。

「《星撒く神姫》の言ったことは半分正しい。《終焉の蛇》はかつて実在した。暴れまわって、大勢殺して、そして──滅ほろぼされた。《星撒く神姫》は過去、実際にその存在を見、その脅きよう威いを直接感じているはずだ。ただ、な──」

　視線を隣となりの少女に向ける。

「このティナが、それを継つぐもの、第二の《終焉の蛇》であるというのが誤解なんだよ」

「なぜそう言える？」

「俺自身もまた、過去に《終焉の蛇》と会っているからだ」

「…………」

　ジャハルは眉をひそめながらも、《紅炎大剣イグニス》下ろした。どうやら話だけは聴きく気になったらしい。

「《終焉の蛇》は、単に『他者への攻撃が可能』というだけではなく、それを好んで行うところに特色がある。内側に抑おさえきれない破壊衝しよう動どうや殺人衝動を抱かかえ、それを解放することに喜びを覚えるんだ。こいつは違う。俺は身近でずっと見てるが、そういう兆候は感じられない」

「信じられるかよ」

　ジャハルは即そく座ざに言った。

「いや、信じる信じないはいったん置くとしても、だ。じゃあ、なんで神姫が六人も出てきてるのかねー？　神姫は常に五人。ずっとそうだった。なら、増えた最後の一人が異物だと考えるのが自然じゃねーの？」

「……少し考えてみろ。神しん姫きはこれまで五人で、六人目の神姫らしきものが現れたのは今回が初めてだ。これはおそらく、どの神姫、五聖教会にとっても共通の認にん識しきだろうな。でも、さっきも言ったように、俺や《星撒く神姫》は、過去《終焉の蛇》に出会っている」

「……あれ？」

　カーヤが首を傾かしげた。

「だとしたら、計算が……当時も、神姫の力を持つものは、きっかり五人だけだったんです、よね？」

「そう。──なら、《終焉の蛇》は、どこにいた？」

　全員が口を挟はさまず、ユウキの言葉を待っている。

「答えは簡単だ。《終焉の蛇》は神姫の中に混じっていた。いや、正確に言おうか」

　ユウキはゆっくりと、しかしはっきりと口にする。

「《終焉の蛇》は神姫の中から現れた」

　胸の奥に苦いものがこみ上げてくる。しかし、ここで話を終えるわけにはいかない。

「《終焉の蛇》は、最初からそういう存在として誕生するんじゃない。かつて神姫だったものが、ゆっくりと変化していくんだよ。見た目も、基本的な人格もそのままで──ただ、嗜し好こうだけが変わっていく。《蛇》だという自覚が生まれ、誰かを殺すこと、何かを壊こわすことが楽しくて楽しくて、我が慢まんできなくなる」

　あらゆる感情は、殺人衝動、破壊衝動に転化される。怒いかりや憎ぞう悪おだけでなく、愛情や慈いつくしみさえも。そのことを、ユウキは知っている。

　神姫が神姫としての性格を残したまま、別の存在に変わっていく。それがどれほど恐おそろしく、おぞましいことか、傍そばで見てきた人間にしかわからないだろう。

「ご主人、その、もしや……」

　ティナが言いにくそうに口を開く。

　ああ、そうだな──とユウキは思う。普ふ段だんどれだけ能天気に見えてたとしても、こいつは愚ぐ鈍どんではなく、無神経でもない。

「そうだ、ティナ。俺の神姫だった。最後は請こわれてこの手で殺した。──《月》の二人は『神姫殺しの剣使徒デユエリスト』の話、聞いたことがあるんじゃないか？」

　そしてユウキは神姫たちの競争から降り、老商人に拾われ、街で暮らし始めたのだ。

　淡たん々たんと続ける。

「このことを知らない《星撒く神姫》から見れば、新たに現れた六人目は、そりゃ、怪あやしく見えるだろうさ」

「……あー、つまりあんたの言うのは、こういうことか。現在、神姫が五人、《終焉の蛇》が一人で計六人。ただし、誰だれが《終焉の蛇》かはわからない」

　そうだ、とユウキは肯うなずく。

「おそらく《終焉の蛇》の出現も、この世界の理ことわりに組み込まれている。神姫が死ねば、不規則に数年程度の間を開けて次の神姫が生まれるってことは知ってるな？　先代《月戴いただく神姫》ミュリエルが最初の《終焉の蛇》に変わる。そして、ミュリエルが神姫ではなくなったことで、数年後、カーヤが生まれる。ミュリエルが死んだことで数年後、ティナが生まれる」

　ティナが難しい顔で指を折っている。

「むー……これまでは神姫五人というのがずっと保たれてきたのだな。では、今後は五人と一人の状態がずっと保たれるようになる？」

「多分な。さっきも言ったように、《終焉の蛇》は神姫から変化する存在だ。つまり、前の宿主が死んだ時点で、無む作さく為いに選ばれた誰かの中に移動する。今現在、誰が《蛇》を飼っているかは不明。ついでに言うと、他ほかの神姫が事情をどこまで把は握あくしているのかは、俺も知らない。──俺の話は以上だ」

　しばらく誰も口を開かなかった。

「──なるほどねー」

　最初に言葉を発したのはジャハルだった。

「筋は通るかもな。ただ、それってほとんどあんたの推測だよねー？　証しよう拠こはない」

「……そうだな」

「であれば、信じる理由もないと思わね？　やっぱりエルちゃんの言うとおり、ティナちゃんが《蛇》なのかもしれない」

「…………」

　予測はしていた、しかし、望んではいなかった方へ事態が動こうとしていた。

「で、でも、ジャハルさん、それなら、エルフリーデさんの話の方にも、証拠はないわけだし……」

「その通り。そんなことは、最初からわかってる。──どちらにも確証がないのなら、さあて、どうするのが一番得だ？」

　ジャハルは楽しげに唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「ユウキの話が真実だとしても、ティナちゃんが《終焉の蛇》である可能性は消えない。まだ眠ねむってるだけかもしれないんだから。で、この子が《蛇》ではないとしたら神姫なわけで、競争相手の一人だってことになる。いずれにしても、始末すれば《星撒く神姫》に貸しが作れる」

「…………」

「あとついでに瑣さ末まつなことだけど、俺は個人的に戦いが好きで、あんたとは一回やりあってみたい。──結局、俺たちが戦わない理由なんて、何ひとつないんじゃね？　なあ、《雪せつ刃じんの王》」

「……かもな」

　やはりこうなってしまうか、とユウキは思う。

「俺の方はもっと簡潔だ。ティナから手を引かないというんなら──ここで殺す」

「ご主人……」

「や、やめて、下さい、どうして……」

　カーヤは口ごもり、そして涙なみだを浮かべて顔を上げた。

「どうして、いうこと聞いてくれないんですか！　そんなに殺し合いが好きなんですか！　どうかしてます！」

「……本当に、認にん識しきが甘いんだよね神姫さんたちは。死ぬってのがどういうことなのか、何もわかってない」

　ジャハルは薄うすく笑って言う。

「そ、そんなの、当たり前じゃないですか、死んだことなんか、ないんだし……」

「そこが剣使徒デユエリストと神姫の違ちがいなわけ。──なあ《雪刃の王》、あんたならわかるだろ？　自分の命と他人の命は重さが全然違うんだよね」

　神姫二人の怪け訝げんそうな視線がこちらを向く。

　ユウキは小さくため息をついた。

「ああ、これ、神姫の初期知識にないんだよな。ミュリエルの奴やつも驚おどろいてたっけ。ま、別に隠かくす義務はないんだが、あんまり触ふれたくない話ではある。──カーヤ、剣使徒は欠落を抱えているという話をしたよな？」

「は、はい」

「正確に言うとこうだ。──剣使徒の資格を持つのは欠落、つまり大きな喪そう失しつ感かんを抱えたまま、失意のうちに命を落とした人間だ。『このまま死ぬなんて、耐たえられない』って奴が、召しよう喚かんにより甦よみがえらされて、神姫に使し役えきされるようになるんだよ」

「え──」

　カーヤは絶句する。

　代わってティナが口を開いた。

「で、では、ご主人も──？」

「一度死んでる」

『人になりたかった』という想おもいを抱えたまま、『道具』として仲間に処分された。

　以前ティナに『今の自分は剣使徒たる資格を持たない』と言ったことがある。それはつまり、現在、ユウキが生きているからに他ならない。

　剣使徒の召喚というのは、神姫がその生しよう涯がいでたった一度だけ使うことを許された、反はん魂こんの法なのだ。

「そして、神姫に仕えることと引き換かえに、生前の後こう悔かいを払ふつ拭しよくする機会を与あたえられる」

　それをさせてくれる神姫の元に召喚される。

　そう、ユウキが『人として生きる』という願いを叶かなえたように。

「そいつ、ジャハルは勝利に異様なこだわりを見せるんだったな。どんな前世だったか知らないが、かつて負けて死んで、そのことをずっと引きずってるんだろ」

「そーの通り」

　ジャハルは肯いた。

「俺、もともとは傭よう兵へいでねー。これでもちったあ知られた名だったんだぜ？　──が、ある戦いくさでドジ踏ふんで、圧あつ倒とう的てきな数の暴力に屈くつしちまった。まあ、一対多が悪いってわけじゃない。どんな手を使っても、最終的に勝ったほうが強いんだ。だからこそ、俺は自分が負けたことが許せなかった。そんなわけで──」

　ジャハルは大剣を構える。

「俺は勝ちたい。どうしても勝ちたい。勝ち続けたい」

「…………」

「この狂くるおしいほどの想いの強さ、あんたなら、わかってくれるよなー？　──《紅炎大剣イグニス》、第三階かい梯てい、解放」

　大剣がまた形を変えた。大きさとしてはむしろやや縮んだかもしれない。第一階梯のものに極きわめて近い、簡素な形状だ。

　しかし──今はその周囲を紅ぐ蓮れんの神力ウイスが、圧倒的な厚みをもって取り巻いている。

「……アルフレートのおっさんを引きずって、壁かべ際ぎわまで下がれ、ティナ」

　ユウキはティナに言い、小さく息を吐はく。

「久しぶりだな。──《白雪大刀ニクス》第三階梯、解放！」




　　　　＊　＊　＊




「やめ──！」
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　カーヤの声は吹雪ふぶきと爆ばく炎えんにかき消された。

　竜りゆう牙が神器の第三階梯──圧倒的な破は壊かいの力を十全に発揮する、最終形態。

　ジャハルから話には聞いたことがあったが、目にするのは初めてだった。

　だから彼らが正しよう真しん正しよう銘めいの本気だと理解できたし、もはや止める術すべがないということも感じていた。

（でも……）

　引き下がって嫌いやだ嫌だと嘆なげくだけでは、これまでと何も変わらない。

　ジャハルにも、ユウキにも、傷ついてほしくない。傷つけてほしくない。争って血を流す場面など見たくもない。

　落らく盤ばんからパーティを庇かばい、そしてユウキと二人この場所に転移したことで、神力ウイスをかなり消費してしまった。

　しかし、まだ僅わずかに残っている。これで何かができるか？

　と、そのとき──竜牙神器同士の衝しよう突とつの余波が飛んできた。

「きゃ──」

　小さな体が吹ふき飛ばされる。

「──っと」

　背中に支えられる感かん触しよく。ティナがカーヤの体を抱だきとめていた。

「むー、剣使徒デユエリスト同士の戦せん闘とうとは、実に凄すさまじいものだな。──ああ、ご主人の方は元剣使徒だが」

「なにを、吞のん気きな──！　ティナさん、あのひとたちを止め……！」

　そこでカーヤは息を吞のむ。

　ティナの横顔は蒼そう白はくで、その拳こぶしは固く固く握にぎり締しめられていた。

「……ティナは、別にカーヤやあのジャハルという男と敵対したいとは思っておらぬ」

　視線をユウキの一挙手一投足に釘くぎ付づけにしながら、彼女は言う。

「が──神しん姫きとして、降りかかる火の粉を浴び続けて良い立場でもない。ティナは弱く身を護まもる力を持っておらず、ご主人はそんなティナのために命をかけてくれている」

「…………」

「彼がティナのために必要なのだと判断したなら、ティナは全面的にそれを受けいれる。その義務と責任があるのだ」

「せき、にん──」

「助けに来てくれると信じていたら、ご主人はちゃんと助けに来てくれた。だから、今回も信じて、ただ戻もどってきてくれるのを待つのだ。ああ、でも──」

　ティナは笑った。

「誰かをただ信じるというのは……怖こわいものだな。こんな感情は初めて知ったぞ」

「…………」

　カーヤは何も言えなかった。

　護り人との関係も、神姫としての覚かく悟ごも、なんて自分とは違うのだろう。

　──ああ、わたしは、欠けつ陥かん品だ。

　そうカーヤは思う。

　剣使徒デユエリストを信じられず、剣使徒からの信しん頼らいも得られず、無力で、覚悟や決意すらどこにもない、惨みじめなガラクタだ。

　目の前の現実も、自分自身も、なにもかも──いっそ全部、粉々に壊こわれて跡あと形かたもなく消え去ってしまえばいいのに。

　そんな気持ちが湧わき上がってきた。




　　　　＊　＊　＊




　打ち合いは四〇合を超こえていた。

　一いつ般ぱん的に言えば、細身の刀は軽く速く、大剣は重く力強い。

　だが、武器の性能も使い手の技量も常じよう軌きを逸いつしているこの戦闘に、そんな常識の通用しようはずがなかった。

「──っはあ！」

　奔はしり抜ぬけたはずの分厚い鉄てつ塊かいが、倍する速度で戻ってくる。

　それを白い刀身ががっちりと受け止め、はじき返す。

　攻こう勢せいに転じた刀が、高速の八連撃。

　しかし、大剣がそれに劣おとらぬ速さで閃ひらめき、その全すべてを打ち落とす。

　ユウキは後ろに飛びつつ、刀を横よこ薙なぎに振ふるった。

　神力ウイスが白色の衝しよう撃げき波はとなって奔り、敵に襲おそい掛かかる。

　しかし、ジャハルの大剣から迸ほとばしった炎ほのおに、相そう殺さいされた。

　お互たがい、距きよ離りを取って向かい合う。

「さーあ、どうした？　伝説に謳うたわれるその腕うで前まえ、見せてくれよ」

　ジャハルの挑ちよう発はつに、ユウキは無言をもって応こたえた。

　なるほど、確かに強いな──と、お世辞抜きの評価を下す。

　剣使徒デユエリストとしての生は未いまだ短いとはいえ、その名前に恥はじない腕前だ。

　ユウキはちらりとティナの方に視線を向ける。唇くちびるを引き結んで、じっとこちらを注視している。そこにあるのは、ユウキの戦いを見届けるという、強い意志。

「……まいったね、そこまで期待されたら、手が抜けないじゃないか」

「ああ？」

「なあ、ジャハル、お前『《雪せつ刃じんの王》と《暗黒鬼き》』って話を知ってるか？」

　ジャハルはわずかに眉まゆをひそめる。

　ユウキはお構いなく続けた。

「《雪刃の王》が剣使徒デユエリストの座を追われた後、《暗黒鬼》ってのがその座に収まった。前任とは対照的に黒い刀を振るい、虐ぎやく殺さつの限りを尽つくしたってな」

「……それが？」

「先代《月戴いただく神姫》はミュリエル。剣使徒は俺。そしてその次の《月戴く神姫》はカーヤ。剣使徒はお前。神姫がその生涯で剣使徒にできるのはただ一人きり。では──《暗黒鬼》とは誰だれだ？」

「そりゃ、あんたしかいねえだろう──がッ！」

　刃と刃が衝突する。ジャハルが大きく踏み込んだのだ。

　振り下ろされる大剣を受け流し、《白雪大刀ニクス》を斜ななめに一振り。白雪色の衝撃波がジャハルに襲い掛かるが、またしても紅蓮の炎に打ち消される。

「あんたは《終しゆう焉えんの蛇へび》の手下として、殺しまくった。その際に高潔な《雪刃の王》の名前だと不便だから、別の名を使った。そんなところかあ？」

「ま、大体その通り」

　──次で決める。

　ふう、と息を吐き、ユウキは《白雪大刀ニクス》を腰こしだめに構えた。凍とう気きとして具現化した圧倒的な神力ウイスが、凝ぎよう集しゆうされていく。

　ジャハルは《紅炎大剣イグニス》を肩かたに担かついだ。こちらも紅くれないの神力ウイスが刃に集まっていく。正面から受けて立つ構えだ。

「……なら、《暗黒鬼》が使った黒い刃とはなんだと思う？」

「あ？」

「幕引きと行こうか。──さあ、存分に吹き荒すさべ、《白雪大刀》！」

「焼き尽くせ、《紅炎大剣》！」

　紅あかと白の衝撃波がぶつかり、せめぎあい、荒あれ狂う。
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（勝てる──！）

　ジャハルは確信していた。

　炎と雪、お互い相殺しあう特性だ。しかし、余力は未だ十分、このまま押し切れるという確かな手応えがあった。

「これで──終わり、だああぁぁぁッ！」

　煙けむる視界の向こう側にいる《雪刃の王》を脳のう裏りに思い描えがき、そこにこれまでで最大の炎を叩たたき付けた。

　爆炎は一いつ瞬しゆんで《白雪大刀ニクス》の神力ウイスを飲み込み、圧あつ倒とうし、吹き抜けた。

「……どう、だ？」

　肩で息をしながら、ジャハルは敵の姿を探さぐる。視界が晴れてくると、床ゆかに突つき立った白い刀が見えた。

　刀、だけだ。持ち主は──？

　そう思った瞬間──ジャハルの背から胸へ、刃が貫つらぬいた。

「な……あ……？」

「《黒死小刀モルス》、第三階梯解放。──これが《暗黒鬼》の剣だよ」

　声は背後から聞こえた。

　まったく気配を感じなかった。華か麗れいな剣けん技ぎなどではない、これが、この男の本領か。

　ただ確実に『殺す』こと。それのみに特化した──暗殺術。

「俺の勝ちだ。大剣使い」

「か、は──」

　刃が引き抜かれる。口から血がこぼれ、がくん、と視界が下がる。

「──ジャハルさん！」

　悲鳴のような声が聞こえた。
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　娼しよう婦ふの母から生まれて、一〇歳のときに家を飛び出した。

　それ以降、何らかの集団に所属したことはない。

　文無しで、飢き餓がにさいなまれるのは日常茶飯事。最初は盗ぬすみで、次いで剣を振って金を稼かせぐことを覚えた。後者のほうには才能があったようで、一五のときにはどうにか食っていくのに困らなくなっていた。

　あるとき、地方領主に雇やとわれ護衛を務めることになった。

　領主は代だい替がわりしたばかりの年若い少年だった。おそらくは十代の前半から半ばくらいだっただろう。

　近きん隣りんは紛ふん争そうが激しく、彼の両親も戦いくさで命を落としたのだという。

　兵力が慢まん性せい的に不足気味なのは、傭よう兵へいに頼たよっていることからも明らかだった。

　少年は人ひと懐なつこかった。いくら邪じや険けんに扱あつかっても、まったく落ち込む素そ振ぶりすら見せずに話しかけてきた。

「農地をね、もう少し広げたいんだ」

　あるとき領内を巡じゆん検けんしながら、少年は言った。

「民たみを支えるのはやっぱり食物だから。供給を安定させることができれば、人口も増えると思う。品種改革や、肥料の研究、色々やっているけど、やはり農地をもっと確保しなきゃ」

　そして苦く笑しようする。

「争いが絶えないこんな状じよう況きようじゃ、それが一番難しいんだけどね。勝ち続けて、何とか領地を維い持じしていかないと。ああ──でも、いつかは実現させたいなあ、誰だれ一人ひとり、飢うえることのない世界」

　夢物語だ、と思った。口に出してどう返答したかは、覚えていない。

　しかし、今まで刹せつ那な的な生き方を選せん択たくしてきた自分が、初めて未来というものを意識したのはこのときだった。

　少年の『先』を見てみたいと思ったのだ。

　民にもっと暮らしよい環かん境きようをと願う、聡そう明めいな理想家。永らえることができれば、あるいは何らかの業績を残せたのかもしれない。

　──そうはならなかった。

　少年の努力により発展しかけていた農業が、周辺勢力の欲よく望ぼうを刺し激げきしたのだ。

　最終的にやってきたのはどこの軍だったのかは、知らないし興味もない。

　ただ、それまでの小こ競ぜり合いとは比べ物にない兵数だったことを鑑かんがみれば、おそらく本ほん腰ごしを入れて少年の領地を獲とりにきていたのだろう。

　敵を蹴け散ちらし、小さな居城へと駆かけつけたとき、少年はすでに事切れていた。

　呆ぼう然ぜんとたたずんでいると、いつの間にか周囲を大勢の敵兵に取り囲まれていた。

　それが最さい期ごの記き憶おく。

　ありふれた、それこそ無数にあった、一地方の戦乱とその結末だった。




　死とは、何かをなしえる無限の可能性が潰ついえることだ。彼はそれを悟さとった。

　能力も努力も才能も知性も──

（負けて死ねば、何もかもが無意味だ）

　彼は、強く思う。

　護まもりきれなかった自分に対する激しい怒いかりを抱いだきながら。




　だから。

　今度こそは──勝利を。

　主に、勝利を。そして、未来を。
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「く──そったれがあぁぁッ！」

　ジャハルは咆ほう哮こうしながら大剣を振り抜いた。
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「────っ！」

　ユウキは辛かろうじて重い一いち撃げきを受け流した。

　その手にあるのは、刃は渡わたり六〇センチほどの、黒刃の小刀。

　ジャハルは力を使い切ったように膝ひざを突いた。胸は血に染まっている。

　しかし、その瞳ひとみに宿る戦意は、なお衰おとろえを見せていない。

「……急所をかわしてたか。お前もたいがい化物だな」

　そう、必殺を期した刃は、わずかに心臓を外していた。

「だめ、う、動かないでください！　ジャハルさん！　今、傷を治して──」

　カーヤは駆け寄ってジャハルの体を支え、神しん姫きの力を行使しようとし──そして顔を凍こおりつかせた。

「うそ……どうして？　力が、働かない……」

「悪いな。無む駄だなんだ」

　冷たく聞こえるのを承知で、ユウキは言った。

「《黒死小刀モルス》第三階かい梯てい、特性は『確実な死』。──その傷はあらゆる治ち癒ゆ術、そして時間遡そ行こうの奇き跡せきすら拒きよ絶ぜつする」

　かつてミュリエルの命を奪うばった武器。ユウキの痛みの象しよう徴ちよう。

　二度と使う気はなく、しかし手放すこともできなかった、もう一つの竜りゆう牙が神器。

「お前、間ま違ちがいなく強いよ。何千何万の軍勢を前にしても、たった一人で立ち向かえるだろうさ。そういう状況だったなら、むしろ、俺の上を行くかもな」

「て、めえ……」

「でも、一対一の殺し合いなら、それは俺の舞ぶ台たいだ」

　標的を確実に殺す『道具』──ただそうなるためだけに、修練を積んできたのだから。

「──ざけ、んな」

　ジャハルは言葉を搾しぼり出すように言った。

「まだ、生きてるぜ、俺は。さあ、もう一勝負……血が流れ出切るまでに、まだあと何回かは、打ち合えんだろ」

「お願い、です。もう、いいですから──動かないで……」

　泣きそうな顔のカーヤを押しのけ、ジャハルは立ち上がる。

「……たいした執しゆう念ねんだな。そうまでして勝ちたいか？」

「当たり、前だ。俺ら傭兵は、ご大層な、理念や理想の、ためじゃねえ、ただ勝つために雇われ、戦うん、だ。……成果を、もたらさなきゃ、存在価値なんかねえんだよ！」

　ゴボッという湿しめった咳せきの音とともに、血が溢あふれて床に落ちる。

　ジャハルは意に介かいした様子もなく、手で口元を拭ぬぐった。

「続け……ん、ぞ」

　意識はある。手足も動く。剣が握にぎれる。ならば、まだ負けてはいない。

　──そんな意思が伝わってくるようだった。

「……ああ、そうか」

　そのときティナが、小さく呟つぶやいた。

「神姫を軽かろんじる剣使徒デユエリストとはまた、理ことわりに外れた存在だなと思っていたが──得心がいった。『神姫の』勝利のためにはどんな汚きたない手でも使うし、それで『神姫本人にすら』疎うとまれても構わないと思っている。うむ、ちゃんと辻つじ褄つまが合うではないか。なあ、カーヤ」

「え……？」

　よく意味が飲み込めなかったのか、カーヤは戸と惑まどった顔をしている。

　ユウキはため息をついた。

「そういうことだな。──カーヤ、そいつはな、『勝ちたかった』んじゃない。お前を『勝たせたかった』んだよ。どんなことをしてでも、勝って、お前を生き残らせたかったんだ」

　主を勝利に導けなかった。

　生き永らえさせることができなかった。

　──それがジャハルの抱かかえていた欠落。死に至るまで抱き続けた後こう悔かい。

　それを取り戻もどすために、彼は今ここに居り、剣を握り続けている。

「ジャハル、さん──？」

　カーヤは剣使徒デユエリストに視線を向ける。

　そんな彼女をそっと優やさしく押しのけ、ジャハルは前に出た。

「……お喋しやべりは、終わった、か？　ぶった切られる、覚かく悟ごは、できたんだろう、ねえ」

　まだ勝利を諦あきらめていない──否いな、頑かたくななまでに信じている目だった。

「──《白雪大刀ニクス》」

　ユウキはもっとも手に馴な染じんだ得物を呼び戻す。

　一ひと太刀たちで、決着を付ける。
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　ユウキとティナの言葉は耳に届いていた。

　しかし、実感はできなかった。




　──ジャハルさんが勝利に固こ執しつしていたのは、わたしの、ため？

　──こんな、臆おく病びようで役立たずのわたしを、死なせないため？




　いや、だめだ。

　そんなことは認められない。

　だって──こんな自分のために、誰だれかが命を捨てるようなことがあってはならないのだから。

　カーヤはそう思う。

　しかし、彼はカーヤの言葉では、絶対に止まってなどくれない。

　どうしたらいい？　どうすれば彼は戦うのを止めてくれる？




　世界は常にカーヤの意に逆らう。

　逃にげ出したいと何度思っただろう。

　壊こわしてしまいたいと何度思っただろう。




　──ああ、そうか。




　そのとき、カーヤの心にある考えが芽め吹ぶいた。

　それはあっというまに大きくなり、具体的な形をとる。




　意識してカーヤはその唇くちびるの両りよう端はしを、きゅっと吊つり上げる。

　内気でおとなしかった彼女には似つかわしくない──邪じや悪あくな歓かん喜きの笑えみの形に。




　──壊してしまえばいいのだ。彼も、自分も。
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「い、ま……そこ、まで行って……殺して、やる」

　ジャハルは残った力の全すべてを振ふり絞しぼり、歩を進める。

　他者のために、命を張る。

　それは意志のない『道具』であった自分が憧あこがれた、人のかたちだ。

　最大限の敬意を払はらうに値あたいする。

　──だからこそ、終わらせるのをためらったりはしない。

　それが侮ぶ辱じよくにしかならないと、知っているからだ。

「……じゃあな」

　首元を一撃で断つように、ユウキは刃はを奔はしらせる。

　──その直前。

「が──⁉」

　ジャハルが目を見開いた。そして派手に喀かつ血けつする。

　──その胸から、人の腕うでが生えていた。

《月の剣使徒デユエリスト》は、背後を振り返る。

　そこにあったのは、楽しそうな笑みを形作る、少女の顔。

　主の、顔。

「な、ぜ──？」

「ほんと、言うこと、聞いてくれないんですから、ジャハルさんは」

　笑顔のまま、《月戴いただく神姫》は口を開く。

「でも、気付いてしまえば簡単なことだったんですよ。言って止まってくれないなら、壊しちゃえばいいんです。最初から我が慢まんせず、こうすればよかった。──はい、お疲つかれ様でした。お休みになってくださーい」

　肉の弾はじける音ととともに、胸に大穴が開いた。

　そのまま、ジャハルは崩くずれ落ちた。

「カーヤ、そなた、いったい……」

　背後で茫ぼう然ぜんとティナが呟いた。

「わたしはわたしですよ、ティナさん。あ、ユウキ先生、その顔、わたしがおかしくなったんじゃないかと思ってますね？　残念ですけど、正気ですから。──ああ、すごくいい気分」

　クスクスと肩かたを震ふるわせる。そこに見える感情は、紛まぎれもない歓喜だ。

　神姫が、他者を攻こう撃げきした。のみならず平然と笑っている。

　その事実が意味するのは──

「《蛇へび》……か？」

　思わず一歩下がった。

　幾いく度どとなく死線をくぐった経験を持つユウキが、ほんの一いつ瞬しゆん気を吞のまれた。

（──くそ！）

　舌打ちする。

　今、この瞬間に、先手を打って仕し掛かけるべきだった。神姫の奇跡の力を攻撃に使われたら、勝ち目がないというのに。

「あらあら、怖こわい顔」

　ユウキやその手の竜牙神器に怯おびえる素そ振ぶりも見せず、カーヤは無造作に足を進める。

「……お前が、《終しゆう焉えんの蛇》なのか？」

「だったら、どうするつもりです？　ユウキ先生」

　幼い外見にそぐわない、淫いん蕩とうさすら感じさせる表情で少女は言った。

「わたしのことなんて、どうでもいいじゃないですか。ね、すごく心が弾はずむんです。わかります？　もう、じっとしてられなくて、何もかも全部、全部全部全部、めちゃくちゃにしたい気分！　ほーらほら、こんな風に！」

　言葉と同時に、ユウキの眼前の床ゆかが吹ふき飛んだ。

　視界が舞まい上がった土つち煙けむりに遮さえぎられる。何も見えないなか、ただカーヤの高らかな笑い声だけが響ひびく。

「ティナ！　こっちだ！」

　怒ど鳴なりながら、その小さな体を抱だきかかえ、距きよ離りをとる。

「ご主人、あれは……まさか、カーヤがそうだったのか？」

「…………」

　ユウキは返答できない。背中に冷たい汗あせの感かん触しよくを覚えていた。

　相手は念じるだけで自分たちを殺せる。この間合いで、攻撃が間に合うだろうか。

（いや──）

　そもそも自分はカーヤを、あの気弱な教え子だった少女を、本当に殺せるのか？

　逡巡が許されたのは一瞬だけ。

　土煙がゆっくりと薄うすれ始めた。二〇メテルほど向こうに、小さな神しん姫き──あるいは《終焉の蛇》──の姿が見える。

　ユウキは迷いを振り切り、全力で床を蹴けった。が、その瞬間──

「ご主人！　止まれ！」

　ティナの声。

　同時に、突とつ如じよ立ちふさがった人ひと影かげからの、強きよう烈れつな斬ざん撃げき。

「な──」

　どうにか受け止めて体勢を整える。

　一方、人影は力を使い果たしかのように、がくりと膝ひざを折った。

「ジャハル……？」

　ユウキは眉まゆを寄せた。

　それはカーヤに胸を吹き飛ばされたはずの大剣使いだった。

「……なぜ庇かばう？　そいつはお前を殺そうとした、もう神姫とは呼べない存在だ」

「…………」

　ジャハルの体は小刻みに震えている。

　怪け我がによる痙けい攣れんか、あるいはもう体を支える力すら残っていないのか──と思ったが、そうではなかった。

「く……はは……ははは、あははははははははっ！」

　彼は笑っていた。心の底から愉ゆ快かいそうに。

　そして啞あ然ぜんとするユウキに視線を向ける。

「何バカみたいな顔してんの、《雪刃の王》。──いやいや、これが笑わずにいられるかっての。俺もあんたも、あっさり裏かかれてるんだからなー。化物級の戦せん闘とう能力を自負する俺たちが、小こ娘むすめ一人に手玉に取られてんだ。最っ高の笑い話じゃないか！」

「何──だって？」

　ユウキはカーヤに視線を移した。

　少女は少し離はなれたところで立ちすくんでいた。

　その表情は──見慣れた、気弱で自信なさげなものだった。先ほどまでの狂きよう熱ねつは、欠片かけらも窺うかがえない。

「ジャハルさん、どうして──どうして、起きてきちゃうんですか？」

　カーヤは彼女の剣使徒デユエリストを涙なみだ目めで睨にらむ。

「どうして、人の努力を台無しにするんですか⁉　じっとしてれば、あ、あなた、だけでも、助かったのに──」

「……頼たのんでないっての」

　再びジャハルは立ち上がり、こちらを向いた。

　胸の傷は明らかに小さくなっており、出血も止まっている。

「時間遡そ行こうの奇き跡せきが、機能している……」

　ティナが呟つぶやくように言った。

　そこでようやくユウキは理解した。

《黒死小刀モルス》でつけた傷はどんな方法であっても再生しない。

　だからカーヤは傷をその外側の肉ごとえぐって除去し、その上で神姫の力を使って時間を逆流させたのだ。

『害する』のではなく『治す』と意識している場合、攻撃制限は発動せず、相手の身体からだを傷つけることが可能になる。ティナがセリムの手当てをしたときのように。

「全部……演技か」

　あの狂くるった台詞せりふも笑顔も、全部。

　つまり、ユウキの話から得た情報を元に《終焉の蛇》を演じ、ユウキたちの撤てつ退たいを誘ゆう導どう、最悪でもジャハルが回復するまでの時間を稼ごうとしたのだ。

　自分が《蛇》として殺される可能性を承知の上で。

（やられた、な）

　それは素す直なおに認める。

　ただ──結果は彼女にとって最悪の方向に進もうとしていた。

「ジャハルさん、お願い、もう──」

　懇こん願がんするカーヤを押しのけて前に出ると、ジャハルは大剣を構えた。

　そう、命ある限り、こいつが戦いを止めるはずがないのだ。

「さて、待たせたねー。続きと行こうか」

「……結果は同じだぞ？」

　ユウキも腰こしを落として構える。

　おそらくはもうカーヤに神力ウイスは残っていない。あれは一度きりの大おお博ばく打ちだったのだ。

　なら、もう一度殺しなおすまで。

「ジャハル、さん……」

「手の内見せといてなお勝つつもりってのは、少々傲ごう慢まんなんじゃないかねー」

「試ためしてみりゃはっきりするだろ」

「上等上等。なら、もう少し楽しませて──」

「ジャハルさん！」

　カーヤは大声を上げ──同時にジャハルの膝を思い切り蹴りつけた。

　完全で完かん璧ぺきな不意打ちだった。大剣を縦じゆう横おう無む尽じんに振ふるう剣使徒デユエリストが小さく悲鳴を上げ、あっけないほどあっさり膝をついた。

　予想外の成り行きに、ユウキはぽかんと口を開ける。

「……ああ、なるほど」

　背後でティナが感心したように言った。

「今のは、死へ向かおうとするジャハルを止める、という意識になるのだな」

　当のカーヤは、こちらの様子など目に入っていないようだった。

「い、い、いい加減にしてくださいッ！　どうして言うこと聞かないんですかッ！」

「……負けたくないからだよ。ああ、痛ぇ」

　顔をしかめながらジャハルは脚あしをさする。

「そんなに勝ち負けが……わたしなんかの勝ち負けが、大事なんですか⁉」

「勝たせるのが俺の仕事だから。──はいはい、カーヤちゃんは下がってる。巻き添ぞえを食うからねー」

「余計なお世話です！　これは神姫の戦いなんですよ！」

「なら、なおのこと俺が──」

　言葉は途と中ちゆうで途切れる。

　カーヤが泣きそうな顔で、ジャハルの服を両手で摑つかんだからだ。

「神姫の、わたしの戦い、なんです。だから──わたしが決めます。戦う意味も、何が勝ちで何が負けかも、その価値も、全部。そうじゃないといけないんです」

「…………」

「最初からわたしが負うべき責任だったんですよ。なのに、何もしたくないって泣くだけで、ずっと逃にげ回って、ジャハルさんに全部引き受けさせてました」

　そして、少し悲しそうに目を伏ふせる。

「わたしは、二つ、間違えました。自分の責任を自覚しなかったこと。そして、ジャハルさんが何を望んでいるのか、考えもしなかったこと。──剣使徒だって、神姫が護まもるべき人々に含ふくまれているのに、ね」

「カーヤちゃん、俺は──」

「わたしの考える勝利とは！」

　ジャハルの言葉は遮られる。

「自分の意志を通すことです。今、わたしはジャハルさんを止めたいと願い、それを叶かなえます。今、わたしはジャハルさんにわかってほしいと願い、それを叶えます。それは紛まぎれもなく、わたしの、勝利なんです。だから──」

　カーヤは微笑ほほえむ。

「ジャハルさんは、ずっとわたしを護ってください。わたしが、わたしの意志を通せるように」

「…………」

　ジャハルはしばらく無言。そして跪ひざまずいたまま、顔を伏せた。

　──ごく一いつ瞬しゆんだが、ユウキにはその姿が女王の前で頭をたれる騎き士しのように見えた。

「……で、どうしたいの、カーヤちゃんは」

　ため息混じりに顔を上げ、ジャハルは問う。

　カーヤはこちらを向いた。

「あの……休戦しませんか？　痛み分けということで」

「さて、な。そうする理由がこちらにあると思うか？」

　ユウキは静かに続ける。

「傷が塞ふさがっても、失った血液や体力が戻もどるわけじゃない。ジャハルの体調は万全には遠いだろう。それに──ティナ、カーヤの力が働いていたのは、傷口だけだな？」
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「うむ」

　神姫は肯うなずいた。

「つまり、ジャハルを完全回復させるだけの余よ裕ゆうはなかった。傷の治ち療りようになけなしの神力ウイスを使いきった今、カーヤの方にもできることはもうない」

「あの、神力を使いきったのは、ティナさんもではないですか？」

「うむ。これ以上何もできぬな」

　バカ正直な神姫に、ユウキは眉をひそめる。

「……だとしても、有利なのはこちらだ。今、まともに動けるのは俺だけだということだからな」

「そうで、しょうか？」

　カーヤは小さく首を傾かしげた。

「えっと、わたしが神力を使い切ったと、どうしてわかります？　ユウキ先生が状じよう況きようから、推測しただけですよね？」

「……仮に残っていても、大したことができる量ではないだろ？」

　神力に余裕があったら、迷めい宮きゆうの中でも、ジャハルを止めるときにしても、もう少しやりようがあったはずだ。

　少し思案するような表情を見せ、カーヤは言った。

「ね、ユウキ先生──《終焉の蛇》のように振舞っていたという事実は、わたしが《終焉の蛇》ではないことの証明になると思います？」

「…………」

　なるほどな、と、ユウキは思う。

《蛇》ではないものが《蛇》のように振舞っていたのか、《蛇》が《蛇》のように振舞っていたのか──それを区別する術すべはない。

　人体は脆もろいものだ。頭に小さな穴を一つ穿うがたれるだけで、簡単に死に至る。そして《終焉の蛇》なら、ほんのわずかな神力でそれをやってのけるだろう。

　カーヤの表情からは内心は窺えない。いつもの少し気弱そうな笑顔で、完全に感情を隠かくしている。

　彼女は今、彼女なりのやり方で、戦い始めることを決めたのだ。

　昂こう然ぜんと顔を上げ、胸を張って。

　その姿はカーヤが神しん姫きの一柱に値あたいすることを、間違いなく証明していた。

「……ま、いいだろ、引き分けってことで、手を打とう」

「──ありがとう、ございます」

　そう言うと、カーヤの全身から力が抜ぬけた。全身全ぜん霊れいで虚きよ勢せいを張っていたのだろう。

　まあ、それにはそれで敬意を払はらうとして──

「そこで安心したら、はったりを見破られるぞ、カーヤ。交こう渉しようが終わったと思っても隙すきを見せんな。その場だけの口約束なんて、いつでも反ほ故ごにできるんだからな」

「あ……き、気をつけます……」

「ティナ、お前もだ。神力ウイスが尽つきたとか、あっさりと手の内をばらすなよ」

「んむ？　よいではないか、そのくらい」

　こちらの神姫には反省の色はない。

「カーヤがどうあれ、ご主人はここで手打ちにするつもりだったのだろう？　その程度のことはティナにもわかるぞ？」

「…………」

　見み透すかすようなことを言われるのもだが、それが正せい鵠こくを射ているのがまた腹立たしい。

　カーヤとは争いたくないし、実のところ、体力にもあまり余裕がない。

「しまらない結末だねー。苦労の割に何も得られなかったっつーか」

　ジャハルが大たい剣けんを消し、床ゆかにへたり込んだ。要するに彼も休戦に合意したということだ。

「《星撒まく神姫》への説明も面めん倒どうだし。エルちゃん、お怒いかりだろうなあ。──カーヤちゃん、任せるから上手うまく言い訳してきてくれる？」

「え？　わ、わたしが？　えっと、あの……」

　カーヤは半泣きになった。

　ユウキはそんな光景を眺ながめながら、後処理のことについて考えていた。

　自分たちの治療もそうだが、気絶しているアルフレートも施せ療りよう院に運ばないといけない。

　どうにかして壁かべを破れるだろうか？　待っていれば救きゆう援えんが何とかしてくれるかもしれないが──

「これ、《星》の神姫の仕し業わざなんだろ？　連れん絡らくは取れないのか？」

「あー、取るまでもなく、様子は窺うかがってるんじゃないかと──」

　そのとき、神姫二人の緊きん迫ぱくした声が響ひびいた。

「ご主人！」

「何か、来ます！」

　転移──神姫のみが可能な、奇き跡せきの業。

「……お怒りどころじゃないみたいだねー」

　ジャハルが呟つぶやいた。

　部屋の真ん中に、おそらくは一〇メテルは超こえるであろう巨きよ体たいが出現していた。

　いや、問題は大きさなどではない。

　二足で歩行する爬は虫ちゆう類るい。くすんだ青色のうろこ。巨大な鉤かぎ爪づめに尾お。

　そして神姫や剣使徒デユエリストの《聖盾スキユータム》を簡単に引き裂さくその攻こう撃げき特性。

「《蒼そう湖この虚きよ竜りゆう》……」

　ユウキは呻うめいた。

　この世に一二匹ひきしかいないと言われる、伝説的な怪かい物ぶつ。それが送り込まれてきたのだ。

　弱っているところを全員まとめて始末にかかったということか。

「竜りゆう牙が石まで使うか。どんだけ俺ら殺したいんだ、エルちゃん。──っとお」

　ジャハルは出現させた《紅炎大剣イグニス》で、叩たたきつけられた鉤爪を打ち払う。が、反動を殺しきれず膝ひざを突ついた。さすがにその顔から余裕が消えている。

　虚竜に傷を与あたえるには、竜牙神器第二階かい梯てい以上での攻撃が必要だ。

　竜牙神器の行使は著いちじるしく体力を消しよう耗もうさせる。ジャハルにはおそらく力が残っていない。ユウキだって怪あやしいものだ。

《蒼湖の虚竜》は動きの鈍にぶい人間たちを見下ろし、そしてカッと口を開けた。喉のどの奥に蒼あおい光が凝ぎよう縮しゆくされていく。

「……っていきなりブレスかよ！」

　ここは遮しや蔽へい物のない広大な部屋。逃げ場がない。

　と、そのとき──虚竜の顔面、右目に何かが当たった。

　むろん《聖盾》の加護は眼球にも及およぶ。まともな傷など負っていないはずだが、虚竜は不快げにそちらへ視線を向けた。その瞬間──

「距きよ離り、角度確かく認にん、修正。《黄雷長弓フルグル》第二階梯──っと」

　どこかのんびりした声とは裏腹に、稲いな妻ずまのような速さで矢が飛ぶ。

　虚竜が悲鳴を上げた。今度は《聖盾》を貫つらぬいてその右の眼球に突き刺ささったのである。

「……おっさん？」

「やあ」

　アルフレートは笑った。

「さっき目が覚めた。面倒かけたね」

「その、手のは──？」

「竜牙神器《黄雷長弓》。もともと弓の方が専門なんだよ。──もっとも僕では第二階梯が限界」

　言いながら続けざまに射る。矢は無限に湧わいてくるようだ。

　虚竜の方も、さすがに何度も同じ攻撃は食わない。大きな鉤爪をかざして矢を防いでいた。何本か突き刺さるが、傷つくのが手である分には致ち命めい傷しようにならない。

「やー、だめだねえ。さすがに倒たおすのは無理だ。剣使徒デユエリストってすごいよねえ、あんなのと渡わたり合えるんだから」

「何のん気なこと言ってんだよ。どうにかして──」

「これの貸主との、取り決めがあってね。連射は救助要よう請せいの合図なんだ」

　まったく慌あわてた様子もなく、意味のわからないことを言う。

「近くにいれば、神力ウイスを感知して助けに来てくれるはずなんだけど……」

「来たよー」

　不意に背後から能天気な少女の声が聞こえた。

　振ふり返って、ユウキは顔をしかめる。

「お前──」

「あ、話は後ね。今、セラが片付けるから」

　少女の視線を追う。

　巨大な虚竜のさらにその頭上。迷宮の天てん井じようすれすれに、その人物は居た。

　──いや、居たというよりは、出現したと言ったほうが正確だろう。神姫の力によって、その位置に転移したのだ。

　細身の、若い女性だった。神術師風のローブを纏まとっている。

　しかし、彼女がその手に持つ武器は──間ま違ちがっても神術師が取り扱あつかうようなものではなかった。

　銀色の頑がん丈じようそうな柄えと、その先に着いた馬ば鹿かでかいとしか言いようのない金属の塊かたまり。

「──《銀岩戦鎚サクスム》、第三階梯」

　ぼそぼそと呟き、落下速度を利用しながら彼女は戦せん鎚ついを振り下ろす。

　その一いち撃げきで、《蒼湖の虚竜》は悲鳴を上げるまもなく叩き潰つぶされた。発生した力場の余波を受け、迷宮の床が半径一〇メテルほどのすり鉢ばち状に陥かん没ぼつした。

「な、なんだありゃ……」

　ジャハルが茫ぼう然ぜんと言葉を漏もらす。ユウキは答えた。

「竜牙神器の一つだよ。破は壊かい力だけなら随ずい一いちだろうな」

　無論、扱う人間の腕わん力りよくも尋じん常じようではないのだが。

「……久しぶり、というべきか？　レア」

「人間の基準だとそうかもねー。ユウキもまー、成長しちゃって」

「剣使徒止やめて五年たってるからな」

　最後に会ったのは、ユウキが一三歳の姿をしているときだ。

　そんな会話をしていると、虚竜を圧死させた女性が歩いてきた。竜牙石も回収されたようだ。

「ごくろうさま、セラ。──ああ、そっちの三人は初対面だねー。自己紹しよう介かいしとこうか。あたしはレア。《空支うる神姫》。こっちの虚きよ弱じやくそうなのは、セラフィーネ。あたしの剣使徒デユエリスト。よろしく、後こう輩はいたち」

「《空》──？」

　カーヤが声を上げた。

「あの、今現在、最大規模の誓せい約やく団を擁ようしているところ、ですよね？」

「そうなのか？　ご主人」

「……お前な、そのくらい覚えとけよ。うちの店でも神遺物レリクイア取り扱うんだから、誓約団の勢力把は握あくは結構重要だぞ？」

「シュテファン・クローゼの所属しているところ、といえばわかるかなー？　そっちの彼も、一時期お世話してたはずだよね？」

　レアの視線の先には渋しぶい表情をするジャハルの姿があった。

「……わかってて泳がされてた、ってわけ？」

「ううん？　別に。神遺物届けてもらう分には、探たん索さく士でも剣使徒でもかまわないから。もちろん、悪戯いたずらの度が過ぎれば、対応させてもらうけど」

　こいつ、苦手だ、とジャハルの顔に書いてある。

　ユウキも同感だった。知らない仲ではない。対立しているわけでもない。なのに、どうも苦手意識がある。

　考えが読みづらいのだ。享きよう楽らく主義気味で、万事面おも白しろければよしと考えている節がある。それでいて頭の回転も速いので始末におえない。

　要は敵にしても味方にしても、やりにくいのである。

「で、迷めい宮きゆうに何をしに来たんだ、《空支うる神しん姫き》様は」

　ユウキは言った。

「ここに来たのは呼ばれたからだけど……。エルフリーデ──《星撒く神姫》が妙みような動きしてたから、ちょうど探索士に身をやつして探さぐってたの。どういう経けい緯いで『六番目』のことを知って、どういうつもりで手を出そうとしてたのか、気にもなったしね。──と、忘れてた」

　レアはぱちんと指を鳴らした。すると、肌はだに付いていた生傷が消える。

　精せい巧こうな幻げん術じゆつだ。一いつ介かいの探索士として活動するとき傷一つつかないのは不自然なので、偽ぎ装そうしたのだろう。

　セラフィーネが神術師の格好をしているのも同様か。彼女はユウキの知る限り、武器を持って戦うときにその本領が発揮される。しかし、体つきに似合わぬ膂りよ力りよく、戦せん闘とう技術、判断力、いずれも普ふ通つうの人間の中では異質なほど頭ず抜ぬけていて、注目を集めることになる。

「自分は街に『眼め』を作っておくくせに、他人がうろちょろするのは気にくわないか」

　ユウキは指し摘てきする。アルフレートが小さく苦く笑しようするのが見えた。

「もちろん。あたし、自分に甘あまくて他人に厳しいの」

　レアの方は悪びれない。

「ああ、でも誤解しないでね。別に最初からあなたやアルベルティナを監かん視しするつもりだったわけじゃないから。あなたが店の老店主に拾われたのも、あなたが『六番目』を拾ったのも偶ぐう然ぜんで、たまたまそれがあたしの網あみに引っかかったから興味を持っただけなんだし」

「……興味はあるんだな」

「だからこうして話ししに来てる。そこで本題なんだけど──」

　レアはにぃっと笑った。

「同盟組まない？　《六番目の神姫》と《月戴いただく神姫》」
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　迷宮入り口前の丘おかの上。中の様子を窺うかがっていたエルフリーデは唇くちびるを嚙かむ。

（……失敗した）

《月》の剣使徒デユエリストと神姫を利用し、竜牙石まで使ったというのに、失敗に終わった。

《空支うる神姫》の介かい入にゆうが予定外だった。どんな手を使ってでも、ユウキとティナは消すつもりだったが……こうなってはもう動きようがない。現在の最大勢力である《空》の陣じん営えいと事を構えるわけにはいかないのだ。

「……カイ、撤てつ退たいするわ。聖せい殿でんに戻──」

「おっそーい」

　軽い声に振り向き、目を見開く。三人の人ひと影かげが現れていた。

《空支うる神姫》レア、そしてユウキとティナ。

「失敗したら即そく次の行動に移らないと。判断が後手に回ってるよー、エルフリーデ」

　そしてレアはエルフリーデの右手に視線を向ける。

「なるほど、《虚うろの寄木細工》かあ。まーったく、好き勝手に迷宮いじってくれちゃって。探索士さんたちがえらく迷めい惑わくしてるっての」

「──どうして、ここが？」

　ようやくエルフリーデは口を開く。

　迷宮の様子はつい先ほどまでジャハルを通して監視していた。彼がこちらの情報を漏らす素そ振ぶりでもあれば、その瞬間に撤退していただろう。

「二回も転移させるとか、ジャハルと視覚聴ちよう覚かく共有とか、あんな惜おしみない力の使い方してたら、そりゃ簡単に辿たどれるよ」

「……なるほど。年の功、ということかしらね」

　人間の神術と同様に、神姫の奇き跡せきにも錬度の差がある。レアは現在の五人、いや、六人の中で、もっとも古い存在だ。

　エルフリーデはどうにか平静を取り戻もどした。

「で、何をしにきたのかしら？」

「何をしにきた、じゃねえよ」

　答えたのはユウキだった。渋い顔で続ける。

「俺ら、お前に殺されかけてるってのに」

「私たちはもともと敵同士。どんな手を使って攻こう撃げきしても、文句を言われる筋合いはないと思うけど？　それに、私が倒そうとしていたのは、《終しゆう焉えんの蛇へび》。世界と人々を護まもるためには、生かしておけない存在だわ」

　言いながら、エルフリーデは慎しん重ちように逃にげる機会を窺っていた。

　安易に転移しても、レアに抑おさえ込まれるだろう。奇跡の力の扱いに関しては向こうの方が格段に上だ。

（──とはいえ）

　今のところユウキに殺気はない。意い趣しゆ返がえしが目的というわけでもなさそうだ。本当に何をしに来たのだろう、と考えていると──三人の中で一番小こ柄がらな少女が一歩進み出た。

「お初にお目にかかる、《星撒まく神姫》エルフリーデ。アルベルティナだ。聖殿に席がないようなので、称しようするならば《街に座す神姫》というところだな」

「…………」

「神姫同士は争うものだ。それはティナも覚かく悟ごしている。しかし──身に覚えのないことで命を狙ねらわれるのは納なつ得とくいかぬ。ティナは、その、し、しゅ……《祝しゆう言げんの蛇》？」

　そこでティナは自信なさげな顔でユウキに視線を向けた。

「なんだよ、その末永くお幸せそうな蛇は。『終焉』だ、『終焉』」

「む。──《終焉の蛇》などという存在ではない。その誤解を解いた上で、改めてどうするか話し合いたい」

「……お花畑な思想ね」

　エルフリーデが言うと、同感だな、とユウキが肯うなずいた。

「だが──」

　不本意そうな顔で何か言いかけた小柄な神姫の頭に手を置き、にやりと笑う。。

「今の俺の役目は、こいつを護り、肯こう定ていしてやることなんでね」

　エルフリーデはレアに視線を移した。

「『人殺しを楽しむ神姫』なんてものが、この世界にとって、人々にとってどれだけの脅きよう威いになるかわからないわけじゃないでしょう？　あなたは彼らの釈しやく明めいで納得したの？」

「納得はしてるよー」

「確証もないのに？」

「ない、とは限らない」

　レアは意地の悪い表情を浮うかべた。

「よーく考えてごらん？　エルフリーデ。推測くらいはできるでしょ？　このティナって子が《蛇》じゃないと、あたしが確信できる理由があるとしたら──？」

「────！」

　エルフリーデは息を吞のんだ。確かに、たった一つだけ確実なものが存在する。

　それはレア本人が──

「わかった？　証明してあげよっか？」

「ひ──」

　満面の笑えみで一歩踏ふみ出したレアに対し、エルフリーデは二歩下がり、そして足をもつれさせ無様に尻しり餅もちをつく。レアの中で神力ウイスが大きくうねり──

　その瞬しゆん間かん、金属音が響ひびいた。

　それまで無言で控ひかえていたカイがレアの首元を狙って斬きり込み、それをユウキが白い刀で受け止めたのだ。

「あんまりうちの主を脅おどかさないで下さいませんか？」

　にこやかで慇いん懃ぎんな態度だが、相手を押し潰つぶさんばかりの殺意が溢あふれ出していた。

「必死に虚きよ勢せいを張ってますが、これで気の小さい人なんですよ」

「うん。知ってる。だから脅したんだけどねー」

「あーもう！　話をややこしくすんじゃねえよ、このアホども！」

　怒ど鳴なりつつ、ユウキは黒い刀で二刀目を受け止める。

　カイの持つ竜りゆう牙が神器は《紫風双刀ウエントウス》。軽さと速さを特とく徴ちようとする、二刀一対ついの武器だ。

「とりあえず、剣けんを収めてくれないかなー？　あくまで調べただけなんだしさ。──あ、ユウキもご苦労様ー」

　カイがゆっくり距きよ離りを取ると、ユウキも舌打ちしながら武器を収めた。

「何がやりたいんだ、お前は」

「ん、確かめられたでしょ？　──反応を見る限り、彼女も《蛇》ではない」

「…………」

　エルフリーデは自分が試されたことを理解した。恥ち辱じよくで顔が赤くなるのを感じる。

　そう、もし《終焉の蛇》なら、相手に怯おびえて惨みじめに逃げ惑まどうような真似まねはしない。

「しっかし、ためらい無いねえ。《星》の剣使徒デユエリスト。あたしがほんとに《蛇》だったら、あなた死んでたよ？」

「だとしても、俺の仕事は何一つ変へん更こうはないのですよ、残念ながら」

　カイは小さく笑って肩かたをすくめた。

「自分が死ぬ程度のことで、役目を投げ出すわけにもいかないもので」

「カイ……」

　エルフリーデは涙なみだぐみそうになった。

「あーうん、何だがほうっておけないダメっ子っているよね。覚えがあるわ」

「そういうことですね」

「…………」

　なぜそこを肯定するのだろう。

　レアは雰ふん囲い気きを変えるように、にっと笑ってみせた。

「さて、ごめんね、脅かして。あたしがユウキの推論に納得できたのは、ミュリエル──先代の《月戴く神しん姫き》を昔から知っていたから。もっと言えば、彼女の様子がおかしくなっていくのを見ていたから。つまり、《蛇》は『生まれつく』のではなく、そう『変化する』ものだって判断できるだけの材料を持ってたわけ。──前例を考えれば、容疑者はこの子だけじゃなく、あたしたち全員ってことになる。あなたも含ふくめてね、エルフリーデ」

「…………」

「であれば、かつて何があったのか、これからどうするべきかを解明するため、ユウキの経験と知識が必要なの。殺されちゃこまるのよねー」

「でも、それじゃこいつは納得できないだろ」

　そのとき、ユウキが口を挟はさんだ。

「『世界のため、人々のため』なんて言っているが、こいつの動機になってるのは結局のところ恐きよう怖ふや憎ぞう悪おだ。理り屈くつじゃ感情は消せないさ」

「────っ！」

　かっと頭に血が上る。エルフリーデは立ち上がった。

「あなたが──あなたがそれを言うの⁉　五年前、私の目の前で私の誓せい約やく団を皆みな殺ごろしにしたのは、あなたと、あなたの神姫じゃない！」

　ティナがユウキに気き遣づかわしげな視線を向けた。

　ユウキは表情を動かさず、ただ小さくため息をついた。

「ああ、そうだよ。詫わびろというなら詫びる。許されるとは思っちゃいないし、お前らの方にだって許す筋合いなんてないだろうし、そもそも許されるべきことじゃない。そのうえで言うが──」

　ユウキは淡たん々たんとした口調で続ける。

「同じ状じよう況きようになれば、俺はきっと同じことをする。あのとき、俺が護りたいものは世界や人々じゃなかった。実を言うと、今でもそうじゃない。──でもな、同じ状況を繰くり返したいと思ってるわけでもない。お前らは納得できないだろうし、そんな資格も無いのを承知で、心の底から言ってやる。俺はな、もう絶対に嫌いやなんだ、あんなことは」

「…………」

「繰り返すが、俺とお前たちとは敵対関係だ。これからも命を狙うというなら、こちらも全力でやり返す。ただし──『あれ』をもう二度と見たくないというその一点において、俺とお前の利害は一いつ致ちするはずだ」

「……否定はしないわ」

《蛇》とユウキのことは確かに恐おそろしく、憎にくく、嫌けん悪おしている。

　しかし、感情に任せてこれ以上のことをするのであれば、それはもはや神姫ではないだろう。『ダメっ子』にだって矜きよう持じはあるのだ。

「よっし。じゃあ、話し合いを始めよう。そのために会いに来たんだからな。──最初に一つ訊きく。お前はなぜ世界を護るんだ？」

　エルフリーデは眉まゆをひそめた。唐とう突とつな質問の意味がわからない。

「世界も人々も護るべきものでしょう？　それが神姫の役目なのだから」

「そこからおかしいんだ。──おい、ティナ」

「なんだ、ご主人」

「世界や人々は護らなきゃならんほど素す晴ばらしいもんか？」

「当たり前だ」

　何をわかりきったことを、という表情で少女は答えた。

「だから、神姫の誇ほこりにかけて護ろうと思うのではないか」

「……お前らもそうか？」

　ユウキはエルフリーデとレアに視線を向ける。

「ま、そうだねー」

　レアは肯定し、エルフリーデも小さく首を縦に振ふった。

「なるほど、おかしい、という自覚は無いんだな」

　三柱の神姫が戸と惑まどった顔を見合わせる。

「ああ、勘かん違ちがいするなよ。おかしいのはその思想じゃなく、過程だ」

　口を開いたのは──神姫たちの誰だれでもなく、カイだった。

「……順序、ですね」

「そう。『世界は素晴らしい』『だから護まもりたい』ならわかる。でも、お前たちは違う。意志が価値判断の前に来ている。つまり、順序が逆だ」

「……もう少し易やさしく言えぬのか」

　ティナがむすっとした顔で言った。

「あー、つまり、どうやっても、生まれた瞬間に『世界は素晴らしい』なんて思うのは不可能なんだよ。まだ何も見てないんだから。なのに、なぜかお前たちは最初から世界を護るつもりでいる」

　それはエルフリーデにとって余りにも当たり前の価値観だった。

　おかしいこと……なのだろうか。理屈ではわかるが、頭がついていかない。

「面おも白しろいことに、その先天的な使命感がないとこの世界は存続し得ない」

「だってそれは、私たちが世界を護るために天てん帝てい神様に遣つかわされたから……」

「なら、皆みんなで仲良く世界を護り、人々を導けばいいはずだ」

　エルフリーデはさらに食い下がる。

「《大いなる門マグナ・ポルタ》の最下層、別世界への門は一人の神姫にしか開けない。そして大量の神力ウイスが必要とされる。だから──」

「争って神力ウイスを奪うばい合う？　争う必要はないだろ、それ。誰か一人に任せればいい。本当に人を救うのが目的ならな」

「────っ！　私は、本当に人々を──っ！」

「別にそれは疑ってねえよ」

　ユウキの声は静かだった。

「お前の、俺や《終しゆう焉えんの蛇へび》に対する恐怖と憎悪は掛かけ値ねなしの本物だろ。でも、お前はちゃんと手段を選んだ。街中で仕掛けず、迷めい宮きゆう内で他ほかの探たん索さく士から隔かく離りし、そして俺たちのパーティも常に水場に辿たどり着けるようにしてた。回りくどいことをしてまで、神姫と剣使徒デユエリスト以外が巻き込まれるのをぎりぎりまで避さけたんだ。──なあ、そんなお前らが、なんで殺し合ってるんだ？　なんでこの世界は、あまりにも争うのに都合よく造られているんだ？」

　エルフリーデは答えられない。それは彼女の根幹を揺ゆるがす問いだった。

「《終焉の蛇》もそうだ。これのせいで──」

「膠こう着ちやく状態になるのが阻そ害がいされてる」

　レアが引き取った。その表情に普ふ段だんの闊かつ達たつさはない。

「五人がそれぞれの利益保護を第一にして消極的になっても、《蛇》が現れれば必ずどこかで均きん衡こうが崩くずれ、何らかの決着を付けざるをえなくなる。──結果的にそういう役割を果たしている、のかな」

「結果的じゃなく、それが意図的に設定されたものだとしたら？　なあ、この世界は、まるで誰かが計算して、競きそわせるためだけに造ったみたいになってないか？」

　その場の全員に向けて、ユウキは問いかける。

「全すべては天帝神が定めたと教会では教える。でも、お前ら天帝神様に会って、何考えてるのか聞いたことあるのか？」

　誰も何も言わなかった。

　そう、確かにそういう教えが流る布ふしているし、神姫の初期知識でもそうなっている。

　しかし、天帝神に会ったことのある神姫はいない。

「俺は尋たずねてみたいね。なぜ、ミュリエルはあんなことになったのかって」

　抑おさえた声だったが、そこに深い怒いかりと悲しみが垣かい間ま見みえた気がした。

　彼が《月戴いただく神姫》ミュリエルに従っていたころは、ろくに言葉を交かわしたこともなかった。エルフリーデの探索士たちを殺した、憎むに値あたいする悪逆非道の剣使徒デユエリスト──そんな印象だった。──なぜか裏切られたような気分になる。

「この五年、迷宮から距きよ離りを置きつつも、ずっと考えてきた。頭から離はなれなかった。俺に世界や人々をどうこうしたいという大層な動機は無い。多分、あいつの死に、意味、もしくは価値を与あたえたいだけなんだと思う」

　ティナが複雑な表情でユウキを見上げる。しかしユウキは誰にも言葉を挟む隙すきを与えず、続けた。

「──だから、俺は同盟を提案する。競争に勝つためじゃない。このクソったれな世界を否定して、俺たち全員で生き延びるための同盟だ」







　エピローグ








　わたしは彼に語った。




　君の心に傷を残すのは、本意じゃないんだ。

　でもね、自分が君の中でそこまで大きな存在になれていたことが、少しうれしくて、少し誇らしい、かな。ひどい話かもしれないけどね。

　──君はもう、道具なんかじゃない。

　これからは、〝人〟として、自由に──生きて。




　そして──黒い刃やいばがわたしの胸を貫つらぬいた。
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　記き憶おくを掘ほり起こすのを中断し、ふと窓の外に目を向ける。

　いい天気だった。

　陽光は気分を明るくさせる。一つ伸のびをしてユウキは本日の仕事を始めようとし──そして、部屋の入り口から顔半分だけでこちらをじとっと見つめている少女に気づいた。

「……何やってんだ、ティナ」

「む……。う、売場の掃そう除じを終え、店を開けたことを報告しに来たのだが、えっと、ご主人が考え事をしているようだったのでな。──そ、その、何のことを考えていたのだ？」

「あー、そうだな……」

　昔の、最悪の思い出のこと──と答えるのも芸がない気がした。

「かさぶたをはがして傷を確かく認にんしてみた」

「け、怪け我がをしたのか？　ティナに診みせるがいい！」

　真しん剣けんな顔をするティナに微び笑しようを誘さそわれる。

「大だい丈じよう夫ぶ。もう治ってる。……傷きず跡あとは残るだろうけどな」

　楽しいわけではむろんない。が、発はつ狂きようしたくなるほどの苦痛は消えた。どんな大怪我でも、死なないかぎりいつかは癒いえる。そういうものなのだろう。

「そ、それはよかった。──だが、何かあれば、ティナにも相談するのだぞ？　ティナはきっと役に立つ。その、神力ウイスは心こころ許もとないが、な、何かで、必ず、ご主人の助けに……」

　ごにょごにょ。

「……大丈夫か？　なんかこのところ様子が変だぞお前」

　何か気負って張り切っていたかと思えばすぐに落ち込み、感情の起き伏ふくがすごいことになっている。

「何でもない！」

　一転、ティナはむきになったように大声で言った。

　数日前の会談で《空支うる神しん姫き》レア、《星撒まく神姫》エルフリーデ、そして《月戴く神姫》カーヤの三者とは同盟を結んだ。といっても、複雑なものではなく、単なる休戦の協定である。下手に破ると《終焉の蛇》の疑いをかけられることになるので、おそらくはエルフリーデもしばらくは仕掛けてこないはず。

　あとはレアあたりに仲立ちを頼たのんで、残る神姫とも話し合いの場を持ちたいところだが、これはまた後日の話になるだろう。

「何でもないようには見えないけどな。隠かくし事なしで言ってみろよ」

「……それだ」

「ん？」

「その、隠し事、というか……そう言うご主人が、一人で悩なやんで、一人で解決しようとしているように見えるのだ。この間の休戦も、一人で話を進めてしまうし。いや、それは、それでありがたいのだが──えっと、ティナは、相棒として信しん頼らいに値せぬか？」

　小さな神姫は上うわ目め遣づかいにユウキを見た。

「そんなことはねえよ。十分助けられてる」

　掛け値なしの本音だ。少し考えて付け加える。

「何か気になってるなら言えばいい。隠し事なしで答えるから」

「むー、その……」

　ティナは幾いく分ぶん言いにくそうにしながらも、口を開いた。

「気に掛かっているのは、昔のご主人と、神姫のことだ。──探索士を殺したというのは本当なのか？」

「……本当だ」

　今度はユウキが言いにくさを覚える番だった。とはいえ、宣言した手前、隠し立てをするつもりはない。

「ミュリエルが《終焉の蛇》となってから、俺たちはどうにか殺人衝しよう動どうを抑える方法はないかといろいろ考えた」

　一番有効なのはミュリエルが誰かを殺すことなのだろうが、これを彼女は拒きよ否ひした。

　次善の策として、彼女が他者の『死』を実感することで幾らか衝動を鎮ちん静せい化させられることがわかった。

　ユウキは《雪せつ刃じんの王》の名を捨て、抗こう争そう相手の探索士を手に掛けるようになった。《暗黒鬼き》と呼ばれるようになったのはこのころだ。

　しかしすぐにそれだけでは抑えきれなくなり、二人は虚きよ獣じゆうを狩かることにした。

　人でなくとも、彼女自らの手で死を与えれば一定の効果があった。彼女は理性と衝動の板いた挟ばさみで苦しんだが、それでもユウキはなかば無理やり彼女に虚獣を殺させた。人に手を出してしまえば、彼女は自ら命を絶つだろう。それは避けなければならなかった。

　変わってしまってもいい、少しでも長くそばにいて欲しかったのだ。

「でも、それも程ほどなく破は綻たんした。──あるとき深層で虚きよ竜りゆうと出くわして、ミュリエルはそいつに対して力を解放しようとした」

　大物だった。これでかなりの間持つだろう。そう考えたとき──横合いから現れた男たちの攻こう撃げきで虚竜は倒たおされた。

　それがエルフリーデの一行だった。彼女は万全を期して剣使徒デユエリストと誓せい約やく団の最精せい鋭えいを率い、最高級の神遺物レリクイア、竜りゆう牙が石のために虚竜を追い詰つめ、狩ろうとしていたのだ。彼女たちは竜牙石の所有権を主張した。

　ユウキたちにとってはどうでもよかった。問題は──ミュリエルの衝動の行き場が奪われたことだ。

「だから、俺は嚙かみ付いてきた一人だけを斬きることにした。目の前で死を見れば、いくらか収まるかと思ったんだ」

　結果、収まらなかった。

　あるいは、『ユウキに人を殺あやめさせた』という思いが、最後の一押しになってしまったのかもしれない。

　ミュリエルの力が荒あれ狂くるい、人間は全ぜん滅めつした。エルフリーデとカイは辛かろうじて生き延び、聖せい殿でんへ転移した。

　我に返ったミュリエルは、自分の生を終わらせることを選せん択たくした。

　そしてユウキは黒い刃を振ふるい、ミュリエルは死んだ。

「『〝人〟として自由に生きろ』って言い残してな。それが、俺の願いだったから」

「それは──叶かなえられたのか？」

「叶えられたよ。あいつは俺に笑うことを教え、喜ぶことを教え、他人の力になることを教え──そして喪そう失しつの苦痛を教えた。あいつを殺して、そのことで苦しめたんなら、俺は間ま違ちがいなく〝人〟になれていたんだろうさ」

　笑って見せたが、自じ嘲ちようの色は消しようもなかった。

「本当に、大きな存在だったのだな……」

　ぽつりとティナは言った。

「ま、あとは知っての通り。ボリスの爺じいさんに拾われ、爺さんが遺のこしてくれたこの店でずっと商売を続け、訓練校に通い、平へい凡ぼんに生きた」

　強さも、貴重な神遺物レリクイアも、竜牙神器さえ要いらなかった。そして自分の罪の象しよう徴ちようである《黒死小刀モルス》以外、すべてを捨てた。

「これからも、そうして生きていくつもりだった」

「……だった？」

「誰だれかのせいで予定が変わったってことだよ。──さて、店を始めるぞ」

　ユウキは神姫の頭をくしゃりとかき混ぜ、仕事場に向かって歩き出した。




「あ、おはようございます」

　店には例によってフランカが来ていた。おはよう、とユウキも挨あい拶さつを返す。

「……ケンカ、です？」

　ユウキとティナの表情を見比べて彼女は尋たずねた。

「フランカ！」

　ユウキが何か答えるより早く、ティナが涙なみだ目めで飛びついた。

「あ、相手は手ごわい。というか、不戦敗しか結果が見えぬのだ。もっともやもやが大きくなる。どうすればいい？　どうすればいいのだ？」

「あー……」

　フランカはため息をつく。

「大体わかりました。……全部受け入れる度量が必要なのかもね。難しいことだけど」

「何の話かよくわからんけど、お前らそうしてると仲のいい姉し妹まいみたいだな」

　そう言うと、二人から複雑かつ微び妙みように非難のこもった視線を向けられた。

　先日の事件の際、フランカは無事エドガーとセリムを連れて地上に帰き還かんしていた。たまたま調査に来ていたシュテファンと合流して、送ってもらったらしい。

「そういえば、ここにくる途と中ちゆう、兄さんに会いました。結局、新たにパーティを組んで誓約団を続けるみたいです」

　一時期、別々の方を向いていた兄妹きようだいは、また少しずつ溝みぞを埋うめていくことにしたようだ。

「なんか陽気な女の子と、無口な女の人でした。支し援えん士と神術師かな？　このお店を紹しよう介かいしておいたから、もしかしたら、そのうち来てくれるかもしれませんよ」

「ま、期待はせずに待つことにするよ」

　ユウキは苦笑気味に返す。

　このところ、店には新しい客が顔を見せるようになっていた。

　エドガーとセリムは訓練の合間にやってくる。もっともほとんど何を買うわけでもなく遊びに来るだけなので、客とは言い難がたいかもしれない。

　そして、カーヤとジャハル。こちらは休戦とはまた別種の協定が結べそうだった。ジャハルが取ってきた神遺物レリクイアをいくらか回す代わり、ユウキたちが情報や他ほかの神姫との交こう渉しようを引き受けるという、共同戦線である。

　カーヤは剣使徒デユエリストに対し、控ひかえめながらもしっかり主張を通すようになった。以前のような気後れは感じていない様子だ。逆にジャハルの方が扱あつかいにくそうにしている。まあ、ゆえあってのこととはいえ、不意打ちで胸むな板いたをぶち抜ぬかれれば、苦手にもなるだろう。

　アルフレートは堂々と、あるいは飄ひよう々ひようと店にやってくる。監かん視し役だったことがばれても以前と変わりないのは、鈍にぶいのか図ずう々ずうしいのか。まあ、ユウキのほうも殊こと更さらに責めるつもりはなかったので、別に構わないといえば構わないのだが。

　商品の整理をしながら、ティナはフランカと何やら会話を交かわしている。

　ティナが神姫としてミュリエルと比ひ較かくされることを気にしているのには、勘かんづいていた。
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　そんな必要は全くないと言ってやるべきだろうか、と思うのだが、言ったところで彼女が素す直なおに受け取るかどうかは不明である。さて、どうしたものか。

　ミュリエルと居るときはこんなことで悩んだりはしなかった。彼女のときとはまた別の関係性を築きつつあるのだろう。少し不思議な気分だった。

（──『神姫アルベルティナは、「死んでも」ユウキ・タカミガハラを信じるのだ！』、か）

　ティナが叫んでいたのを思い出す。

　ユウキがそれを聞いていたことに、彼女は気付いただろうか。あの言葉のおかげで過去を断ち切り、封ふうじていた《黒死小刀モルス》を未来のために振るう決意ができた。

　ミュリエルはユウキを支え助けた。対してティナは強きよう烈れつな力でユウキを前に引っ張っていく存在なのである。

　神姫が死ねば神姫が生まれ、《終しゆう焉えんの蛇へび》が死ねば《終焉の蛇》が生まれる。

　なぜ、何のためにこんな状じよう況きようが生まれたのだろうか？

　ひたすら殺しあう以外に道はないのか？

　それを明らかにしたかった。二人に報むくいるためにも。

「ご主人ー！　この剣、値札が外れてるぞ。幾らなのだ？」

「ああ、今見る」

　大きな身振りで訴うつたえるティナと、微笑ほほえむフランカの元に歩いていく。

　ユウキ・タカミガハラは世界を護まもらない。でも、この景色は護りたいと心から願う。

〝人〟と〝道具〟の違いは、痛みを知っているかどうかということ。

　どこかの誰かが作り上げたわけのわからない機構システムのために、大切なものを奪うばわれるのは、もうごめんだった。




　だから──この手で世界を変えてやるのだ。







　あとがき







　どうも、すえばしです。「さまよう神しん姫きの剣使徒デユエリスト」２巻をお届けいたします。

　えーと……作品についての解かい説せつめいたことは前巻あとがきに書いちゃった気がするので、以下割とどうでもいいお話。




　作家というのは、基本的に机の前に座って執しつ筆ぴつをします。

　この座り仕事の天敵、あるいは職業病とも言うべきなのが、ザ・腰よう痛つう。

　実は私もかなり年季の入った腰痛持ちで、ひどいときは五分も座っていられないほど。筋トレや体操である程度軽けい減げんできるんですが、痛みの激しいとき、締しめ切きりに追われて余よ裕ゆうの無いときは、なかなかそれもままなりません。

　で、注目したのが椅い子すです。なんせ、一日の大半をこの上で過ごすので、体への負ふ担たんに関して、きわめて重要な位置を占しめる存在だと言えるでしょう。

　要するに『良い椅子に買い換かえれば腰痛もマシになるだろう』ってことで、色々ワーキングチェアを調べてみたわけですが……高いんですよねえ、これが。中には数十万クラスのもあったりして、どう考えても気軽に買えるものではない。

　さらに個人によって合う合わないが大きい家具なので、購こう入にゆう前に家具屋さんまで出向いて試し座ざしてみることが必ひつ須すになってきます。

　さて、ここで問題が一つ生じました。

　引きこもりの常として、私は会話によるコミュニケーションを苦手としています。

　例えば服を買いに行ったりすると、店員さん、すすっと寄ってきますよね。このときの対応がどうにも難なん易い度ど高くて、テンパり気味になるのです。




店「いらっしゃいませー」

私「（げ、こっち来た）」

店「どんなものをお探しですかー？」

私「あああ、あの、えっと」

店「はい？」

私「き、きき、ききき、着るものを……」




　何当たり前のこと言ってるんでしょうかね、この男は。




　ともあれ、椅子を買うときにもそういうケースが想定されるわけです。

　なので、私は事前に脳内シミュレートしておくことにしました。

　買い物に際してはしっかりとしたビジョンを持ち、自分が何を求めているのか言葉を尽つくして伝える必要があります。あと、緊きん張ちようしていても店員さんに不快な思いをさせてはいけません。愛想よく、フレンドリーな笑みを絶やさずに。

　──さあ、イメージできてきましたよ。こんな感じでしょうか。




店「いらっしゃいませー」

私「ぐふふふ……」（フレンドリーな笑み）

店「あの、どんなものをお探しでしょう、か……？」

私「ふふ、こう、僕の腰こし、というか、下半身が、良い感じに気持ちよくなるのをね、ふふ、全体を優しく包み込んでくれて、そして適度な刺し激げきも……ぐふふ、ふぃひひ……」




　──あ、駄だ目めですねこれ。どう見ても通つう報ほう事じ案あん発生です。ポリスメン来ちゃいます。

　さて、どうしたものか……。（ポリスメン対処ではなく、店員さんとのコミュニケーションについてです。念のため）




　まあ、結末を書いてしまいますが、椅子は無事に購入することができました。

　結局、店員さんにどう対応したのかというと──売り場をうろうろしていてもまったく声を掛かけられなかったので、悩なやむ必要もなく。家具屋さんって放ほう任にん主しゆ義ぎなのね……と思いつつ、新しい椅子に座ってこの文章を書いています。

　腰の調子は良好。




　末まつ筆ぴつながら、以下に謝しや辞じを。

　今回、私の遅ち筆ひつスキルが発動したため、かなりギリギリな進行をお願いすることになりました。対応していただいた関係各所の皆みな様さまには、感謝してもしきれません。

　富士見ファンタジア文庫の担当様、編集部の皆様、イラストのＨ２ＳＯ４様、デザイン、印刷、取次、書店の皆様、その他出版流通に関わる全ての方々に厚く御お礼れい申し上げます。

　では、またお会いできることを祈いのりつつ。


二〇一三年一〇月　　すえばし けん
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